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はじめに 

   橋元良明 
  
日本政府は 2023 年 2 月 10 日、「新型コロナ対策としてのマスク着用について 3 月 13 日

より屋内・屋外を問わず個人の判断に委ねる」という方針を決定した。「ウィズコロナの生活
様式」の実践にむけて大きく舵を切ったことになる。2020 年 1 月 15 日に日本で最初の新型
コロナウイルス感染者が確認されてから、3 年あまりの歳月を要した。ただし、この先、速
やかに「アフターコロナ」と言える状況に移行するかどうかは本稿執筆時点（2023 年 3 月）
では不透明である。 

この間、日本は 8 度の「波」を経験している。本稿で分析結果を報告する調査は 2021 年
3 月 12 日から 25 日にかけて実施されたものである。この時期は、日本では 21 年 3 月から
6 月にまたがる「第 4 波」の初期にあたる。2021 年 3 月 12 日時点において世界の感染者累
計数は 1 億 1880 万、死者累計は 273 万人を超えていた(Our World in Data1))。 

感染状況は国・地域によって大きな差異があり、また政府の対策もまちまちである。ニュ
ージーランドのように感染者がさほど多くない中で素早くロックダウン体制をとった国もあ
れば、スウェーデンのように感染者も少なくない状況でマスクも義務化せず、基本的に放任
政策をとった国もある。 

国や地域ごとに感染状況や政府の対策が異なる中、人々はどのような感染対策行動をとっ
たのか。どの程度の不安を抱いていたのか。政府の政策にどのような評価を下していたのか。
コロナ禍に見舞われる以前と比べ、仕事や生活に関する価値観の変化はあったのか。感染症
に関して、主にどの情報源から知識を得、またどのメディアを信頼していたのか。こうした
人々の意識や行動の実態の国による差異を知るため、我々は2021 年3 月に調査を実施した。
調査対象国･地域は地理的分布や人口規模、感染状況、政府の対応状況など様々な要素につい
て、できるだけ多様性を確保するよう選択した。 

様々な制約から、今回の質問票調査で許容された質問項目数はわずか 24 である。しかし、
調査対象国が 29 にも及ぶため、それぞれの質問の単純集計結果を比較するだけで膨大なデ
ータ量になる。本稿は基本的に国別比較の単集結果の紹介にとどまるものであるが、複数の
変量間の関係など、より複雑な分析に関しては、また稿をあらためて紹介したい。 

 

［注］ 

1) Cumulative confirmed COVID-19 cases and deaths, World (ourworldindata.org)、2023 年 
3 月 8 日取得。  
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第 1 章 世界の罹患者・ワクチン接種状況 

 
大野志郎・篠田詩織 

 
1 調査の概要 
 
本書は、東京女子大学と NTT セキュアプラットフォーム研究所（2020 年当時、現・NTT

社会情報研究所）の共同研究 1の一環として 2021 年 3 月に実施された、世界 29 の国・地域
のアンケート調査の結果をまとめたもの 2である。調査時期は新型コロナウイルス感染症が
蔓延し始めてから 1 年を過ぎ、日本では新型コロナウイルス感染症の第三波のただ中であっ
た。質問項目は、人々のメディア利用・情報行動、感染対策政策評価、感染対策行動、価値
観・仕事・生活の変化、感染対策とプライバシー等からなり、パンデミック初期の状況下に
おける世界各国の実態を、計 4 万 1140 サンプルという大規模データにより把握することが
できる。 

調査概要は次の通りである。 
 
調査地域：日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、シンガポール、マレー

シア、インド、トルコ、ロシア、イスラエル、南アフリカ、ナイジェリア、フィンランド、
スウェーデン、ドイツ、イタリア、フランス、スペイン、イギリス、ブラジル、アルゼンチ
ン、チリ、メキシコ、アメリカ、カナダ、ニュージーランド、オーストラリアの 42 都市（各
国・地域の最大都市。日本は 12 都市、アメリカは 3 都市、イスラエルは全土。） 

調査対象：15～69 歳の男女、各都市それぞれ 330 ～1,100 サンプル 3（計 41,140 サンプ
ル）。 

 
1 調査メンバーは、橋元良明（東京女子大学）、大野志郎（現・東京大学）、天野美穂子（東京

家政大学）、堀川裕介（現・早稲田大学）、篠田詩織（NTT）、藤村明子（NTT）、折目吉
範（NTT）、間形文彦（現・NTT コミュニケーション）。 

2 本書で用いたグラフデータは、NTT R&D Website で公開されており、多くの図表はこの
資料による（2021.3実施の「コロナ禍における情報行動と意識に関する世界29カ国調査」
データ公開, NTT 社会情報研究所, https://www.rd.ntt/research/SIL20210901.html）。な
お、本書のグラフデータ編集にあたり今野嘉乃氏(山形大学・加納寛子研究室）にご協力
いただいた。 

3 それぞれの性別・年代でできるだけ等しくなるように収集し、不足するセルは他セルから
補完した。 
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調査方法：インターネット調査 
調査期間：2021 年 3 月 12 日～ 3 月 25 日 
 
1.1 分析対象 
調査は 29 の国・地域における最大都市を対象とした行われた。対象国の選定に際し、オセ

アニア、東アジア、南アジア、中東、ヨーロッパ、北欧、アフリカ、北アメリカ、南アメリ
カの各地域につき 2 か所以上とし、感染者数、感染施策のユニークさ、調査可否などを勘案
した。選定された対象国・地域の分布を図表 1-1-1 に示す。なお、今回の調査対象は 29 の国
ないし地域であるが、本書のタイトルも含めたいくつかの箇所では、「29 カ国」のように略
記する。 

本書における分析では、国・地域別の分布を比較する目的があるため、全土で調査を行っ
たイスラエルを除いて各国・地域の最大都市居住者に限定した（つまり、日本では東京都、
アメリカではニューヨーク州のみを分析対象とした）。データクリーニングを行った結果、29
都市に居住する計 26,285 サンプルが分析対象となった（図表 1-1-2）。 

原則的に、各都市 1100 サンプルを目標とし、20 代から 60 代まで各世代、男女均等に回
収した（10 代は 15 歳～19 歳であり、サンプル数は他の各世代の半数）。また、台湾、イン
ドネシア、トルコ、南アフリカ、ナイジェリア、フィンランドは半数の N=550 とした。 

 

 
“MapChart,” https://mapchart.net/. 
 

図表 1-1-1 調査対象地域の分布と、特徴ある主な政策 
  

ニュージーランド
厳格な水際対策と素早い

ロックダウン

韓国
感染者行動履歴の公開

台湾
マスク実名販売制

スウェーデン
2020.12までロック

ダウン等なし

ブラジル
大統領が対策に消極的

イスラエル
対テロリスト用のシ
ステムを活用して感

染者を追跡

シンガポール
厳格な入国者隔離

接触確認アプリを最も早
くに導入

インド
接触確認アプリを義務化

オーストラリア
厳格な水際対策
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図表 1-1-2 本書で分析対象とした地域・期間・サンプル数 

国名 都市名 調査期間 数 

日本 東京 2021/3/12-18 1100 

韓国 ソウル 2021/3/12-18 1050 

台湾 台北 2021/3/12-18 524 

香港   2021/3/12-24 996 

フィリピン マニラ 2021/3/12-24 961 

インドネシア ジャカルタ 2021/3/12-19 492 

シンガポール   2021/3/12-25 1062 

マレーシア クアラルンプール 2021/3/12-24 878 

インド デリー 2021/3/12-24 928 

トルコ イスタンブール 2021/3/12-20 489 

ロシア モスクワ 2021/3/12-24 1037 

イスラエル 全土 2021/3/12-24 884 

南アフリカ ヨハネスブルグ 2021/3/12-24 508 

ナイジェリア ラゴス 2021/3/12-23 353 

フィンランド ヘルシンキ 2021/3/12-20 533 

スウェーデン ストックホルム 2021/3/12-24 1099 

ドイツ ベルリン 2021/3/12-22 1060 

イタリア ローマ 2021/3/12-24 1010 

フランス パリ 2021/3/12-19 1100 

スペイン マドリード 2021/3/12-23 1051 

イギリス ロンドン 2021/3/12-23 1099 

ブラジル サンパウロ 2021/3/12-24 1099 

アルゼンチン ブエノスアイレス 2021/3/12-24 966 

チリ サンチアゴ 2021/3/12-24 881 

メキシコ メキシコシティ 2021/3/12-24 975 

アメリカ ニューヨーク 2021/3/12-24 1097 

カナダ トロント 2021/3/12-24 1071 

ニュージーランド オークランド 2021/3/12-24 982 

オーストラリア シドニー 2021/3/12-24 1000 
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1.2 質問内容 
質問項目の内容は次の通りである。本書に掲載した各グラフに記載している Q 番号は、こ

の調査票の質問番号に対応している。 
 
Q1 メディア利用時間 
Q2 ネットでの情報収集 
Q3 役に立つメディア 
Q4 コロナに関する考え（政策、メディア等） 
Q5 コロナと自分のプライバシー 
Q6 感染確率の見積 
Q7 仕事に関する価値観の変化 
Q8 生活に関する価値観の変化 
Q9 感染対策行動 
Q10 コロナの不安 
Q11 政府のコロナ対策評価 
Q12 メディア信頼度 
Q13 コロナに関する考え（感染対策等） 
Q14 時間利用の変化 
Q15 不安に感じていること 
Q16 経済状況の変化 
Q17 電子会議システムの利用 
Q18 家族関係の変化 
Q19 コロナと他人のプライバシー 
Q20 接触確認アプリの使用 
Q21 接触確認アプリの使用理由 
Q22 接触確認アプリの不使用理由 
Q23 コロナへの感染 
Q24 ワクチン接種 
 
2 各国・地域の罹患者数 
 
調査時期である 2021 年 3 月 12 日時点の、新型コロナウイルス感染症の 100 万人毎の累

積罹患者数のマップ（図表 1-2-1）および、調査対象国・地域の 10 万人毎の累積罹患者数（図
表 1-2-2）を示す。 
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調査対象のうち、特に感染拡大状況が進んでいた地域は、イスラエル（9429.8 人）、スペ
イン（9057.9 人）、ロシア（7971.0 人）、スウェーデン（7109.8 人）、アメリカ（6771.6 人）、
イギリス（6644.3 人）、フランス（6110.0 人）、チリ（5345.9 人）、アルゼンチン（4836.2 人）
であった。また、イタリア、ドイツ、インド、トルコ、ブラジルも 10 万人あたり 3000 人以
上の罹患者数となっており、事態が深刻化していた。一方で、台湾（4.1 人）、ニュージーラ
ンド（50.2 人）、オーストラリア（64.5 人）、ナイジェリア（77.8 人）、香港（149.5 人）、韓
国（185.6 人）は特に感染拡大を抑え込んでいた国・地域であった。日本も 10 万人あたり
819.4 人と、世界的に見て低い水準であった。 

 

 

(Our World in Data: Cumulative confirmed COVID 19 cases per million people.,  
https://ourworldindata.org/covid-cases , 2021 年 6 月 9 日取得) 
 

図表 1-2-1 世界の 2021 年 3 月 12 日当時の 100 万人あたり罹患者数（マップ） 
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図表 1-2-2 調査対象国の最大人工都市・地域の 2021 年 3 月 12 日の 
10 万人あたり罹患者数 4 

 
3 各国・地域の新型コロナウイルスワクチン投与者数 
 
2021 年 3 月 12 日当時の 100 人あたりのワクチン投与数のマップ（図表 1-3-1）および、

調査対象国・地域の 100 人あたりのワクチン投与数（図表 1-3-2）を示す。 
イスラエル（106 人）が突出しており、イギリス（37 人）、チリ（34 人）、アメリカ（30

人）において接種が進んでいた。日本は 100 人あたり 0.18 人と出遅れており、他にも韓国、
台湾、フィリピン、インドネシア、マレーシア、南アフリカ、ナイジェリア、ニュージーラ
ンド、オーストラリアは 2％未満の接種率であった。 

 

 
4 数値はジョンズ ホプキンス大学システム科学工学センター (CSSE) による COVID-19 

デ ー タ  リ ポ ジ ト リ に よ る （ https://github.com/CSSEGISandData/COVID-
19/tree/master/csse_covid_19_data/csse_covid_19_daily_reports , 2021年5月25日取得）。
原則的に都市単位のデータを記載した。 
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（Our World in Data: COVID-19 vaccine doses administered per 100 people.  
https://ourworldindata.org  , 2021 年 6 月 9 日取得) 
 
図表 1-3-1 世界の 2021 年 3 月 12 日当時の 100 人あたりワクチン投与数（マップ） 

（Our World in Data: COVID-19 vaccine doses administered per 100 people.  
https://ourworldindata.org  , 2021 年 6 月 10 日取得) 
 
図表 1-3-2 調査対象国・地域の 2021 年 3 月 12 日当時の 100 人あたりワクチン投与数 
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本調査においても新型コロナウイルスの接種経験の質問項目を設けており、その分布を図
表 1-3-3 に示す 5。 

 
図表 1-3-3 調査対象者の新型コロナウイルスワクチン接種経験率 

  

 
5 イスラエル（68％）、イギリス（38.4％）、アメリカ（36.2％）、チリ（24.3％）の接種経験

率が高い点は、Our World in Data によるもの（図表 1-3-2）と同様であった。一方で、イ
ンド（34.5％）、インドネシア（22.0％）の接種経験率が比較的高い点、全体的に接種率が
高めであり、都市圏に住むオンラインアンケートモニターの分布の偏りがその一因であろ
う。 
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第 2 章 新型コロナウイルス感染症への不安感・感染対策行動 

 
天野美穂子 

 
1 感染状況 
 
本章では、人々が新型コロナウイルス感染症に対してどの程度不安を抱いていたのか、感

染拡大を防ぐために外出自粛やマスクの着用等の対策行動をどの程度行っていたのか、そし
てそのような日々の中で価値観に変化はあったのかを中心に概観する。 

 
1.1 回答者自身の感染状況 
不安の度合いや感染対策への意識・行動は、自分自身や周囲の人たちの感染状況も少なか

らず影響すると考えられる。そこで、最初に調査対象者自身および周囲の人々の感染状況を
確認しておきたい。我々の調査では、回答者自身や身近な人々が新型コロナウイルスに感染
したことがあるかどうかを尋ねている。 

図表 2-1-1 は、回答者自身が感染したことがある比率を示したものである。29 ヵ国全体平
均は 6.7％で、1 割に満たない状況であった。感染したことがある比率が 1 割を超えていた国
は、スウェーデン（16.3％）、ロシア（13.9%）、インド（12.4％）、スペイン（11.7%）、メキ
シコ（11.3％）、イスラエル（11.0％）、トルコ（10.4%）、アメリカ（10.1％）であった。日
本の回答者の感染率は 1.7％と低く、29 ヵ国 27 位であった。 

回答者の感染率が高かったスウェーデン、ロシア、スペイン、イスラエル、アメリカにつ
いては「調査対象国・地域の 2021 年 3 月 12 日当時の 10 万人あたり罹患者数」（第 1 章）で
も上位（10 万人あたり 6000 人以上）に挙がっていたものの、他の国に関しては当時の 10 万
人あたりの罹患者数が上位であったわけではなかった。したがって、本調査の回答者の感染
率の分布は世の中の罹患者数の分布と一致していたわけではないことを確認しておく。 
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図表 2-1-1 回答者自身の新型コロナ感染状況 

 
1.2  家族の感染状況 
図表 2-1-2 は、回答者の家族が感染したことがある比率を示したものである。29 ヵ国全体

の平均は 16.8%であった。家族が感染したことがある比率が高かったのはメキシコ（36.7%）、
スウェーデン（32.0%）、ブラジル（31.8%）、スペイン（31.6%）であり、これらの国では 3
割を超えていた。日本は家族の感染率も低く、3.0％であった。回答者の親族の感染比率や、
友人・知人の感染比率に関しては、巻末の資料編を参照されたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-1-2 家族の新型コロナ感染状況 
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2  不安感 
 
2.1 新型コロナウイルスにまつわる不安 
我々が調査を実施した 2021 年 3 月は、日本国内で感染者 1 例目が発表された 2020 年 1 月

から約 1 年が経過した時期であった。その間に感染は完全に収束することはなく、変異株の
出現によって感染拡大が繰り返され、調査時はアルファ株が主流の感染第 4 波の只中（初期）
であった。世界の感染者累計数は 1 億人を超え、また、自身や家族が感染したケースもある
中で、新型コロナウイルスに関してどの程度不安を抱いていたのだろうか。 

図表 2-2-1 は、「私が今もっとも恐れているのは新型コロナウイルスだ」の結果であるが、
29 ヵ国全体の平均をみると、肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）は 57.3％、否定
的回答（「そう思わない」+「あまりそう思わない」）は 26.4%、どちらともいえないが 16.3％
であった。 

調査当時、29 ヵ国の調査対象者の 6 割弱が新型コロナウイルスに強い恐れを感じていたこ
とになるが、特に肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）の比率が高かった国はブラジ
ル（85.8%）、フィリピン（83.6%）、インド（76.3%）、メキシコ（74.7%）、トルコ（72.0％）、
マレーシア（71.3％）であった。これらの国は、「調査対象国・地域の 2021 年 3 月 12 日当
時の 10 万人あたり罹患者数」（第 1 章）では罹患者数が多くはなかったことから、必ずしも
自国の感染状況が新型コロナウイルスへ恐れにつながっているとはいえないようである。イ
ンド、メキシコ、トルコは回答者自身が感染した比率が高く（図表 2-1-1）、メキシコ、ブラ
ジルは家族が感染した比率が高い国であったことから（図表 2-1-2）、これらの国に関しては、
自身や身近な人の感染体験が新型コロナウイルスへの恐れにつながったと推測できる。 

肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）よりも否定的回答（「そう思わない」+「あ
まりそう思わない」）の比率が高かったのは、ロシア、フィンランド、ナイジェリア、イスラ
エルであった。イスラエルは、調査当時の 10 万人あたり罹患者数が最も多い国であったが、
同時に、ワクチン接種が最も進んでいる国でもあった（第 1 章参照）。ワクチン接種の早期の
広がりが新型コロナを恐れるに足らないと考える一因になっていたのだろうか。 

なお、日本の肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）は 50.4％（20/29 位）、否定的
回答（「そう思わない」+「あまりそう思わない」）は 21.1％、「どちらともいえない」は 28.5%
であった。 
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図表 2-2-1 今もっとも恐れているもの 
 
図表 2-2-2 は「新型コロナウイルスのことを考えると不安になる」の各国の該当率を示し

たものである。29 ヵ国全体の平均をみると、肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）
は 59.9％、否定的回答（「そう思わない」+「あまりそう思わない」）は 23.4%、どちらとも
いえないが 16.6％であった。 

肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）の該当率が高かったのはフィリピン（84.4%）、
ブラジル（80.5%）、インド（80.0%）、トルコ（76.7%）、メキシコ（75.0％）であった。順位
は多少異なるものの、前頁（図表 2-2-1）と同じ顔ぶれであり、これらの国は新型コロナウイ
ルスへの不安・恐れが強かったことが分かる。 

否定的回答（「そう思わない」+「あまりそう思わない」）が肯定的回答を上回った国はなか
った。すなわち、どの国においても、新型コロナウイルスに漠然と不安を感じている人の方
が多かったということになる。 

日本の肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）は 48.6％（23/29 位）、否定的回答（「そ
う思わない」+「あまりそう思わない」）は 22.8％、「どちらともいえない」は 28.5%であっ
た。肯定的回答のみで判断するとすれば、日本は 29 ヵ国の中では新型コロナウイルスへの
不安・恐れは比較的低かったといえる。 
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図表 2-2-2 新型コロナウイルスへの不安 
 
2.2 ワクチン接種後の副反応に関する不安 
図表 2-2-3 は「新型コロナワクチンを接種した場合の副反応が不安だ」の回答結果を示し

たものである。29 ヵ国全体では、肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）は 53.8％、
否定的回答（「そう思わない」+「あまりそう思わない」）は 27.8%、どちらともいえないは
18.4％であった。 

肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）の該当率が高かったのは、フィリピン（70.8%）、
台湾（70.2%）、香港（69.9%）、トルコ（66.5%）、韓国（65.6％）であり、アジア圏の国が多
かった。 

肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）よりも否定的回答（「そう思わない」+「あ
まりそう思わない」）の比率が高かった、つまり、ワクチンの副反応を不安視していなかった
人が多い国はイギリス、イスラエル、アルゼンチンであった。第 1 章で示した通り、我々の
調査においてワクチンの接種率が最も高かったのがイスラエル（68％）、次に接種率が高かっ
たのがイギリス（38.4％）であったが、これは両国ともワクチンの確保が進んでいたことが
一因ではあるものの、ワクチン接種の副反応に関して不安がない人が多かったことも、ワク
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チンの接種率を高めた背景にあったかと思われる。 
アジアの一国である日本に関しては、肯定的回答（「そう思う」+「ややそう思う」）は 52.5％

（16/29 位）、否定的回答（「そう思わない」+「あまりそう思わない」）は 21.7％、「どちら
ともいえない」は 25.7%であった。日本は歴史的にワクチンへの信頼度が低いとされている
が、アジア圏の他の国と比べると不安を感じる人は少なかったようである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-2-3 ワクチン接種後の副反応への不安 
 
3  感染対策行動 
 
新型コロナウイルスのさらなる感染拡大を防ぐため、各国においては外出制限やマスクの

着用などのさまざまな施策が講じられた。日本では、2020 年 4 月に最初の緊急事態宣言が発
令され、外出自粛が要請された。また、いわゆる「3 密」（密集、密接、密閉）の回避やマス
クの着用、手洗いの徹底が呼びかけられ、2020 年 5 月にはこれらを含む「新しい生活様式」
が発表された。2021 年 3 月の我々の調査時は、東京においては 2 回目の緊急事態宣言（2021
年 1 月発令）の只中であり、一般住民への要請としては特に午後 8 時以降の不要不急の外出
の自粛が求められていた。このような状況下で、我々の調査では、外出自粛やマスクの着用
等の感染対策行動に関して尋ねた。 
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Q10-5 新型コロナワクチンを接種した場合の副反応が不安だ
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3.1 外出の自粛 
 図表 2-3-1 は「仕事でもプライベートでも、まったく外出していない」の回答結果を示し
たものである。29 ヵ国全体では 31.4％が該当していた。該当率が高かった国はブラジル
（77.4％）、トルコ（69.3%）、インド（50.2％）、該当率が低かった国は台湾（9.0％）、ドイ
ツ（13.9%）、ロシア（14.5%）であった。日本の該当率は 31.7％で、全体平均と同程度であ
った。 
 図表 2-3-2 は「人とほとんど会っていない」の回答結果を示したものである。29 ヵ国全体
では 74.0％であった。前問の「まったく外出していない」は全体平均が 3 割強であったが、
「人とほとんどあっていない」の全体平均は 7 割強であることから、外出はしても人と会う
ことは自粛していた人もいたと考えられる。該当率が高かった国はフィリピン（91.5％）、ブ
ラジル（89.3%）、カナダ（88.9%）、イギリス（85.4％）、該当率が低い国は台湾（28.1%）、
香港（41.2％）、インドネシア（45.7%）、ロシア（47.6％）であった。日本の該当率は 76.4％
で、こちらも全体平均と同程度であった。 
 

               図表 2-3-1 外出の自粛 
 
 
 
 
 
 
 

31.733.0

9.0

25.1

47.8
43.5

27.0
33.8

50.2

69.3

14.5

27.0
22.0

15.9
26.5

20.0
13.9

19.5
31.730.4

34.1

77.4

14.9
31.6

38.7
34.9

37.4

21.5
24.4

31.4

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

日
本
韓
国
台
湾
香
港
フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

ト
ル
コ

ロ
シ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

南
ア
フ
リ
カ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
ギ
リ
ス

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
リ
メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

TOTAL

Q9-10 仕事でもプライベートでも、まったく外出していない
（単位: ％）
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図表 2-3-2 人と会うことの自粛 
 

外出の自粛に関しては、各国で設けられている施策との関係も考えられるだろう。図表 
2-3-3 は、Oxford Coronavirus Government Response Tracker (OxCGRT) 1)のデータを元
に、調査対象 29 ヵ国の 2021 年 3 月 12 日当時の移動制限の施策状況をまとめたものであ
る。このデータは移動制限を 3 段階２）に分けており、最も厳しい「移動制限あり」の国は
調査対象 29 ヵ国中 15 ヵ国、「移動しないことを推奨」していた国は日本を含む 4 ヵ国、移
動制限の「施策なし」の国は 10 ヵ国であった。 

 
 
 
 
 
 
 
※Oxford Coronavirus Government Response Tracker (OxCGRT) を元に筆者作成 

図表 2-3-3 調査対象国の 2021 年 3 月 12 日当時の移動制限の施策状況 
 

図表 2-3-1 で外出を自粛していた国の施策をみると、ブラジルとトルコは「移動制限あ
り」の国であった。一方で、インドは移動制限の「施策なし」の国であったことから、イン
ドに関しては施策とは無関係に自粛していたと考えられる。 

また、自粛をしている比率が低かった国の施策状況を見ると、台湾・ロシアは移動制限の
施策が設けられていなかった。したがって、個人的な理由がない限りは、外出をしていたこ
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Q9-3 人とほとんど会っていない （単位: ％）

施策なし
台湾、シンガポール、インド、ロシア、イスラエル、南アフリカ、ナイジェリ
ア、フィンランド、フランス、ニュージーランド

移動しないことを推奨 日本、韓国、香港、スウェーデン

移動制限あり
フィリピン、インドネシア、マレーシア、トルコ、ドイツ、イタリア、スペイ
ン、イギリス、ブラジル、アルゼンチン、チリ、メキシコ、アメリカ、カナダ、
オーストラリア
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とは頷ける。一方、ドイツは「移動制限あり」であったが、今回の調査での質問が「まった
く外出していない」かどうかを尋ねるものだったため、厳しい移動制限があったとしても、
仕事などで多少の外出はしていたのだと推測できる。 

以上をふまえると、移動制限の施策は、人々の外出自粛行動にある程度関係したと考えら
える。しかしながら、移動制限の施策がない場合でも自粛を控える人が多かった国もあるこ
とから、外出自粛には施策の有無以外の動機もあるのだろう。たとえば、前節でみてきた新
型コロナウイルスに対する不安感も、自粛行動に関係すると考えられる。外出を自粛してい
た比率が高かったブラジル、トルコ、インドは、それぞれ新型コロナウイルスに対する不
安・恐れが比較的強い国であった。 

 
3.2 手洗い・うがいの実施 
図表 2-3-4 は「帰宅時に必ず、手洗いやうがいをしている」の回答結果を示したものであ

る。29 ヵ国の全体平均は 86.6％であった。手洗い・うがいの実施率が 9 割を超えた国はフィ
リピン（98.2%）、インドネシア（96.7%）、韓国（96.3%）、トルコ（95.1％）マレーシア（94.1%）、
インド（93.6%）、ナイジェリア（93.5％）、日本（91.5%）、シンガポール（90.5%）であり、
アジア圏の国が多かった。2021 年 3 月 12 日時点の調査対象国の 10 万人あたりの累積罹患
者数（第 1 章）をみると、これらの国、特にアジア圏の国の罹患者数は比較的少なかった。
反対に、調査時点での 10 万人あたりの罹患者数が多かったイスラエル（76.8％）、スペイン
（75.9%）、ロシア（85.9％）、スウェーデン（85.6%）、アメリカ（86.3％）の手洗い・うが
いの実施率は全体平均を下回っていた。手洗い・うがいの実施と罹患者数の因果関係は今回
の調査データからは判断できないため、実施率の記載に留めるが、この点に関してはより詳
細な分析が必要となるだろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-3-4 手洗い・うがいの実施 
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Q9-6 帰宅時に必ず、手洗いやうがいをしている （単位: ％）
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3.3 マスクの着用 
日本においては、2020 年 3 月 28 日に新型コロナウイルス感染症対策本部によって発表さ

れた「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」の中の一つとして、マスクの着用
が記されていた。2020 年 4 月 15 日～17 日に我々が実施したアンケート調査で「外に出る際
にはマスクを着用している」かどうかを尋ねたところ、該当していたのは調査対象者 3170 名
の 65.5％であった 3)。 

「外に出る際にはマスクを着用している」という質問は、今回の調査でも尋ねた。図表 2-
3-5 はその回答結果を示したものである。29 ヵ国の全体平均は 88.1％であった。該当率が高
かった国はフィリピン（99.3%）、チリ（99.3%）、インドネシア（98.6%）、シンガポール（98.5％）、
マレーシア（98.4%）で、これらは 100%に近い比率であった。一方で、該当率が低かった国
はスウェーデン（47.2％）、ニュージーランド（46.3％）、オーストラリア（56.9%）、ドイツ
（66.7%）で、これらの国は 7 割に達していなかった。日本は 95.6%であった。 

こうしたマスクの着用状況の差異は、各国の施策と関係があるのだろうか。図表 2-3-6
は、既出の Oxford Coronavirus Government Response Tracker (OxCGRT) 1)のデータを元
に、2021 年 3 月 12 日当時の調査対象国のマスク着用に関する施策状況をまとめたもので
ある。このデータでは、施策の状況を 5 段階 4)に分けており、最も厳しい「自宅外では常に
着用」は 29 ヵ国 10 ヵ国、「すべての共有/公共スペースで着用」は 8 か国、「特定の共有/
公共スペースで着用」は 9 か国、「着用を推奨」は 2 か国、「施策なし」の国は無しという
状況であった。 

図表 2-3-5 でマスクの着用率が高かった国に関して施策の状況をみると、フィリピン、イ
ンドネシア、シンガポールは「自宅外では常に着用」という最も厳しい施策、マレーシアは
「すべての共有／公共スペースで着用」という 2 番目に厳しい施策、チリは「特定の共有
／公共スペースで着用」という緩やかな施策がそれぞれ設けられていた。また、マスクの着
用率が低かったスウェーデン、ニュージーランド、オーストラリアはすべて「特定の共有／
公共スペースで着用」という緩やかな施策であった。したがって、図表 2-3-5 にみられたマ
スクの着用状況の差異は、こうした施策状況がある程度反映された結果だと考えられる。 

一方で、日本は「推奨」レベルの状況であったが、着用率は 95.6%で全体平均より高か
った。人々のマスクの着用は、施策の有無に限らない動機があると考えられる。 
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図表 2-3-5 外出時のマスクの着用 
 
 
 
 
 
 
 
 

※Oxford Coronavirus Government Response Tracker (OxCGRT)を元に筆者作成 

図表 2-3-6 調査対象国の 2021年 3月 12日当時のマスク着用に関する施策状況 
 

上記のように、2021 年の調査時点においては、調査対象国においてマスク着用を義務化す
る国もあったが、人々はマスクが感染予防に役立つと考えていたのだろうか。 

図表 2-3-7 は「マスクをしても感染予防には役立っていないと思う」の回答結果を示した
ものである。全体の 25.4%がマスク着用が感染予防には役立っていないと考えていた。 

該当率が高かった国は、ロシア（48.2%）、フランス（39.9%）、インド（37.0%）、スウェ
ーデン（36.5％）、チリ（36.1%）であった。最も該当率が高かったロシアは、調査時点での
10 万人あたりの累積罹患者数が 7971.0 人（29 ヵ国中 3 位）と多い状況であったにもかかわ
らず、マスクの着用率（図表 2-3-5 参照）は全体平均よりも低い 82.5%であった。これは、
当時のマスク着用に関する施策が「特定の場所で着用」という緩やかな施策であったことも
一因だと思われるが、それだけではなく、マスクの感染予防効果への人々の懐疑心も一因に
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TOTAL
Q9-4 外に出る際にはマスクを着用している （単位: ％）

施策なし ―

着用を推奨 日本、フィンランド

特定の共有/公共スペースで着用
台湾、香港、ロシア、スウェーデン、ドイツ、ブラジル、チリ、ニュージーラン
ド、オーストラリア

すべての共有/公共スペースで着用
韓国、マレーシア、イスラエル、南アフリカ、ナイジェリア、イギリス、アルゼ
ンチン、カナダ

自宅外では常に着用
フィリピン、インドネシア、シンガポール、インド、トルコ、イタリア、フラン
ス、スペイン、メキシコ、アメリカ
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なっていたと考えられ得る。 
また、スウェーデンにおいても、調査時点での 10 万人あたりの罹患者数が 7109.8 人（29

ヵ国中 4 位）と、比較的罹患者数が多い状況であったが、マスクの着用率（図表 2-3-5 参照）
は 29 ヵ国の中で 2 番目に低かった。これも、マスク着用の施策が緩やかだったこと以外に、
人々のマスク着用効果への疑念が背景にあったと考えられるだろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-3-7 マスクの感染予防効果への疑念 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-3-8 他人の批判を回避するためのマスク着用 
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Q9-13 マスクをしても感染予防には役立っていないと思う
（単位: ％）
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Q9-12 マスクを着用するのは他人の批判をさけるためだ （単位: ％）
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日本においては「マスク警察」という言葉もある通り、コロナ対策としてマスクを着用し
ない人に対して過剰に注意をする人がいるという 5)。我々の調査では、マスク着用の動機の
一つとして、このような他人の批判の目を避けるケースを想定した。 

図表 2-3-8 は「マスクを着用するのは他人の批判をさけるためだ」の回答結果を示したも
のである。結果から、世界 29 ヵ国全体において他人の目を気にしてマスクを着用している
人が 32.7％いることが明らかになった。該当率が高い国はロシア（67.6%）、チリ
（55.4%）、インドネシア（54.1%）、メキシコ（50.7％）であった。 

日本の該当率は 34.8％で、29 ヵ国全体平均よりも比率が高かった。先述の通り、日本は
マスクの着用は「推奨」レベルであるものの着用率は全体平均よりも高い 95.6%であった
が、この結果には他人の目を気にしてマスクを着用している人がいることも関係していると
推測できる。 

 
4   価値観の変化 

 
外出をする、人と会って話すというような、新型コロナウイルス感染拡大には当たり前に

行っていたことが、コロナ禍では当たり前にできなくなったため、日常生活や仕事の進め方・
環境が一変した人も少なくないだろう。調査では、生活や仕事に関する価値観の変化に関し
ても質問を設けた。本節ではその結果の中の 2 つを示す。 

 
4.1 コミュニケーションに関する価値観の変化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-4-1 コミュニケーションに関する価値観の変化  
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あてはまらない 17.6 6.7% 5.9% 2.7% 1.9% 3.5% 3.1% 3.0% 0.5% 1.6% 4.2% 3.4% 3.3% 1.4% 2.4% 4.1% 6.2% 2.9% 5.5% 2.9% 2.3% 4.1% 4.0% 2.5% 3.1% 4.3% 3.4% 4.8% 2.8% 4.1%

もともとそうだった 22.3 13.3 29.8 29.0 12.9 9.8% 29.0 20.2 10.9 13.5 33.3 23.2 22.4 14.7 39.6 36.9 39.2 36.4 23.5 30.5 31.8 19.4 26.2 24.5 22.6 28.9 31.0 36.0 30.4 26.3
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Q8-6 対面でのコミュニケーションの大切さがわかった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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図表 2-4-1 は「対面でのコミュニケーションの大切さがわかった」の回答結果を示したも
のである。29 ヵ国全体では「そう思う」が 55.9％、「そう思わない」が 13.7%、「もともとそ
うだった」が 26.3%、「あてはまらない」が 4.1%だった。5 割以上の人が、コロナ禍で対面
でのコミュニケーションが取れない、もしくは取りにくい状況下にあったことにより、その
大切さに気付いたことが示された。「そう思う」の該当率が高かったのはインドネシア
（79.5%）、フィリピン（75.7%）、インド（72.3%）、ナイジェリア（71.7%）、トルコ（71.0%）
であった。フィリピンは、「人とほとんど会っていない」（図表 2-3-2）で最も該当率が高かっ
た国である。 

「そう思わない」の該当率が高かったのは、香港（21.8%）、日本（18.6%）、イスラエル
（17.5%）、フランス（17.2%）であった。また、「もともとそうだった」の該当率が高かった
のは「フィンランド」（39.6%）、「ドイツ」（39.2%）、「スウェーデン」（36.9%）、「イタリア」
（36.4%）とヨーロッパの国に多かった。 

 
4.2 勤務形態に関する価値観の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2-4-2 勤務形態に関する価値観の変化  
 
図表 2-4-2 は「オフィスでの勤務よりも遠隔勤務（テレワーク、リモートワーク）の方が

よいと思うようになった」の回答結果を示したものである。全体では「そう思う」が 55.7％、
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そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない



 

- 24 - 
 

「そう思わない」が 21.0%、「もともとそうだった」が 11.6%、「あてはまらない」が 11.7%
だった。「そう思う」の該当率が高かったのはフィリピン（80.3%）、インド（78.8%）、ブラ
ジル（75.0%）、インドネシア（73.6%）、南アフリカ（71.4%）であった。フィリピン、イン
ド、インドネシアは先述の「対面でのコミュニケーションの大切さがわかった」において「そ
う思う」比率が高かった国であるが、対面でのコミュニケーションの大切さに気付いて対面
勤務に価値を感じたのではなく、対面でのコミュニケーションの大切さに気付いたけれども
勤務形態としては対面勤務より遠隔勤務の方に価値を感じた、ということになる。 

「そう思わない」の該当率が高かったのは、フランス（30.0%）、香港（29.4%）、ロシア
（29.3%）、チリ（28.1%）であった。また、「もともとそうだった」の該当率が高かったのは、
ニュージーランド（19.9%）、イスラエル（18.3%）、シンガポール（17.0%）、フィンランド
（16.6%）であった。 

 

5   本章のまとめ 
 
本章では、人々の新型コロナウイルス感染症に対する不安感や、感染対策行動、価値観に

変化について概観してきた。 
新型コロナウイルスに対して、29 ヵ国全体で約 6 割の人が不安を感じており、また、調査

当時に「もっとも恐れているのは新型コロナウイルスだ」と捉えていた人が 29 ヵ国全体で 6
割弱存在した。こうした不安感・恐れは人々の行動にも反映され、外出や他者と会うことへ
の自粛行動にも少なからず影響したと考えられる。 

また、「外出を控える」、「人と会うことを控える」、「マスクの着用」という感染対策行動に
は、各国の施策状況がある程度反映されていたことが見て取れた。換言すれば、施策の有効
性が示唆されたということになる。 

一方で、「マスクの着用」に関しては、感染予防のためではなく、他者からの批判の回避に
動機づけられて着用していた人が全体で 3 割強、マスクの感染予防効果に関する疑念を持つ
人が 2 割強みられた。日本においては、2023 年 3 月 13 日よりマスク着用は個人の選択に委
ねられるが、今回の調査結果で見られたようなマスク着用に関する人々の心理は、マスク着
用の選択に少なからず影響すると推測できる。 

価値観の変化は、本章で取り上げた「対面でのコミュニケーションの大切さがわかった」、
「オフィスでの勤務よりも遠隔勤務の方がよい」に関しては全体で 5 割強が変化を感じてい
た。しかしながら、その変化に至った具体的な要因の分析には至っておらず、今後の課題と
したい。 
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［注］ 
 

1) Oxford Coronavirus Government Response Tracker (OxCGRT) https://www.bsg.ox.a
c.uk/research/research-projects/covid-19-government-response-tracker#data（2021 年 6 月 26
日参照） 

2) このデータでは「no measures」、「recommend not to travel between regions/cities」、
「internal movement restrictions in place」の 3 スケールを使用していた。本章の表内
では、それぞれを日本語訳したうえで略記している。 

3)結果の詳細は橋元良明・大野志郎・ 天野美穂子・堀川裕介・篠田詩織（2020）『緊急事
態宣言で人々の行動・意識は変わったか？』丸善出版（電子書籍）を参照されたい。 

4) このデータでは「No policy」、「Recommended」、「Required in some specified shared/
public spaces outside the home with other people present, or some situations when 
social distancing not possible 」、「Required in all specified shared/public spaces outsi
de the home with other people present or all situations when social distancing not 
possible」,「Required outside the home at all times regardless of location or presenc
e of other people」の 5 スケールを使用していた。本章の表内では、それぞれ  を日
本語訳したうえで略記している。 

5)2020 年に NHK が実施した世論調査によれば、注意をするかどうかは別として、外出時
にマスクを着用していない人を見かけたら「気になる」と回答した人は 87％存在した。 

 NHK NEWSWEB「マスクしていない人「気になる」87％ NHK 世論調査」（2021 年 1
月 16 日）https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210116/k10012817841000.html（2023
年 3 月 8 日参照） 
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第 3 章 コロナ禍における感染者データ提供とプライバシー 

 
篠田詩織 

 
1 はじめに 
 
感染症対策においては、感染した場合に感染事実を周囲へ伝えたり行動履歴を公表したり

と、感染者の個人データを活用することで、蔓延防止を図ることがある。それにより濃厚接
触者や感染リスクの高い場所が客観的にわかり、感染拡大を防ぐことができるからである。 

しかし、感染対策にあたってのデータの利用に関しては、感染者をどこまで追跡するか、
感染者の行動履歴をどこまで公開するか、感染者・入国者をどこまで監視するか、など、感
染対策とプライバシーのトレードオフに関する課題が存在する（Goldenfein et al. 2020）。 

2019 年末から蔓延し始めた新型コロナウイルスに対し、本調査を実施した2021 年当時、
多くの国で接触追跡調査（感染者の行動歴の調査と濃厚接触者調査）が行われていた（Hale 
et al., 2021）。接触確認アプリや監視カメラの画像等、デジタルデータを活用した施策も多く
取り入れられた（Whitelaw 2020）。日本では、感染者の感染前後の行動を聞き取り調査し、
濃厚接触者を洗い出す積極的疫学調査が実施されていた（国立感染症研究所, 2021）。韓国で
は、新型コロナウイルス感染が陽性と診断された人の携帯端末の位置情報履歴を携帯通信会
社から得たり、クレジットカード利用履歴を入手したり、防犯カメラのデータも活用したり
しながら、陽性診断者の詳細な行動履歴を把握し、かつ国民に対して公表もしていた
（Zastrow 2020）。当初は過剰に個人情報が公開されプライバシー上の懸念があったが、プロ
グラムは後にプライバシーを重視したものに修正された（Jung et al. 2020）。 

このように各国で多様な政策がとられていた中で、感染した場合の感染者のデータ公表や
活用（感染したことを周囲に伝えるかどうか、感染前の移動履歴・利用施設を公表するかど
うか等）の是非について、だれもが当事者として考える状況であった。これは、市民一人ひ
とりが「公益目的のパーソナルデータの活用・提供・開示」に対する自身の許容・要望の意
識を明確に持っている状態であり、その傾向を調査できる好機会であると言える。 

そこで、本調査では感染症対策に対する市民のプライバシー意識の調査のため、図表 3-1
に示すように、自分のデータ開示についての要望と、一般の感染者のデータ開示に対する要
望の双方を同時に調査した。これにより、「感染者はデータ開示をすべきか否か」という一般
論的な要望度と、「自分がデータ開示をしたいか否か」という自己データ開示への許容度との
乖離が明らかになり、両者のバランスの取り方を検討する際の材料になると考えられる。 

また、これに加えて、感染の際のいやがらせの想定に関する質問、感染対策とプライバシ
ーの犠牲に対する考え方についての質問も行った。 
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自分のデータ公表に関する要望 感染者のデータ公表に関する要望 

感染事実 自分が新型コロナウイルスにか
かったら、感染の事実は周りの人
に知られたくない 

新型コロナウイルス感染者は、感染
の事実を周りの人に知らせるべき
だと思う 

移動履歴 自分が新型コロナウイルスに感
染しても、移動履歴は公開したく
ない 

新型コロナウイルス感染者の移動
履歴は公開されるべきだ 

利用施設 自分が新型コロナウイルスに感
染しても、利用した店舗や病院等
の施設は公開したくない 

新型コロナウイルス感染者の利用
した店舗や病院等の施設は公開さ
れるべきだ 

図表 3-1 データ公表に関する考え方についての調査項目 
 
本調査の類似調査としては、コロナに関する 30 カ国の国際世論比較調査（日本リサーチ

センター 2020）での、感染拡大防止対策と人権の犠牲に関する世論調査結果がある。「ウイ
ルスの拡散防止に役立つならば、自分の人権をある程度犠牲にしてもかまわない」という意
見について、「そう思う」人の割合は 30 か国の平均では 75％、日本では 32％ と、日本は
感染対策のために人権を犠牲にすることに対する抵抗感が高いことが示されていた。 

国内調査としては、我々の研究チームで行った調査（橋元 et al. 2020, 橋元 et al. 2021）
や、株式会社日立製作所による調査（株式会社日立製作所 2020）などがあり、感染した場合
の移動履歴の共有等には一定程度のプライバシー懸念があること等が示されていた。 

国外で行われた類似の意識調査としては、台湾（Yang et al. 2020）において、「感染症対策
のためには自由を犠牲にしてもよい」という考え方および政治的信条との関連を調べたもの
がある。アメリカにおいても、体温チェック、従来の接触追跡、集中検疫、電子機器による
監視の導入、接触確認アプリの導入等のデータを活用した防疫対策に対する賛否を調査した
ものがある（Zhang et al. 2020）。 

また、接触確認アプリにおけるプライバシー意識調査は多く行われており、プライバシー
やセキュリティへの不安が接触確認アプリの利用の一つの阻害になっていることが指摘され
ている（Altmann et al. 2020, Akinbi et al. 2021）。 

しかし、29 もの多くの国・地域を対象に、感染対策におけるデータの利用について感染対
策におけるプライバシーとのトレードオフについての意識を国際比較した調査は存在せず、
本調査結果は一つの貴重な資料になると考える。 

ただし、本調査は 2021 年 3 月に実施したもので、新型コロナウイルスに感染した経験
のある人が一部の国ではまだ稀であったこと、ワクチンがまだ多くの国では普及しておらず
（ 1 章参照）、感染症の収束が十分にされていなかったこと等に留意する必要がある。 
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2  自分のデータ公表と、感染者のデータ公表に対する意識 
 
2.1 感染事実の公表について 
自分の感染事実の公表について、「自分が新型コロナウイルスにかかったら、感染の事実は

周りの人に知られたくない」という項目への質問回答結果を図表 3-2 に示す。 
全体では「知られたくない」25.6%、「知られてもよい」55.5% 1)と、知られてもよい人の

方が 2 倍ほど多かった。 
「知られたくない」の割合が高かったのは、1 位がインド（53.0%）、2 位が日本（41.3%）、

3 位が韓国（34.9%）、4 位がオーストラリア（31.2%）、5 位がシンガポール（30.4%）と、
アジア・太平洋地域が多かった。「知られてもよい」の割合が高かったのは 1 位がアルゼン
チン（81.0%）、2 位がブラジル（78.9%）、3 位がフィンランド（77.5%）、4 位がイタリア
（75.6%）、5 位がチリ（68.3%）であり、南米地域は多い傾向にあった。日本は「知られて
もよい」の割合が最も低く 22.1%であった。 

「知られたくない」の割合が「知られてもよい」の割合を上回るのはインドと日本のみで、
特にインドでは 唯一半数以上の 53.0% の人が「知られたくない」と答えていた。 

インドは、イスラム嫌悪・外国人嫌悪等の差別的感情が元々あり、コロナ感染者に対して
も同様に差別があるとの報告がある（Bhanot et al. 2021）。そういった背景が要因の一つにあ
ると推測される。 

「知られたくない」の回答比率が高い国は、アジア諸国に多い。これは、調査時点での新
型コロナウイルス感染経験者の割合の低さや、ワクチン接種率の低さが 1 つの要因として
考えられる。2021 年 3 月 12 日当時、今回調査対象としてとりあげた 29 の国・地域のう
ち、欧米諸国では 10 万人あたりの感染者数が 2500 人を越えている国が多かったが、アジ
ア諸国では 1000 人を下回る国の方が多かった（1 章参照）。感染経験者が多くない場合に
は「感染した」ということ自体の情報量が増えるため、プライバシー性も高くなり、感染事
実を隠したい動機が増えると推測できる。また、ワクチンも、欧米諸国と南米地域では接種
が始まっていたのに対し、アジアではまだほとんどの市民が接種できていなかった（1 章参
照）。ワクチン接種が広がっていない中で、感染した際のリスクを不安に思う気持ちも強かっ
たのではないか（Q10 参照）。ワクチン接種が進んでおらず人びとのコロナに対する不安が
大きい場合には、感染した場合のリスク認知が大きくなり、「感染者であると知られると他の
人にも敬遠されるのではないか」と考える人も一定数出てくると思われる。実際本章 3.1 節
に見る通り、感染した場合の敬遠・いやがらせ想定と感染事実の公表忌避には正の相関があ
った。 
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図表 3-2 自分の感染事実の公表に関する意識（Q5-3） 
 
一方、感染者の感染事実の公表について、「新型コロナウイルス感染者は、感染の事実を周

りの人に知らせるべきだと思う」という項目への質問回答結果を図表 3-3 に示す。 
全体では、「知らせるべきだ」78.2%、「知らせるべきだとは思わない」6.10% 1)と、「知ら

せるべきだ」という人のほうが 6 倍ほど多かった。「自分の感染事実を知られてもよい」人
が 55.5% だったのに対し、「感染者は感染事実を知らせるべきだ」という人が 78.2% であ
ることから、感染事実の公表については、一般的に感染者に対して要望されているものの、
自ら公表することに関して少し心理的なハードルがあるようだ。 

「知らせるべきだ」の割合が高かったのは、1 位がブラジル（92.8%）、2 位がイタリア
（88.5%）、3 位がトルコ（88.4%）、4 位がフィンランド（87.1%）、5 位がインド（87.0%）
であった。「知らせるべきだ」の割合は、アジア諸国とロシアが他地域より低めだった。「知
らせるべきだとは思わない」の割合が高かったのは、1 位が日本（12.6%）、2 位がロシア
（11.9%）、3 位がメキシコ（10.2%）、4 位がチリ（9.3%）、5 位がイスラエル（9.1%）であ
った。 

日本は、「知らせるべきだ」が最も少なく 49.5%、「知らせるべきだとは思わない」の割合
も最も高く 12.6% だった。日本は、感染者の感染データ公表に頼らないコロナ対策を最も
求めている国と言える。 
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「知らせるべきだ」の割合が最も高かったブラジルは、本章参考資料の図表 3-13 に示す
通り、接触追跡は行っていなかった。ブラジルは 2021 年 3 月 12 日当時、世界で 2 番目
に感染者数が多く（Hale et al. 2021）、ボルソナロ大統領のコロナ軽視・経済重視の政策意向
に対する国民の不満も大きかった（近田 2021）。また、ブラジルは 3.2 節に見るように「感
染症対策のために自分のプライバシーを犠牲にしてもよい」と答えた人の割合が 8 割弱も
いた。これらが、感染者のデータ公表の要望を大きくした要因なのかもしれない。 

また、「自分の感染の事実を知られたくない」と考える人の割合が高かったインドで、感染
者は感染の事実を知らせるべきだ」と考える人の割合も多かったのは興味深い。インドは 3.1 
節および 3.2 節に見るように、自分のプライバシーも他人のプライバシーも感染対策のため
ならば犠牲にしていいと多くの人が考えている一方で、「感染した場合に敬遠・いやがらせさ
れると思う」と考える割合も高いために、このような結果になったのではないかと推測され
る。 

 
図表 3-3 感染者の感染事実の公表に関する意識（Q19-3） 

 
2.2 移動履歴の公開について 
「自分が新型コロナウイルスに感染しても、移動履歴は公開したくない」という項目につ

いて聞いた質問の回答結果を図表 3-4 に示す。 
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全体で見ると、「公開したくない」26.2%、「公開してもよい」54.2% 2)と、「公開してもよ
い」と考えている人の方が 2 倍以上多かった。双方の割合は感染事実の公表（2.1 節）とほ
ぼ同じであった。 

「公開したくない」が「公開されてもよい」を上回っていたのはインド・フランスのみで
あった。 

「公開したくない」の割合が高かったのは、1 位インド（44.4%）、2 位フランス（43. 3%）、
3 位チリ（39.8%）、4 位メキシコ（39.3%）、5 位アルゼンチン（38.2%）であった。日本は 
9 位で 27.8% であった。インドで「公開したくない」が高かったのは、2.1 章で述べた通
り、インドでの感染者への差別が大きかった影響が考えられる。また、フランスは、もとも
と他の国よりも、行動履歴や位置情報を「どんな場合でも提供・公開したくない」と考える
割合が大きい傾向にある（総務省 2013）ことが一つの要因として考えられる。 

「公開されてもよい」の割合が高かったのは、1 位スウェーデン（75.8%）、2 位ナイジェ
リア（71.6%）、3 位ニュージーランド（70.2%）、4 位南アフリカ（69.9%）、5 位インドネ
シア（68.3%）であった。日本は 26 位で 40.1%であった。 

図表 3-4 自分が感染した場合の移動履歴の公開に関する意識（Q5-4） 
 

「公開されてもよい」1 位のスウェーデンは、3.2 節に見るように、「感染対策のために自
分のプライバシーを犠牲にしてもよい」と考える人の割合が多い。そのため、「公開されても
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よい」の割合が高かったのではないかと考えられる。スウェーデンは公共への貢献意識が高
く（星野 2012）、国民性の影響もあると考えられる。 

「公開されてもよい」2 位のナイジェリアは、元々感染症が多く感染症対策のために接触
追跡調査を行う体制が整っており、早期に接触追跡アプリを使い始めて、感染後の居場所等
をデータとして送る仕組みがあった（Akpan et al. 2022）。そのため、接触追跡のために移動
履歴を公開することに躊躇がなかったのではないか。 

 
続いて、「新型コロナウイルス感染者の移動履歴は公開されるべきだ」という質問項目への

回答結果を図表 3-5 に示す。 
全体で見ると、「公開されるべき」58.5%、「公開されるべきだとは思わない」17.7% 2)と、

「公開されるべき」だと考える人の方が 3 倍以上多かった。図表 3-4 と比べると、自分のデ
ータ公開の許容度と感染者一般へのデータ公開の要求度の差はそれほど大きくない。 

全ての国で、「公開されるべき」の方が多数派であった。 
「公開されるべき」の割合が高かったのは、1 位インドネシア（84.0%）、2 位台湾（81.3%）、

3 位トルコ（80.1%）、4 位韓国（77.2%）、5 位ブラジル（72.9%）であった。日本は「公開
されるべき」が 2 番目に低く、42.0% であった。その他、欧州も低かった。 

「公開されるべきだとは思わない」の割合が高かったのは、1 位アルゼンチン（36.9%）、
2 位ドイツ（30.9%）、3 位スペイン（27.3%）、4 位チリ（26.1%）、5 位ナイジェリア（26.0%）
であった。日本は 14 位で 18.3% であった。 

「公開されるべき」の割合が 1 位のインドネシアは、東南アジア諸国の中では最もコロナ
感染者・死亡者が多く、政府による対策が十分とは言えず信用度が低かった（水野 et al., 
2022）。また、接触追跡も不十分であるという評価があったようだ（Mahendradhata et 
al.,2022）。接触追跡の対策を強化すべきとの意識から感染者のデータ公開を求める傾向にあ
ったのかもしれない。 

2 位の台湾では感染者の位置情報を監視し、隔離指示を守らなかった場合に通知を送る
「電子フェンス」と呼ばれる仕組みを導入しており（松田, 2021）、3 位のトルコでも同意す
れば他人に移動履歴を公開することができる仕組みがあり（Tutucu, 2022, Inal et al., 2021）、
4 位の韓国では感染者の移動履歴に関わるデータを公開する仕組みがあった（Junget al., 
2020）。これら 2 位から 4 位の国は、国の感染症対策に関わる法整備や政策に感染者のデ
ータ公開が盛り込まれていたことで、感染者のデータ公開は当たり前だという意識が高かっ
たのかもしれない。 
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図表 3-5 感染者の移動履歴の公開に関する意識（Q19-4） 
 
2.3 利用施設の公開について 
「自分が新型コロナウイルスに感染しても、利用した店舗や病院等の施設は公開したくな

い」という項目への質問回答結果を図表 3-6 に示す。 
全体で見ると、「公開したくない」24.0%、「公開してもよい」57.2% 2)で、双方の割合は感

染事実の公表（2.1 節）とほぼ同じであった。自身が感染した場合の利用施設の公開を許容す
る人の方が、許容できない人より 2 倍以上多かった。「公開したくない」が「公開してもよ
い」を上回るのはインドのみであった。 

「公開したくない」と答えた人の割合が高かったのは、1 位インド（47.5%）、2 位フラン
ス（36.8%）、3 位チリ（33.8%）、4 位スペイン（30.9%）、5 位メキシコ（30.6%）で、日
本は 10 位（23.4%）であった。 

「公開したくないとは思わない」の割合が高かったのは、1 位スウェーデン（73.3%）、2 
位イタリア（73.1%）、3 位台湾（71.0%）、4 位ナイジェリア（70.8%）、5 位フィンランド
（70.6%）で、日本は 26 位（43.0%）であった。 

両方とも、2.2 節で見た移動履歴の公開への意識での上位 5 位、下位 5 位と似た顔ぶれ
であった。 
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あまりそう思わない 11.8%4.2% 2.7% 6.9% 9.4% 1.8% 6.8% 8.7% 7.1% 4.5%14.4%13.8%15.7%18.4%12.4%12.5%15.6%6.6%13.5%12.5%16.8%9.1%13.5%11.9%10.6%9.8%10.4%7.5% 8.4%10.4%

どちらともいえない 39.7%18.0%15.1%25.7%26.3%12.6%26.6%23.5%16.4%12.7%30.5%32.9%25.6%15.9%26.6%22.2%28.9%18.5%31.4%25.7%32.8%10.1%17.8%16.7%19.0%27.1%29.6%18.1%22.9%23.8%

ややそう思う 25.4%45.1%47.3%41.2%29.4%17.9%40.5%33.5%38.4%19.8%31.0%27.1%25.4%28.9%26.5%27.2%20.5%30.3%26.0%26.4%23.7%23.9%20.3%24.3%27.5%27.3%28.5%34.6%36.1%29.6%

そう思う 16.6%32.1%34.0%23.2%31.4%66.1%23.0%30.9%34.4%60.3%18.2%19.8%24.0%29.2%27.2%28.8%19.8%40.5%17.6%20.6%18.6%49.0%25.1%32.9%30.7%28.7%26.2%36.9%29.8%28.9%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q19-4 新型コロナウイルス感染者の移動履歴は公開されるべきだ

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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図表 3-6 自分が感染した場合の利用施設の公開に関する意識（Q5-5） 

 
一方、感染者一般の利用施設の公開について「新型コロナウイルス感染者の利用した店舗

や病院等の施設は公開されるべきだ」という項目への質問回答結果を図表 3-7 に示す。 
全体で見ると、「公開されるべき」65.2%、「公開されるべきだとは思わない」13.9% 2)と、

要求を否定する人よりも肯定する人の方が 5 倍ほど多かった。また、全ての国で、「公開さ
れるべき」の方が多数派であった。 

「公開されるべき」の割合が高かったのは、1 位台湾（84.9%）、2 位トルコ（82.8%）、3 
位インドネシア（81.5%）、4 位イタリア（80.0%）、5 位ニュージーランド（77.5%）であっ
た。日本は「公開されるべき」の割合が最も低く 29 位で、45.4% であった。 

「公開されるべきだとは思わない」の割合が高かったのは、1 位アルゼンチン（29.3%）、
2 位ドイツ（24.9%）、3 位フランス（22.5%）、4 位イスラエル（21.2%）、5 位スウェーデ
ン（20.8%）で、日本は 13 位（16.0%）であった。 

こちらも、両方とも、2.2 節で見た移動履歴の公開への意識での上位 5 位、下位 5 位と
似た顔ぶれであった。 
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そう思わない 19.5%18.3%32.1%23.2%28.1%35.8%28.6%35.4%20.9%48.5%8.4%23.4%43.7%42.2%44.3%61.1%31.4%45.7%17.5%24.9%34.0%50.6%34.8%36.0%35.7%30.2%35.9%46.3%38.5%32.7%

あまりそう思わない 23.5%41.6%38.9%29.5%32.2%26.4%30.2%25.3%19.9%19.6%33.9%25.1%26.4%28.6%26.3%12.2%20.6%27.4%20.9%20.6%26.1%14.1%15.9%15.0%18.8%24.6%27.5%23.7%25.7%24.5%

どちらともいえない 33.6%21.5%16.8%24.0%17.5%20.1%20.3%17.0%11.6%13.5%30.6%24.5%11.0%13.3%13.9%10.3%24.7%13.3%24.7%23.5%17.8%13.5%19.3%15.3%14.9%16.1%15.9%14.3%15.5%18.7%

ややそう思う 15.2%13.8%8.4%16.8%15.8%7.3%15.1%12.5%23.5%9.4%17.6%19.9%12.0%12.2%9.0% 9.6%12.5%8.5%19.7%17.4%15.0%9.2%13.7%18.2%17.1%16.5%13.4%10.2%13.6%14.3%

そう思う 8.2% 4.8% 3.8% 6.5% 6.5%10.4%5.7% 9.8%24.0%9.0% 9.5% 7.0% 6.9% 3.7% 6.6% 6.8%10.8%5.0%17.1%13.5%7.0%12.6%16.4%15.6%13.5%12.6%7.4% 5.5% 6.7% 9.7%
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図表 3-7 感染者の利用施設の公開に関する意識（Q19-5） 
 
2.4 移動履歴の政府・公的機関への提供について 
「自分が新型コロナウイルスに感染しても、移動履歴は政府・公的機関には提供したくな

い」という項目への質問回答結果を図表 3-8 に示す。 
全体で見ると、「提供したくない」25.5%、「提供してもよい」56.4% 3)で、双方の割合は感

染事実の公表（2.1 節）とほぼ同じであった。自身が感染した場合の移動履歴の政府・公的
機関への提供については、「提供してもよい」人の方が「提供したくない」人より 2 倍以上多
かった。全体としては政府に協力的な国が多かったものの、インドのみ、「提供したくない」
が「提供してもよい」を上回っていた。ロシアとフランスも、提供したくない人と提供して
もよい人の数がほぼ均衡していた。 

「提供したくない」と答えた人の割合が高かったのは、1 位インド（47.2%）、2 位アルゼ
ンチン（37.0%）、3 位フランス（36.4%）、4 位メキシコ（35.5%）、5 位ロシア（35.0%）
で、日本は 16 位（21.8%）であった。 

「提供してもよい」と答えた人の割合が高かったのは、1 位台湾（74.9%）、2 位スウェー
デン（73.4%）、3 位ナイジェリア（71.9%）、4 位ニュージーランド（71.3%）、5 位イタリ
ア（67.9%）であった。日本は 26 位で 44.6%であった。 

どちらも、移動履歴・利用施設の公開への意識と似た顔ぶれだった。 
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そう思わない 6.2% 1.0% 0.6% 2.6% 2.6% 1.4% 1.9% 2.1% 3.7% 2.5% 5.7% 6.0% 6.5% 7.1% 5.3% 9.0%11.9%1.6%11.3%9.5% 5.2% 8.3%18.6%10.1%7.5% 4.6% 3.2% 3.1% 2.1% 5.7%

あまりそう思わない 9.8% 3.8% 2.1% 5.4% 9.2% 1.6% 5.2% 5.8% 5.8% 3.3%13.7%15.2%10.0%13.0%6.8%11.8%13.0%4.8%11.2%10.6%11.6%7.4%10.7%10.6%10.1%6.2% 5.5% 3.8% 5.0% 8.2%

どちらともいえない 38.5%18.9%12.4%18.8%19.6%15.4%20.9%20.7%13.1%11.5%31.2%30.3%19.7%14.7%22.3%21.2%28.4%13.7%29.0%24.1%28.7%10.7%17.1%13.3%16.6%21.6%19.6%15.7%17.5%20.8%

ややそう思う 28.6%45.2%48.3%44.3%35.3%19.9%44.1%36.6%36.1%23.5%31.3%28.8%32.3%32.6%30.8%27.8%22.9%33.8%28.6%28.8%31.7%23.8%24.0%24.4%24.5%33.8%36.7%36.3%40.9%32.4%

そう思う 16.8%31.1%36.6%28.9%33.4%61.6%28.0%34.9%41.3%59.3%18.0%19.7%31.5%32.6%34.9%30.1%23.8%46.2%19.9%27.0%22.9%49.8%29.6%41.7%41.3%33.8%35.0%41.2%34.5%32.8%
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図表 3-8 自分が感染した場合の移動履歴の政府・公的機関への提供に 
関する意識（Q5-6） 

 
続いて、「新型コロナウイルス感染者の移動履歴は政府・公的機関に提供されるべきだ」と

いう項目への質問回答結果を図表 3-9 に示す。 
全体で見ると、「提供されるべき」66.7%、「提供されるべきだとは思わない」12.8% 3)と、

感染者の移動履歴の政府・公的機関への提供については、要望する人の方が要望しない人よ
り 5 倍以上多かった。 

「提供されるべき」と答えた人の割合が高かったのは、1 位台湾（85.9%）、2 位インド
（82.8%）、同率 2 位トルコ（82.8%）、4 位韓国（80.7%）、5 位フィリピン（80.5%）で、
日本は 27 位（50.1%）と、3 番目に低かった。 

「提供されるべきだとは思わない」と答えた人の割合が高かったのは、1 位アルゼンチン
（32.9%）、2 位スペイン（21.1%）、3 位ロシア（20.8%）、4 位メキシコ（20.7%）、5 位フ
ランス（20.3%）であった。日本は 15 位で 12.3% であった。 

これらも、移動履歴・利用施設の公開への意識と似た顔ぶれだった。 
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そう思わない 19.6%21.6%36.5%21.0%26.8%40.0%29.6%39.3%23.8%46.4%6.7%25.1%39.4%40.2%41.8%60.3%30.9%41.3%18.0%23.4%30.0%48.6%33.3%33.5%30.8%25.5%31.1%46.5%36.0%31.7%

あまりそう思わない 25.0%43.9%38.4%29.7%33.1%26.8%30.4%24.4%18.6%20.2%29.8%24.5%25.8%31.7%24.2%13.1%19.2%26.6%20.3%21.6%26.5%19.2%15.0%16.5%19.2%23.2%28.5%24.8%26.7%24.7%

どちらともいえない 33.6%19.6%13.9%23.3%20.2%16.3%20.2%14.4%10.3%12.7%28.5%20.8%13.8%11.0%13.5%9.6%22.0%14.1%25.3%22.3%17.9%12.3%14.7%16.2%14.6%21.3%17.6%12.7%15.0%18.1%

ややそう思う 14.3%11.0%8.2%17.5%12.8%10.2%14.7%13.9%28.6%11.9%21.4%21.6%13.4%9.9%13.1%11.0%15.3%11.4%19.5%16.7%17.4%9.1%16.8%16.5%19.1%18.2%13.9%11.3%14.0%15.3%

そう思う 7.5% 3.9% 3.1% 8.5% 7.1% 6.7% 5.2% 8.1%18.6%8.8%13.6%7.9% 7.7% 7.1% 7.3% 5.9%12.6%6.6%16.9%16.1%8.2%10.8%20.2%17.4%16.4%11.8%8.9% 4.6% 8.3%10.2%
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図表 3-9 感染者の移動履歴の政府・公的機関への提供に関する意識（Q19-6） 

 
3 データ公表に関連する意識 
 
3.1 感染した場合のいやがらせを受ける可能性に対する意識 
「自分が新型コロナウイルスに感染したら、周りの人に敬遠されたりいやがらせされたり

すると思う」という項目への質問回答結果を図表 3-10 に示す。 
全体では、「敬遠・いやがらせされると思う」のは 30.8%、「敬遠・いやがらせされるとは

思わない」のは 42.5% 4)であった。 
「敬遠・いやがらせされると思う」が「敬遠・いやがらせされるとは思わない」を上回る

のは、日本、台湾、香港、フィリピン、シンガポール、マレーシア、インド、ロシア、メキ
シコと、感染率の低いアジア諸国が多かった。 

「敬遠・いやがらせされると思う」と答えた人の割合が多かったのは、1 位インド（49.0%）、
2 位台湾（46.4%）、3 位香港（46.0%）、4 位メキシコ（43.5%）、5 位ロシア（41.2%）で
あった。日本は 10 位で 35.4% だった。 

「敬遠・いやがらせされるとは思わない」と答えた人の割合が多かったのは、1 位ブラジ
ル（70.2%）、2 位スウェーデン（60.1%）、3 位南アフリカ（58.3%）、4 位アルゼンチン（55.6%）、
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そう思わない 5.5% 0.8% 0.4% 2.8% 1.9% 1.4% 1.0% 0.9% 1.7% 3.3% 7.7% 7.8% 6.7% 2.0% 6.2% 6.0% 9.2% 3.0%10.0%10.7%4.9% 6.6%20.7%10.0%10.2%5.2% 4.3% 1.5% 2.0% 5.6%

あまりそう思わない 6.8% 2.9% 1.1% 7.1% 2.5% 1.6% 3.3% 2.2% 2.7% 3.3%13.1%12.3%8.5% 7.4% 6.9% 8.5% 9.5% 6.5%10.3%10.4%8.5% 8.7%12.2%10.2%10.5%8.8% 5.1% 3.9% 5.2% 7.2%

どちらともいえない 37.5%15.6%12.6%24.1%15.1%18.5%19.7%17.4%12.8%10.6%33.6%24.7%17.3%15.0%20.3%20.2%24.7%17.8%27.7%26.1%27.8%8.3%18.2%14.9%17.2%23.6%24.1%15.7%16.9%20.6%

ややそう思う 30.6%45.2%47.5%39.5%40.9%20.5%45.8%39.4%42.9%19.8%30.0%34.5%37.0%38.8%31.1%30.4%25.7%30.8%29.9%27.7%33.4%24.8%22.3%27.7%29.8%30.6%35.9%35.9%39.5%33.4%

そう思う 19.5%35.5%38.4%26.5%39.6%57.9%30.2%40.1%39.9%63.0%15.6%20.7%30.5%36.8%35.5%34.9%30.9%41.9%22.1%25.2%25.5%51.5%26.6%37.2%32.3%31.8%30.5%43.0%36.4%33.3%
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供されるべきだ
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5 位イギリス（55.1%）であった。日本は 27 位で 21.0% だった。 
「敬遠・いやがらせされると思う」の選択率と「感染事実を周囲に知られたくない」の選

択率との相関は r=0.537（p=0.001）と、正の相関にあり、感染事実の公表に与える心理的障
壁としては大きいものだったと考えられる。 

図表 3-10 感染した場合のいやがらせ想定に関する意識（Q19-6） 
 
3.2 感染対策とプライバシーの重要性比較に対する意識 
「ウイルスの拡散防止に役立つならば、自分のプライバシーの保護をある程度犠牲にして

もかまわない」ということについて聞いた質問の回答結果を図表 3-11 に示す。 
全体では、「自分のプライバシーを犠牲にしてもよい」は 55.9%、「自分のプライバシーは

犠牲にしたくない」は 24.2% 5)で、「プライバシーを犠牲にしてもよい」人の方が 2 倍ほど
多かった。感染対策よりプライバシーを重視する傾向にあったのは、日本、ロシア、アルゼ
ンチンだった。 

「自分のプライバシーを犠牲にしてもよい」と答えた人の割合が高かったのは、1 位ブラ
ジル（77.4%）、2 位インド（76.7%）、3 位スウェーデン（76.6%）、4 位ナイジェリア（75.7%）、
5 位ニュージーランド（68.3%）であった。日本は最もその比率が低く、28.1% であった。
インドは、2.1 節に述べたように「自分の感染事実は公表したくない」割合が高かった一方
で、プライバシーの犠牲については許容度が高く、感染事実の公表に後ろ向きである原因が
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そう思わない 6.6%10.5%4.0% 5.4%13.9%19.1%10.9%11.8%13.6%31.1%5.0%23.3%30.7%18.7%28.5%40.7%33.6%21.2%30.0%29.0%28.7%49.5%40.9%33.3%23.6%23.2%20.1%12.9%18.5%22.2%
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「プライバシーを犠牲にしたくない」という理由ではなく別にあるのではないかと考察され
る。 

「自分のプライバシーは犠牲にしたくない」が多かったのは、1 位アルゼンチン（39.9%）、
2 位ロシア（42.7%）、3 位メキシコ（40.3%）、4 位チリ（39.9%）、5 位スペイン（36.6%）
であった。日本は 6 位で 35.1% だった。 

 
図表 3-11 感染対策と自分のプライバシーのトレードオフに対する意識（Q5-2） 

 
では、他人のプライバシーについてはどうか。「ウイルスの拡散防止に役立つならば、他人

のプライバシーの保護をある程度犠牲にしてもかまわない」ということについて聞いた質問
の回答結果を図表 3-12 に示す。 

全体で見ると、「他人のプライバシーを犠牲にしてもよい」のは 59.3%、「他人のプライバ
シーを犠牲にしたくない」のは 19.1% 6)と、「犠牲にしてもよい」派の方が 3 倍ほど多かっ
た。「犠牲にしてもよい」派の方が少数派でプライバシーの方を重要視する傾向にあったのは、
日本とアルゼンチンのみであった。 

「他人のプライバシーを犠牲にしてもよい」と答えた人の割合が高かったのは、1 位トル
コ（83.5%）、2 位インド（79.2%）、3 位フィンランド（73.2%）、4 位イタリア（73.1%）、
5 位ニュージーランド（72.2%）であった。日本は最もその比率が低く 27.8% だった。 
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そう思う 6.8% 5.8%15.3%10.1%25.2%32.1%15.3%21.6%29.4%30.9%8.3%15.8%21.7%32.9%27.2%38.3%24.5%23.2%17.3%10.8%18.7%45.0%10.0%15.0%13.4%25.4%21.8%25.4%20.1%20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q5-2 ウイルスの拡散防止に役立つならば、
自分のプライバシーの保護をある程度犠牲にしてもかまわない

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない



 

- 40 - 
 

「他人のプライバシーを犠牲にしたくない」と答えた人の割合が高かったのは、1 位アル
ゼンチン（43.6%）、2 位日本（34.4%）、3 位ロシア（31.6%）、4 位チリ（28.0%）、5 位メ
キシコ（27.9%）だった。 

 
図表 3-12 感染対策と他人のプライバシーのトレードオフに関する意識（Q19-1） 

 
4 各質問結果の概略 
 
最後に、2.1 節から 3.2 節で見てきた結果を表にまとめたのが図表 3-13 である。 
A グループには、自分の感染事実や移動履歴等のデータ公開・提供に対する許容度につい

ての質問をまとめ、B グループには、感染者一般の感染事実・移動履歴等のデータ公開・提
供に対する要望度についての質問をまとめ、C グループは感染事実を知られたときの敬遠・
いやがらせの想定に関する質問、D グループは感染対策とプライバシー保護のトレードオフ
に関する質問をまとめている。 

それぞれ A、B、D 内にて、上位 5 位、下位 5 位が似た顔ぶれになっていることがわか
る。また、A と C が似た顔ぶれになっていることがわかる。 
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図表 3-13 各質問での上位5カ国、下位5カ国 

 
図表 3-13 に載せた質問の上位 5 位、下位 5 位のいずれにも入っていなかったのは、ア

メリカ、カナダ、マレーシアであった。これら 3 カ国は、感染対策におけるデータ利用とプ
ライバシーについて中庸的な考えの人が多いと考えられる。 

図表 3-13 にて、2021 年 3 月当時の各国の各グループ内での上位・下位の位置付けを見
ると、例えばそれぞれ以下のように各国の比較特徴を見てとれる。 

 
 日本・スペイン・メキシコ：プライバシーを犠牲にすることにとても慎重。自分の感染に関

連するデータはあまり知られたくなく、他国と比べると感染者にもデータ公開をあまり求め
ない 

 アルゼンチン・チリ：プライバシーを犠牲にすることにとても慎重。自分の移動履歴・利用
施設は他国と比べるとあまり知られたがらないが、感染事実については公開に抵抗はない。
他国と比べると感染者にもデータ公開をあまり求めない 

 インド：自分や他人のプライバシーは犠牲にしてよいと考える傾向が強く、感染者のデータ
は公開すべきだと考えているが、感染を知られるといやがらせされるとの想定が高く、自分
のデータ公開には慎重 

 トルコ：他人のプライバシーを犠牲にしてでも感染者のデータは公開すべきだと考えている 
 韓国：自分の感染事実はあまり知られたくないが、データを多く公開する政府の感染対策の

やり方には慣れており受け入れている 
 フランス：移動履歴・利用施設の履歴が知られるのをとても忌避する 
 ロシア：プライバシーを犠牲にすることには慎重で、また政府へのデータ提供に慎重。感染

した場合のいやがらせの想定も大きい。 

全体 1位 2位 3位 4位 5位 全体 1位 2位 3位 4位 5位

感染事実：自分 知られたくない 25.6%
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感染事実：感染者 知らせるべき 78.2%
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イタリア
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 ブラジル：プライバシーを犠牲にすることに抵抗がなく、いやがらせの心配も少ない。感染
事実を知られることにも抵抗がなく、感染者は感染事実を知らせるべきだと強く考えている。 

 ドイツ・イスラエル：他人のデータ公開をそこまで求めない 
 インドネシア・イタリア：自分がデータを公開することにそこまで抵抗がなく、感染者にも

データ公開を求める傾向 
 スウェーデン・ニュージーランド・ナイジェリア：感染対策のためなら自分・他人のプライ

バシーを犠牲にしてもよいという考えが強く、自分のデータ公開を忌避しない。 
 
5 まとめ 
 
本章では、感染対策におけるデータ公開とプライバシーについての調査結果を報告した。

各国ごとに意識が様々に異なり、その背景には各国で元々とられていた感染対策政策の違い
の影響や、国民性の違いなどが考察された。本章での主要な結果を以下に示す。 

 
 感染事実の開示についてほとんどの国は「知られてもよい」と考える人が多数派であるのに

対し、インド、日本では「知られたくない」と考える人の方が多数派であった。 
 自己データ公開の許容度と他者データ公開に対する要求度との乖離は、感染事実の開示で特

に大きかった。 
 感染率が低い国ほど「感染したらいやがらせされる」想定度が高く、感染事実の開示意向も

低くなる傾向があることがわかった。 
 日本は、感染対策よりもプライバシーを重要視する傾向があり、その割合が 29 の国・地域

の中で最も高い。 
  



 

- 43 - 
 

［参考］ 
 
本調査にて調査対象とした 29 の国・地域の 2021 年 3 月 12 日当時の接触追跡実施を図

表 3-14 に示す。 

 
図表 3-14 2021年3月12日当時の接触追跡実施状況（Hale et al., 2021） 

 
［注］ 

 
1) 2.1 節では、Q5-3 について「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を「知られたく

ない」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した割合を「知られてもよい」と
して集計している。Q19-3 については、「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を
「知らせるべき」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した割合を「知らせる
べきとは思わない」として集計している。 

2) 2.2 節および 2.3 節では、Q5-4・Q5-5 について「そう思う」と「ややそう思う」を足し
た割合を「公開したくない」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した割合を
「公開してもよい」として集計している。Q19-4・Q19-5 については、「そう思う」と「や
やそう思う」を足した割合を「知らせるべき」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」
を足した割合を「知らせるべきだとは思わない」として集計している。 

3) 2.4 節では、Q5-6 について「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を「提供したく
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ない」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した割合を「提供してもよい」と
して集計している。Q19-6 については、「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を
「提供されるべき」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した割合を「提供さ
れるべきだとは思わない」として集計している。 

4) 3.1 節では、Q5-8 について「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を「敬遠・いや
がらせされると思う」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した割合を「敬遠・
いやがらせされるとは思わない」として集計している。 

5) 3.2 節の前半では、Q5-2 について、「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を「自
分のプライバシーを犠牲にしてもよい」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足
した割合を「自分のプライバシーを犠牲にしたくない」として集計している。 

6) 3.2 節の後半では、Q19-1 について、「そう思う」と「ややそう思う」を足した割合を「他
人のプライバシーを犠牲にしてもよい」、「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足
した割合を「他人のプライバシーを犠牲にしたくない」として集計している。 
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第 4 章 コロナ禍の政策評価と世論 

 
大野志郎 

 
1 感染拡大抑え込みへの評価 
 
第 1 章で示したように、2021 年 3 月 12 日当時の 10 万人あたり罹患者数をみると、特に

抑え込みに成功していた地域は、罹患者数の少ない順に台湾、ニュージーランド、オースト
ラリア、ナイジェリア、香港、韓国であった。日本はそれらの国や地域と比較すると罹患者
数が多いものの、アメリカ、スペイン、イギリス、フランス、スウェーデン、ロシア、イス
ラエルなど欧米の諸国と比較するとかなり抑えられている状況であった。 

そんな中、自国の感染拡大の抑え込みに関する評価は図表 4-1-1 の通りである。 

図表 4-1-1 海外に比べ、実際に感染拡大の抑え込みに成功していると思う割合 
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抑え込みに成功していると思う割合が高い国・地域は、台湾（86.3％）、ニュージーランド
（86.2％）、オーストラリア（86.2％）、インド（83.7％）、シンガポール（80.9％）であった。
インドおよびシンガポールは世界各国と比較してそれほど罹患者率が低いというわけではな
かったが、抑え込みへの評価は高かった。日本は 36.1％と、全体から見ると中程度の評価で
あった。 

抑え込みに成功していると思わないへの該当率を見ると、ブラジル（83.7％）、メキシコ
（61.4％）、スペイン（55.0％）、アルゼンチン（51.9％）、フィリピン（50.8％）、スウェーデ
ン（50.2％）が低評価であった。メキシコ、フィリピンは比較的罹患者率が低かったにも関
わらず、評価が低かった国といえる。また、イスラエル、アメリカ、ロシア、イギリスは感
染者率が高かったにもかかわらず、相対的に低評価ではなかった。日本は 22.5％であり、比
較的低評価は少ない部類であった。 

医療崩壊の不安が高まっていた地域を参照すると（図表 4-1-2）、ブラジルが 77.7％、チリ
が 67.2％、フィリピンが 61.9％、スペインが 61.5％、ナイジェリアが 60.3％、南アフリカが
59.6％、アルゼンチンが 57.5％、メキシコが 50.4％となっており、この医療崩壊の不安が感
染拡大抑え込みに関する低評価とある程度結び付いていることが伺われる。日本は 36.2％と
比較的不安の高い部類であった。 

図表 4-1-2 医療崩壊の不安が高まっていた地域 
 
2 政治への信頼 
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治への信頼感に着目する。 
 
2.1 政策の評価 
政府がコロナ渦にうまく対処しているという評価率（そう思う、ややそう思うの計）が高

かった国・地域は、インド(83.9％)、シンガポール（81.0％）、オーストラリア（80.6％）、ニ
ュージーランド（79.7％）、台湾（74.4％）であった。一方、政府がうまく対処していると思
わないという評価率（あまりそう思わない、そう思わないの計）が高かったのは、ブラジル
（58.6％）、日本（56.8％）、メキシコ（53.9％）、香港（52.4％）、スペイン（51.4％）であっ
た。日本は「うまく対処していると思わない」ではブラジルに次いで 2 位であると共に、「う
まく対処していると思う」では 13.7％と最下位であり、世界的に見ても政府の対処への不満
が高かった国であるといえる（図表 4-2-1）。 

図表 4-2-1 医療崩壊の不安が高まっていた地域 
 
唯一、日本よりも「うまく対処していない」という評価率の高かったブラジルでは、2021

年 4 月第 2 週には、世界の新型コロナ感染者数のうち 11％、死者数が 26.2％にのぼり、4 月
8 日には 1 日で 4249 人の死亡、8 万 6652 人の新規感染者が確認される状況であった。国境
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なき医師団は「大惨事を招いた」として、科学的根拠に基づいた対策を求めてプレスリリー
スを行っている（国境なき医師団, 2021）。 

 
2.2 政治家への信頼感 
コロナ禍への対処について、自国の政治家が信頼に足ると思う割合を図表 4-2-2 に示す。

信頼に足ると思う率（そう思う、ややそう思うの計）が高かった国・地域は、インド（65.5%）、
シンガポール（63.9％）、ニュージーランド（60.7％）、オーストラリア（57.9％）、台湾（55.2％）
であった。日本は 10.9％であり、政治家を信頼する率は最下位であった。 

信頼に足らないと思う割合（そう思わない、あまりそう思わないの計）が高かった国は、
ブラジル（76.3%）、ナイジェリア（71.6%）、チリ（59.6％）、アルゼンチン（57.2％）、メキ
シコ（56.0％）、日本（55.8%）、スペイン（55.5％）であった。 

 

図表 4-2-2 コロナ禍への対処に関し、政治家が信頼に足ると思う割合 
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Q4-9 新型コロナ感染症に効果的に対処するために、自国の政治家は十
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いても、中国に次いで 2 位である（エデルマン・ジャパン, 2020）。インドの 1 日あたりの新
規感染者は 2020 年 9 月に 9 万 3000 人を超えていたが、2021 年 2 月中旬には 1 万 1000 人
近くにまで減少した。しかしその後、インドの 5 州が感染防止対策を取らずに主要選挙を実
施したこと、3 月中旬にクリケットの試合観戦のため 13 万人超のファンが、ほとんどマスク
をしない状態で詰めかけるなどの状況が生じ、感染者は再び急増した（BBC NEWS JAPAN, 
2021）。本調査は、この急増の前のタイミングとなっていることに注意が必要である。 

 
2.3 科学者への信頼 
感染症対策においては、科学者への信頼感も、抑え込みの効果に対して一定の影響を与え

るものと思われる。新型コロナウイルス感染症への対処として、自国の科学者が信頼に足る
と思う割合を図表 4-2-3 に示す。信頼に足ると思う率（そう思う、ややそう思うの計）が高
かった国は、インド（89.1%）、ブラジル（83.5％）、オーストラリア（72.4％）、アメリカ（70.6％）、
ニュージーランド（69.8％）であった。日本は 31.8%であり、ナイジェリアの 36.2％と共に
群を抜いて低い。 

信頼に足らないと思う率（そう思わない、あまりそう思わないの計）が高かった国・地域
は、ナイジェリア（33.4％）、日本（25.5％）、アルゼンチン（25.2％）、香港（25.1％）、メキ
シコ（22.3％）、チリ（21.2％）であった。 

図表 4-2-3 新型コロナウイルス感染症への対処に関し、科学者が信頼に足ると思う割合 
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外務省（2020）によれば、ナイジェリアの医療水準は教育、臨床、設備レベルともに低く、
都市部でも邦人の利用に耐えうる医療機関を探すのは困難である。薬局で入手可能な薬のほ
とんどは輸入薬であり、医薬品は処方箋なしで買えることが多いが、偽薬などに十分注意を
払う必要がある。実際に、2021 年 1 月 15 日には、新型コロナウイルスワクチンの偽物が流
通していると、ナイジェリア食品医薬品管理局から警告が発せられた（AFP BB NEWS, 2021）。
本調査実施時期のナイジェリアは、第二波が収束しつつある状況であり、例外を除き在宅要
請、教育機関は閉鎖、職場は休業・時短要請が敷かれていた（REUTERS COVID-19 
TRACKER, 2021a）。 

 
2.4 政府・自治体への不満 
政府や自治体の対策への不満について、充分な対策をとらなかったと思う割合を図表 4-2-

4 に示す。不満がある（十分な対策をとらなかったと思う）割合が高かった国は、ブラジル
（74.6％）、スペイン（65.6％）、チリ（65.0％）、メキシコ（62.3％）、スウェーデン（59.0％）
であり、日本は 47.4％で 12 位であった。 

不満がない（十分な対策をとらなかったと思わない）割合が高かった国・地域は、ニュー
ジーランド（57.9％）、オーストラリア（54.2％）、シンガポール（50.8％）、台湾（44.1％）、
韓国（43.0％）、南アフリカ（42.3％）であり、日本は 13.6%（28 位）であった。 

日本は政府や政治家、科学者への低い不信・評価の割には、政府や自治体への不満率が他
国と比較して著しく高いわけではない。自治体への評価が緩和している可能性や、実際の感
染被害が大きくなかったことを反映している可能性がある。 

不満がないで１位・２位であったニュージーランドとオーストラリアでは、特に厳しい入
国管理と迅速なロックダウンが行われてきた。ニュージーランドでは経路不明の感染者が 1
人確認されたことを受け、ロックダウンが導入されていたが、一週間後の 2021 年 3 月 7 日
に、最大都市オークランドのロックダウン解除を発表した。新型ウイルスによる死者は 26 人
（人口約 500 万人中）にとどまっており、一連の対策が称賛されている（AFP BB NEWS, 
2021b）。 

政府の日常生活への干渉について、「あまりにも多くの干渉をしている」と思う割合を、図
表 4-2-5 に示す。「干渉をしている」と思う（そう思う、ややそう思うの計）割合が高かった
国は、ブラジル（72.8％）、スペイン（56.8％）、アルゼンチン（56.5％）、チリ（54.2％）、イ
ンド（53.9％）であった。ブラジル、スペイン、チリは政府や自治体の対策への不満の割合
が上位の 3 国でもある。日本は 22.1％と、台湾に次いで低い割合であった。 
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図表 4-2-4 自国の政府や自治体が十分な対策をとらなかったと思う割合 

図表 4-2-5 政府があまりにも多くの干渉をしていると思う割合 
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Q13-2 自国の政府や自治体は、新型コロナウイルスへの十分な対策をと
らなかった（単位:％）
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3 政府による個々の対策への評価 
 
本節では、自国政府の新型コロナウイルス感染症に関する、検査体制、経済活動の規制、

活動制限、経済的補償、医療体制の整備、ワクチン導入に対する個々の政策への評価につい
て概観する。 

 
3.1 感染の検査体制 
政府の新型コロナウイルス感染症検査体制への評価の割合を、図表 4-3-1 に示す。評価す

る割合が高かった国は、インド（81％）、メキシコ（73％）、オーストラリア（71％）、イタリ
ア（70％）、シンガポール（69％）であった。日本は 17%であり、最下位であった。 

評価しない割合が高かった国は、ブラジル（42％）、日本（32％）、ナイジェリア（32％）、
イギリス（26％）、スウェーデン（25％）、ロシア（24％）であった。 

早期から大規模な PCR 検査を実施していた韓国は、検査体制の評価が９位（66％）、評価
しない割合が 26 位（5％）と高評価であった。 

図表 4-3-1 検査体制の評価 
 
PCR の全員検査は意味がないと思う割合を、図表 4-3-2 に示す。「そう思う」の割合が

高かった国・地域は、インド（43.4％）、フランス（34.3％）、台湾（32.1％）、香港
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Q11-1 政府の対策への評価：新型コロナウイルス感染の検査体制
（単位:％）
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（29.7％）であった。日本は 19.7％と、世界的には標準的な割合であった。 

図表 4-3-2 PCR の全員検査の評価 
 
感染源・感染経路の特定体制を評価する割合を、図表 4-3-3 に示す。 

図表 4-3-3 感染源・感染経路の特定体制の評価 
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Q11-2 政府の対策への評価：感染源・感染経路の特定（単位:％）
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そう思う どちらともいえない そう思わない
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評価する割合が高かった国は、トルコ（71％）、オーストラリア（70％）、シンガポール（69％）、
メキシコ（67％）、ニュージーランド（66％）、チリ（66％）であった。日本は 16％と最下位
であった。 

 
3.2 経済活動の規制 
政府の新型コロナウイルス感染症に関する経済活動の規制への評価の割合を、図表 4-3-4

に示す。評価する割合が高かった国・地域は、メキシコ（68％）、インド（65％）、チリ（60％）、
シンガポール（58％）、台湾（57％）であった。日本は 16%であり、最下位であった。 

評価しない割合が高かった国・地域は、ブラジル（47％）、日本（37％）、フランス（36％）、
香港（35％）、アルゼンチン（32％）であった。 

最も評価の高かったメキシコのアンドレス・マヌエル・ロペス・オブラドール大統領は、
免税措置は「一部の特権階級のみを利する悪しき慣習」とし、企業支援を目的とした経済政
策を行わず、社会的弱者を救済する政策を積極的に実施した。大きな経済出動を行わなかっ
たことに加え、米国政府による史上最大規模の救済措置もあった（JETRO, 2021a）。また調
査時期のメキシコは大きな感染流行の波が過ぎた後であり、それまで地域ごとにエッセンシ
ャルワーカーを除き全面的に閉鎖であった職場状況が、一部業種での閉鎖にまで緩和された
ばかりの時期であった（REUTERS COVID-19 TRACKER, 2021b）。 

図表 4-3-4 経済活動の規制への評価 
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評価する どちらともいえない 評価しない
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3.3 活動制限 
政府の新型コロナウイルス感染症に関する国民活動の規制への評価の割合を、図表 4-3-5

に示す。評価する割合が高かった国・地域は、メキシコ（78％）、トルコ（71％）、チリ（67％）、
インド（66％）、台湾（63％）、ニュージーランド（63％）、スペイン（63％）であった。日本
は 20%と最下位であった。 

評価しない割合が高かった国・地域は、ブラジル（39％）、日本（35％）、ナイジェリア（33％）、
香港（31％）、スウェーデン（31％）、フランス（30％）であった。 

評価しない割合がシンガポールと並んでもっとも低かった台湾では、5 月までほぼ完全に
感染が抑えられていたため、調査時期の 3 月前後にロックダウンのような行動制限は行われ
ていなかった。 

評価割合が 2 位であったトルコでは、感染流行の第二波を全国的なロックダウンで収束さ
せた直後であり、また第三波の予兆が見えてきた時期にあたる。例外を除き在宅要請という
行動制限を行っている状況であった（REUTERS COVID-19 TRACKER, 2021c,）。 

図表 4-3-5 外出規制など国民活動規制への評価 
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自由の規制という観点では、国外からの入国の規制への評価も重要である。国外からの入
国規制に関する対策を評価する割合を、図表 4-3-6 に示す。評価する割合が高かった国は、
トルコ（81％）、チリ（78％）、メキシコ（76％）、アルゼンチン（73％）、スペイン（69％）、
インド（68％）、イタリア（67％）であった。日本は 29％と最下位であった。 

 

図表 4-3-6 国外からの入国規制への評価 
 
3.4 経済的補償 
政府の新型コロナウイルス感染症対策で規制対象となった人々・業界への経済的補償に関

する評価の割合を、図表 4-3-7 に示す。評価する割合が高かった国は、チリ（78％）、トルコ
（77％）、スペイン（77％）、アルゼンチン（77％）、メキシコ（76％）であった。日本は 15%
と最下位であった。 

評価しない割合が高かった国・地域は、ナイジェリア（50％）、ロシア（46％）、ブラジル
（41％）、香港（39％）、日本（38％）であった。 

最も評価の高かったチリでは、ローン返済の最大 6 カ月間の猶予などの経済対策（日本経
済新聞, 2020）、中高所得者への経済支援を求める声から積立年金の早期引き出しが法的に認
められていた（北野, 2021）。トルコ、スペインと並んで 2 番目に評価が高かったアルゼンチ
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評価する どちらともいえない 評価しない
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ンでは、富裕層（12000 人）を対象に、一時的な追加課税をすることを定めた法律が施行さ
れた（AFP BB NEWS, 2021c）。トルコでは、コロナ対策の効果が良好であるとして IMF が
経済成長見通しを引き上げていた（九門, 2021）。 

図表 4-3-7 経済的補償への評価 
  
3.5 医療体制の整備 
新型コロナウイルス感染症に対する医療体制の整備への評価の割合を、図表 4-3-8 に示す。
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万 6000 床が ICU に転用できる体制であり、マスクは高値販売の問題から販売禁止になると、
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評価する どちらともいえない 評価しない
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政府から週に 5 枚が無料で配給された。世界に誇る繊維産業ということもあり、企業や高校
生がボランティアでマスクや防護服などを製造し、約 40 ヵ国にマスクや防護服、人工呼吸
器などの医療品を届けていた。外出禁止措置には罰金も科し、リーダーシップが評価されエ
ルドアン大統領の支持率も伸びていた。（近内, 2020） 

メキシコは 2021 年 1 月下旬に 1 日の死者数が 1600 人を超え、1 日 2 万人の感染者数とい
った感染拡大のピークを迎えたが、本調査時期の 3 月上旬は、感染者数 1 日 6 千人へと収束
していく時期であった（REUTERS COVID-19 TRACKER, 2021b）。メキシコ市の一般病床
利用率も、3 月 6 日には 2020 年 11 月 8 日以来となる 50％未満と落ち着きを見せていた（中
畑, 2021）。 

図表 4-3-8 医療体制の整備への評価 
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新型コロナウイルスワクチンの導入体制の整備への評価の割合を、図表 4-3-9 に示す。評
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シンガポール（74％）であった。日本は 20%と最下位であった。 

評価しない割合が高かった国・地域は、ブラジル（47％）、香港（32％）、日本（31％）、フ
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Q11-8 政府の対策への評価：医療体制の整備（単位:％）

評価する どちらともいえない 評価しない
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ィンランド（30％）、ナイジェリア（30％）であった。 
日本では 2021 年 2 月 14 日にワクチンが承認され、17 日に接種が始まっていたが、接種

率はまだ世界最低レベルであった（日本経済新聞, 2021）。第 1 章で参照した 3 月 12 日時点
のワクチン投与者数上位の国は、イスラエル、イギリス、チリ、アメリカ、シンガポール、
トルコ、スウェーデン、フィンランド、ドイツ、イタリアであり、日本の 2.2％を下回った
国・地域は韓国の 2.1％と、政治的事情でワクチンの調達が遅れたとされる台湾（3 月 22 日
に接種開始）の 1.7％のみであった。日本の評価はこれらを下回った。 

 

図表 4-3-9 ワクチン導入体制の整備への評価 
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4-3-10に示す。不満の割合（そう思う、ややそう思うの計）が高かった国は、ブラジル（68.5％）、
ドイツ（65.0％）、イタリア（63.7％）、フィリピン（60.5％）、日本（56.8％）であった。 
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日
本

韓
国

台
湾

香
港

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

ト
ル
コ

ロ
シ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

南
ア
フ
リ
カ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
ギ
リ
ス

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
リ

メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

TOT
AL

評価しない 31 20 16 32 21 7 4 10 4 7 19 14 26 30 30 29 28 21 16 11 8 47 18 5 9 14 23 11 11 18

どちらともいえない 49 39 34 41 23 28 23 26 18 17 41 30 27 28 39 27 34 24 31 21 24 9 20 12 15 26 30 32 30 28

評価する 20 41 50 27 56 65 74 64 78 77 40 56 47 42 31 44 38 55 53 68 68 44 63 83 75 61 47 57 59 54

20

41
50

27

56
65

74
64

78 77

40
56

47 42
31

44 38
55 53

68 68

44
63

83 75
61

47
57 59 54

49

39
34

41

23

28
23

26
18 17

41

30

27
28

39
27 34

24 31
21 24

9

20

12
15

26

30

32 30
28

31
20 16

32
21

7 4 10 4 7
19 14

26 30 30 29 28 21 16 11 8

47

18
5 9 14

23
11 11 18

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Q11-9 政府の対策への評価：新型コロナワクチンの導入体制の整備
（単位:％）

評価する どちらともいえない 評価しない
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もあり、情報格差の問題と密接に関連している。手続きをネットを使わないでもできるよう
にしてほしいと思う割合を、図表 4-3-11 に示す。不満の割合（そう思う、ややそう思うの計）
が高かった国・地域は、ドイツ（71.5％）、インドネシア（63.2％）、インド（61.5％）、ロシ
ア（58.9％）、韓国（58.5％）、台湾（58.0％）、メキシコ（57.7％）であった。日本は 37.4％
であり、比較的低い部類であった。 

新型コロナウイルス接触確認アプリの導入推進への評価を、図表 4-3-12 に示す。評価する
割合が高かった国は、トルコ（76％）、インド（71％）、マレーシア（69％）、ニュージーラン
ド（69％）、シンガポール（67％）、チリ（66％）であった。日本は 11％と最下位であった。 

 

図表 4-3-10 行政手続きのしくみへの不満 
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そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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図表 4-3-11 行政手続きの情報化への不満 

図表 4-3-12 新型コロナウイルス接触確認アプリの導入推進の評価 
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Q11-7 政府の対策への評価：新型コロナウイルス接触確認アプリの
導入推進（単位:％）

評価する どちらともいえない 評価しない
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4 日本と世界の世論 
 
本節では、新型コロナウイルス感染症に関する、日本社会で関心の高かった言説や出来事

として、①経済対策か感染対策か、②オリンピック開催の是非、③ワクチン忌避意識、④メ
ディア報道の是非、⑤行動制限への意識、それぞれについて、世界各国・地域における意見
分布を概観する。 

 
4.1 経済対策よりも感染対策 
経済対策か、感染対策か、といった関心は世界共通のものであるが、2021 年 3 月の調査時

点での日本では、比較的人命尊重に世論が傾いている時期であったといえる。経済の復興よ
りもまず感染対策を重要視すべきだとする意見の割合を、図表 4-4-1 に示す。 

日本は感染対策を重視すべき（そう思う、ややそう思うの計）が 52.2％であり、経済対策
を重視すべき（そう思わない、あまりそう思わないの計）は 13.4％であった。調査時の日本
は第 3 波と第 4 波の谷間の時期で、感染の危機感は一旦遠のき、飲食店への経済的な打撃へ
の危惧が大きな関心となっていた。そのこともあってか（あるいは国民性か）、ロシアに次い
で「どちらともいえない」の割合が大きく、感染対策重視の意見は 24 位、経済対策の意見は
14 位と、世界的に見て感染対策重視とも、経済対策重視とも言えない割合である。「どちら
も完璧に」という国民全体の要求が、政策への低評価の一因となっている可能性がある。 

図表 4-4-1 経済より感染対策を重視すべきと思う割合 
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Q4-3 この新型コロナウイルス蔓延状況では、経済の復興より、
まず感染対策を重要視すべきだ

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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感染対策重視の割合が高かった国・地域は、インド（80.9％）、台湾（78.5％）、ブラジル
（75.7％）、シンガポール（75.6％）、トルコ（75.1％）であり、経済対策重視の割合が高かっ
た国は、アルゼンチン（39.2％）、南アフリカ（35.3％）、ナイジェリア（29.2％）、ロシア（26.7％）、
イタリア（23.3％）、イスラエル（21.7％）、スペイン（20.9％）であった。ただし、経済対策
重視の率が感染対策重視の率を上回った国・地域はなく、世界的に感染対策重視が基本的な
世論であったようである。 

 
4.2 オリンピックは中止すべき 
COVID-19 パンデミックの影響で 1 年延期され、 2021 年 7 月 23 日から 8 月 8 日まで開

催された東京オリンピックだが、調査時期の 3 月はまだ開催を中止すべきという論調が強い
時期であった。中止すべきという意見の分布を、図表 4-4-2 に示す。 

図表 4-4-2 東京オリンピックは中止すべきと思う割合 
 
日本は「中止すべき」が 52.0％、「中止すべきと思わない」が 10％であり、中止すべきと

いう意見が多数派であった。しかし世界各国・各地域では中止すべきという意見がさらに多
く、日本は 20 位であった。中止すべきという意見の割合が高かった国は、韓国（83％）、ブ
ラジル（77.1％）、フィリピン（71.5％）、チリ（69.5％）、トルコ（64.4％）、インド（64.2％）
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Q13-7 新型コロナウイルス感染症の状況を考えると２０２１年の東
京オリンピックは中止すべきだ（単位:％）

そう思う どちらともいえない そう思わない
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であった。また中止すべきでないという意見の割合が比較的高かった国は、ナイジェリア
（27.2％）、ロシア（26.4％）、南アフリカ（19.1％）、イスラエル（18.6％）、アルゼンチン
（17.0）％であった。ただし、世界的に「中止すべきと思わない」が上回った国・地域はな
く、意見が比較的拮抗したロシア、ナイジェリアを除いては中止の意見が圧倒的に多数であ
った。ロシアは東京五輪・パラリンピックにおける除外が確定していたため、あまり関心の
対象ではなかったものと想像できる。中止意見で 2 位から 4 位のブラジル、フィリピン、チ
リは、医療崩壊の不安でそれぞれ１位から３位となっており、自らが感染危機が高まってい
る状況では、オリンピック開催に肯定的になれないという心理状態が如実に表れている。 

 
4.3 ワクチン摂取への忌避感 
新型コロナウイルスワクチンの接種については、本調査でも日本における接種経験者は

2.2％に過ぎず、世界的にもそれほど接種が進んでいる状況ではなかった。新型コロナウイル
スワクチンをできれば接種したくないとする割合を図表 4-4-3 に示す。感染への危機感が強
い一方で、新技術で制作され特例的に承認されたワクチンの安全性や有効性の証拠も足りな
いと判断するのも無理はないという葛藤状況がある中で、世界的にも「できれば接種したく
ない」という率は一定の割合を占めており、圧倒的な少数派ではなかった。 

摂取したくない割合が高かった国・地域は、ロシア（56.2％）、香港（50.3％）、インド（44.7％）、
ナイジェリア（44.2％）、フランス（43.5％）、南アフリカ（40.1％）、台湾（39.1％）であっ
た。 

摂取したい割合が高かった国は、ブラジル（74.8％）、イギリス（63.9％）、メキシコ（62.0％）、
フィンランド（61.9％）、イスラエル（57.5％）であった。 

日本は、摂取したくない（そう思う、ややそう思うの計）が 27.4％で 19 位、摂取したい
（そう思わない、あまりそう思わないの計）が 40.0％で 19 位であった。2015 年から 2019 
年の間に世界 149 か国で行われたワクチンへの信頼度に関する調査（de Figueiredo et.al., 
2020）によれば、ワクチンの安全性、有効性への意識は、日本はいずれも 149 か国中下位 3
位に入っており、世界的にもワクチンへの信頼感が低い国と言える（デ・フィゲイレドらに
よれば、これは、子宮頸がんなどの HPV 感染症を予防するワクチンについて、2013 年に厚
生労働省が安全性に懸念を示し、積極的な推奨を停止したことが影響している）。その低いワ
クチン信頼感を考慮すれば、日本における新型コロナワクチン接種意識は、意外なほどに高
かったとも言える。 
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図表 4-4-3 ワクチン接種はできれば行いたくないと思う割合 
 

図表 4-4-4 ワクチン接種は副反応があるため接種しない方が良いと思う割合 
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Q4-11 新型コロナワクチンの接種はできれば行いたくない

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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Q4-12 新型コロナワクチンには副反応があるため、接種しない方が
よい

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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新型コロナウイルスワクチンの副反応を恐れる割合を図表 4-4-4 に示す。副反応があるた
め摂取しないほうが良いと思う割合（そう思う、ややそう思うの計）が高かった国・地域は、
香港（53.8％）、ロシア（48.1％）、インド（43.7％）、台湾（40.7％）、フランス（35.9％）で
あり、おおむね「できれば行いたくないと思う」割合と同様の国・地域であった。 

 
4.4 メディアは大げさに騒ぎすぎ 
世界的パンデミックの中、日本だけでなく世界中の報道が新型コロナウイルスの危機を伝

えるニュースに占められていたものと思われる。日本において、それを「大げさである」と
する論調も一定を占めていた。「メディアは大げさに騒ぎすぎている」という意見の分布を図
表 4-4-5 に示す。 

日本は、大げさだと思う（そう思う、ややそう思うの計）が 31.1％で 22 位、大げさだと
思わない（そう思わない、あまりそう思わないの計）は 37.0％で 13 位であり、意見が拮抗
していることが分かる。 

大げさだと思う割合が高かった国は、アルゼンチン（68.8％）、チリ（65.7％）、インド
（63.0％）、フランス（62.8％）、メキシコ（61.6％）、スペイン（60.1％）であった。 

大げさだと思わない割合が高かった国は、カナダ（50.7％）、トルコ（50.7％）、イギリス
（50.6％）、ニュージーランド（50.0％）、韓国（48.7％）、南アフリカ（48.2％）であった。 

図表 4-4-5 メディアは大げさだと思う割合 
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そう思わない 13.5%10.1% 7.4% 9.1% 5.9% 9.8% 10.5% 6.5% 7.8% 17.6% 6.5% 7.9% 16.7%10.2%15.6%18.5%14.1% 5.7% 3.3% 7.7% 21.7%24.2% 6.8% 9.6% 12.6%23.8%23.8%18.0%16.8%12.6%

あまりそう思わない 23.5%38.6%28.2%25.1%16.0%16.3%33.9%23.8%13.6%33.1%24.1%21.0%31.5%24.6%24.0%26.8%16.5%22.1% 8.6% 13.5%28.9%20.1%11.1%13.1%14.5%21.8%26.9%32.0%29.2%22.6%

どちらともいえない 31.9%29.0%41.4%38.0%19.5%31.9%33.3%32.8%15.6%19.0%35.1%22.1%20.5%21.2%27.8%12.6%22.5%18.2%25.4%18.7%17.8% 6.6% 13.4%11.6%11.4%17.1%21.0%21.9%21.7%22.3%
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Q4-1 新型コロナウイルスに対して（各国・地域名）のメディアは
大げさに騒ぎすぎている

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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新型コロナウイルス感染症を、インフルエンザ以上に深刻に考える必要はないといった考
えも世界中で一定数を占めていた。該当する意見の分布を図表 4-4-6 に示す。世界的に大き
な差はなく、「そう思う」の割合はおおむね 10～20％程度であった。割合が高かった国は、
インド（36.7％）が圧倒的に高く、次いでフランス（21.6％）イスラエル（19.3％）、アメリ
カ（19.1％）、オーストラリア（18.6％）スウェーデン（18.4％）、ドイツ（18.2％）であった。
日本は 11.0％であり、韓国（9.9％）、フィリピン（10.9％）に次いで低い割合であった。 

図表 4-4-6 新型コロナウイルス感染症はインフルエンザ以上に深刻ではないと思う割合 
 
4.5 行動制限の意識 
 行動制限は世界各国・各地域において、感染拡大抑止のための主要な対策の一つであっ

た。感染が疑われる人の行動制限についての意識として、陽性者は陰性化するまで外に出な
いようにすべきと思う割合（そう思う、ややそう思うの計）を、図表 4-4-7 に示す。おおむ
ねどの国・地域も 80％以上が高い割合であったが、日本（69.3％）とロシア（64.2％）のみ
が 70％を下回った。 

 
 
 

日
本

韓
国

台
湾

香
港

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

ト
ル
コ

ロ
シ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

南
ア
フ
リ
カ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
ギ
リ
ス

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
リ

メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

TOT
AL

そう思わない 53.8 69.1 65.1 54.7 62.3 67.1 58.9 64.4 42.6 64.4 43.6 52.4 65.7 55.5 66.2 65.6 58.6 70.6 54.5 64.8 60.1 76.5 63.6 65.3 71.4 56.3 60.9 57.9 55.4 60.7

どちらともいえない 35.2 21.0 21.6 29.2 26.7 20.9 26.6 21.1 20.7 18.6 32.2 28.3 18.7 27.5 21.0 16.0 23.2 15.4 23.8 19.8 23.2 9.1 21.4 19.2 15.1 24.5 23.0 24.2 26.0 22.6

そう思う 11.0 9.9 13.4 16.1 10.9 12.0 14.6 14.6 36.7 17.0 24.2 19.3 15.6 17.0 12.8 18.4 18.2 14.0 21.6 15.4 16.7 14.4 15.0 15.6 13.5 19.1 16.2 17.8 18.6 16.7

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q13-3 今回の新型コロナウイルス感染症を、インフルエンザ以上に
深刻に考える必要はない（単位:％）

そう思う どちらともいえない そう思わない
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図表 4-4-7 陽性者は外に出ないようにすべきだと思う割合 
 
感染者の多い地域の人は住んでいる都市の外への移動は避けるべきだと思う割合（そう思

う、ややそう思うの計）を、図表 4-4-8 に示す。 

図表 4-4-8 感染者の多い地域の人は、居住地域外への移動は避けるべきだと思う割合 
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Q4-4 新型コロナウイルス陽性者は陰性化するまで、
病院や自宅から外に出ないようにすべきだ

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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そう思わない 4.0% 1.0% 1.9% .8% .6% .6% .7% .3% .6% 1.8% 4.5% 4.0% 1.0% .8% 2.4% 5.7% 4.6% 1.7% 3.9% 3.0% 2.5% 2.5% 4.5% 1.4% 1.6% 2.6% 2.2% 1.9% 1.5% 2.4%

あまりそう思わない 6.3% 5.2% 4.4% 4.6% 1.8% 1.4% 1.4% 1.8% 2.4% 2.9% 11.7%10.3% 4.9% 4.2% 3.4% 9.8% 6.3% 3.3% 6.0% 5.0% 3.1% 3.7% 6.8% 2.6% 3.3% 5.6% 4.3% 3.8% 4.0% 4.8%

どちらともいえない 27.2%15.4%18.3%24.6% 3.5% 7.5% 11.9% 8.2% 7.0% 6.5% 25.1%18.1% 8.9% 5.7% 10.9%14.7%16.5% 9.9% 19.9%11.2%13.4% 3.6% 6.6% 5.0% 5.7% 14.0%12.8%13.2%11.9%12.8%
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Q4-5 新型コロナウイルス感染者の多い地域の人は、
自分の住んでいる都市の外への移動は避けるべきだ

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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割合が高かった国は、フィリピン（94.2％）、チリ（91.1％）、インドネシア（90.5％）、ブ
ラジル（90.2％）、インド（90.0％）、マレーシア（89.7％）、ナイジェリア（89.2％）、トルコ
（88.8％）、メキシコ（89.3％）であった。日本は 62.5％であり、ロシア（58.7％）に次いで
低い割合であった。 

日本とロシアは「どちらともいえない」の割合が高いことによる結果ではあるが、感染が
疑われる人が活動することについては世界的に見て寛容だといえる。 

 
5 本章のまとめ 
 
本章における意見分布を通して、政府への信頼は、もともと政府への信頼が高い国・地域

を除けば、感染を抑え込んでいた国・地域ほど高い傾向が見られた。政府の個々の対策では、
トルコ、チリ、インド、メキシコが高評価であった。日本は感染対策を重視する割合では最
低水準であり、世界的に見て感染不安が高いわけではなく、また感染拡大状況も世界的に見
れば抑え込んでいた部類であるにも関わらず、政府・政策への評価はおおむね最低水準であ
った。エデルマン・トラスト・バローメーターによれば、日本はコロナ以前の十年間を見て
も、政府への信頼は調査対象国のうち最低水準であり、また政府だけでなく、企業、メディ
ア、NGO/NPO に対する信頼度も一貫して低水準である（Edelman, 2012; エデルマン・ジ
ャパン, 2021）。今回の調査結果もその水準が反映されたものであろう。その意味では、行動
や意思決定の主要因が必ずしも“信頼”ではないという文化的・心理的な土壌があり、それは
公衆衛生上の問題への対処として斉一的な行動が求められる状況には好都合であったとも考
えられる。 
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第 5 章 コロナ禍における各国の雇用/家計の状況 

 
   堀川裕介 

 
1  雇用および家計の状況 
 
1.1 コロナ禍と失業 

 
図表 5-1-1 各国失業率の推移（年平均, 出典は IMF） 

2019 2020 2021 2022
日本 2.4 2.8 2.8 2.6
韓国 3.8 3.9 3.7 3.0
台湾 3.7 3.9 4.0 3.6
香港 2.9 5.8 5.2 4.5
フィリピン 5.1 10.4 7.8 5.7
インドネシア 5.2 7.1 6.5 5.5
シンガポール 2.3 3.0 2.7 2.1
マレーシア 3.3 4.5 4.7 4.5
トルコ 13.7 13.1 12.0 10.8
ロシア 4.6 5.8 4.8 4.0
イスラエル 3.8 4.3 5.0 3.9
南アフリカ 28.7 29.2 34.3 34.6
フィンランド 6.7 7.8 7.6 7.0
スウェーデン 7.0 8.5 8.8 7.6
ドイツ 3.0 3.6 3.6 2.9
イタリア 9.9 9.3 9.5 8.8
フランス 8.4 8.0 7.9 7.5
スペイン 14.1 15.5 14.8 12.7
イギリス 3.8 4.6 4.5 3.8
ブラジル 12.0 13.8 13.2 9.8
アルゼンチン 11.6 8.7 6.9 6.9
チリ 7.2 10.8 8.9 7.9
メキシコ 3.5 4.4 4.1 3.4
アメリカ 3.7 8.1 5.4 3.7
カナダ 5.8 9.6 7.4 5.3
ニュージーランド 4.1 4.6 3.8 3.4
オーストラリア 5.2 6.5 5.1 3.6

凡例 5%未満

5%以上～10%未満

10%以上

出典 IMF：https://www.imf.org/external/datamapper/
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 29 か国比較調査ではコロナ禍によって人々の雇用状況、経済状況、働き方や労働意識の
変化についても質問を設けた。以降では各設問の結果を紹介していくが、その前に、一つの
参考として各国の失業率の推移を紹介しておきたい。図表 5-1-1 は本調査が対象とした 29 か
国を可能な限り網羅的に、また統一的な集計方法によって比較できるデータとして、IMF（国
際通貨基金）が公表している失業率の年平均値を表にしたものである。なお、時系列はコロ
ナ禍以前の 2019 年から調査翌年の 2022 年までを含み、調査時点だけでなく前後の推移を追
えるようにした。また 29 か国のうちインドとナイジェリアは IMF データ上でも欠損値とな
っていたため表から除いている。 

 表を一覧すると、後述する一部の国を除いて 2019 年から 20 年もしくは 21 年にかけて
失業率が増加し、それ以降は減少している。ここからは、コロナ禍に伴って一時的に雇用状
況が圧迫したものの、3 年目以降は改善に転じたことが見て取れる。ただしトルコやアルゼ
ンチンでは 2019 年から 22 年にかけ失業率が一貫して下がり続け、南アフリカでは逆に一貫
して増加傾向である。これらの 3 か国ではコロナ禍以外の各国固有の事情も働いていたと考
えられるが、本書ではこれ以上の検討は控えたい。もちろん経済状況や雇用状況を表すもの
としてある機関の集計方法による失業率データだけをもって代表させることはできないが、
以降の 29 か国調査結果を見る上での一つの参考として念頭に置かれたい。 

 さて、上記のデータを踏まえて本調査結果を見てみよう。図表 5-1-2 はコロナ禍以前か
ら調査時点にかけて一度でも失業を経験した人の、各国調査対象者全体に占める割合を示し
ている。図表の数値を見ると、日本やフランスが 10%未満である以外は該当率が軒並み 10%
を超えており、特にフィリピン、マレーシア、チリ、メキシコなどが 25%を超える高い割合
を示した。どの国も公的統計と比べて高い値となっているが、それはコロナ禍の始まりから
調査時点までに一度でも失業を経験した場合には「該当」となる質問形式であることによる
ものと考えられる。ただし、トルコ、南アフリカ、スペイン、ブラジルといった図表 5-1-1 で
失業率の高かった国々については、調査サンプルがそれぞれの国を代表すると仮定すれば本
来他国よりも高い値になることが推測されるが、結果としてそうなっていないことを見ると、
サンプリング次元での大小の偏りもあると考えられる。 
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図表 5-1-2 コロナ禍以降、失業した人の割合 
 
1.2 コロナ禍と家計 

図表 5-1-3 コロナ禍以降、収入・資産が減った人の割合 
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図表 5-1-4 コロナ禍以降、生活に支障が生じた人の割合 
 
本調査サンプルでは、コロナ禍に伴う失業経験者は少ない国で 10%未満、多い国で 30%前

後であり、29 か国平均ではサンプル全体の 17.6%であった。これに対し、図表 5-1-3、図表
5-1-4 からは家計への悪影響が雇用よりも広い範囲の人々に及んでいたことが分かる。特に
日本は失業の割合が 10%未満であるのに、収入・資産の減少は 60%超、生活への支障も 30.4%
に上るなど、雇用は守られた反面で家計への影響は小さくなかったことが見て取れる。 

国ごとの傾向を見ると、総じて該当率が高いのはフィリピン、インド、南アフリカ、ナイ
ジェリア、ブラジル、チリ、メキシコなどであり、これは失業の結果とも概ね共通していた。
日米欧などの先進国ではコロナ禍での経済的被害に対する政府の財政出動が比較的潤沢であ
ったのに対し、新興国・途上国ではそうした余裕が乏しいために雇用や家計への影響が大き
かったことが、各国の違いの背景にあるのではないかと考えられる。ただし、一口に財政出
動と言っても、業界や地域ごとの損失補償の形をとるものから、失業保険や一律現金給付な
ど被害者の包括的救済を図るものまでさまざまであり、各国の政策オプションによって効果
の現れ方も多様であると考えられるため、特に先進国同士の比較においては各国の国情、経
済構造、政策などの違いを踏まえながら評価する必要があるだろう。 

 
※Q16 では上記以外に「休業」の経験についても尋ねた。同結果については別途の表一覧

を参照されたい。 
 
 

30.4

42.5

26.1

45.9

75.9

53.7

40.6

53.5

69.866.1

46.345.0

67.9
58.4

34.9
42.2

46.8
53.8

30.7

42.2
38.8

72.2

50.7

60.7
56.7

43.644.4
40.1

36.5

48.1

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

日
本
韓
国
台
湾
香
港
フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

ト
ル
コ

ロ
シ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

南
ア
フ
リ
カ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
ギ
リ
ス

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
リ
メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

TO
TAL

Q16-2 生活に支障が生じた （単位: ％）



 

- 77 - 
 

2  電子会議システムの利用 
 

図表 5-2-1 仕事での電子会議システム利用 
 

 
 コロナ禍では、感染防止のための移動制限が各国で行われたこともあり、ICT ツールを

用いて職場以外で職務を行う遠隔勤務が注目された。本調査では電子会議システムの利用に
焦点を当て、コロナ禍意向調査時点までの利用経験を尋ねたが、その結果（図表 5-2-1）を見
ると、日本、フィリピン、インドネシア、インド、ナイジェリア、チリ、メキシコで該当率
が 60%を超えていた。日本を除けば 1.1 で紹介した失業経験者の割合が高い国と重複してい
る点が興味深いところである。想像になってしまうが、こうした国々ではコロナ禍による経
済活動の冷え込みに耐えうる産業が先進国と比べると未だ乏しく、また政府の財政出動も潤
沢ではないと考えられるため、人々においては自力救済的に失業に対応するほかなく、一つ
の活路としてインターネットを介した何らかの経済活動（個人規模のネット通販や SNS 等
でのアフィリエイト収入獲得など）に転じた人々が多かったのではないかと考えられる。も
ちろん、雇用を維持しながら遠隔勤務に移行した人々が多かった国もあると考えられるため、
結果の評価には各国の産業構造や ICT 政策を踏まえる必要があることは言うまでもない。 

 
※Q17 では上記以外に「学習」「プライベートで」の電子会議システム利用経験について

も尋ねた。同結果については別途の表一覧を参照されたい。 
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3 仕事に関する価値観の変化 
 
3.1 遠隔勤務と対面勤務への意識 

 
図表 5-3-1 対面勤務より遠隔勤務の方が良いと思うか 

 
 図表 5-2-1 で見た通り、韓国、台湾、ドイツなど一部の国を除けば、電子会議システム

の利用率は 40～50%に達し、60%を超える国も見られた。この傾向は対面勤務から遠隔勤務
への移行にも結びついていると思われ、それによる意識の変化がどのようなものであったか
尋ねた。結果は図表 5-3-1～5-3-3 に表した通りである。 

 対面よりも遠隔勤務の方が良いとする人の多い国は、フィリピン、インドネシア、イン
ド、南アフリカ、ナイジェリア、ブラジル、メキシコなどで、前節でみた電子会議システム
の利用割合が多い国と概ね一致している。素直に解釈すれば、電子会議システムの利便性を
評価したことと相まって働き方への意識も変わったものと考えられるが、各国のコロナ禍前
後の働き方の変化や ICT の利用実態を踏まえなければ正確なところは分からない。 
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図表 5-3-2 電子会議システムの利用に対する抵抗感 

図表 5-3-3 対面会議の必要性について 
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Q7-4 ＷＥＢ会議システムを使用した働き方に抵抗がなくなった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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Q7-5 対面での会議は必要ないと思うようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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 なお、電子会議システムの利用に対する抵抗感が「なくなった」の割合や、対面での会
議が「必要ないと思うようになった」の割合も、東南アジア、アフリカ、中南米諸国で同じ
ように高い傾向が見られた。 

 一方、電子会議システムの利用率が高かった国の中で、日本は例外的に遠隔勤務などへ
の肯定的意識がさほど高くはない。ただ、ドイツ、イタリア、フランス、スペインといった
欧州諸国と肯定の割合はほとんど変わらないため、これは先進国ではある程度共通の傾向と
言えるかもしれない。ICTが発達し、遠隔勤務を取り入れ可能な産業も多い先進国において、
なぜ新興国や途上国よりも遠隔勤務や電子会議システムの肯定的意識が高まらないのか。こ
れは今後探求するに値する興味深いテーマと言えよう。 

 
3.2 仕事への意欲と満足 
コロナ禍に伴い、私たちの労働習慣や働き方への意識はどれほど変わっただろうか。遠隔

勤務の取入れによって職場以外で過ごす時間が増えたことは、仕事とプライベートのバラン
スをプライベート重視の方向に引き寄せたと考えられるが実際はどうか。 

本調査では（図表 5-3-4）、プライベート重視への変化は東南アジア、インド、トルコ、ア
フリカ、中南米諸国において多く見られた。一方の先進諸国では、アメリカ、カナダ、台湾
などが比較的高かったが、日本やドイツでは回答者全体の 40%前後にとどまった。 

図表 5-3-4 ワークライフバランスを重視するようになったか 
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そう思う 38.8%40.4%65.2%50.0%84.4%81.2%65.9%74.6%76.7%74.1%52.3%48.6%69.3%78.5%59.2%45.6%34.4%55.1%55.4%49.2%52.3%82.1%60.7%65.2%68.1%58.0%53.8%54.5%52.1%58.9%
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Q7-6 ワークライフバランスを重視する傾向になった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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私たちが別途行った日本国内の調査（橋元ほか[2021], 橋元ほか[2022]）では、遠隔勤務
に伴って自宅で過ごす時間や家族との交流が増えたことを遠隔勤務実施者の半数以上が肯定
的に評価していたことから、上記の数字はやや低く出ている可能性も考えられる。しかし反
面で、同じ調査において「仕事の効率が低下した」との意見も多数に上ったことに鑑みると、
遠隔勤務が一方向的にプライベート重視につながると考えるのは早計なのかもしれない。 

コロナ禍と仕事への意欲や満足の関係を示唆する結果が図表 5-3-5 と 5-3-6 である。こち
らでも総じて東南アジア、アフリカ、中南米諸国の肯定的回答が多い傾向が見られるが、日
本を筆頭に東アジアや欧米の先進諸国では否定的回答が肯定的回答を大きく上回っている。
これらの国々ではコロナ禍による失業は低水準に抑えられながらも、遠隔勤務によってプラ
イベートの一定の充実もあったと考えられるのだが、人々の回答を見る限りでは労働意欲の
減退や不満の意識がどちらかと言えば高まっている結果である。これも様々な要因との関係
を解きほぐさなければ実相は分からないが、例えば遠隔勤務などによる働き方や労働環境の
変化に十分適応できなかったり、同僚とのコミュニケーションが取りにくくなったことなど
による効率の低下が起きたりといった事情によって、仕事に十分打ち込めない、仕事からの
達成感が得られないなどの負の効果が表れている可能性があるだろう。こうした点も、なぜ
先進国で顕著で新興国や途上国では逆の回答傾向なのかといった比較も含めて、今後研究を
深める必要があると考えられる。 

図表 5-3-5 仕事への意欲が高くなったか 
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あてはまらない 32.1%14.6%13.0% 6.2% 0.7% 5.1% 2.8% 2.9% 0.7% 4.2% 9.6% 6.3% 4.2% 4.1% 3.2% 5.4% 13.9% 5.1% 13.1% 7.3% 5.0% 7.4% 9.5% 7.1% 7.3% 5.4% 2.7% 4.7% 5.5% 7.4%

もともとそうだった 19.2%19.6%29.2%23.5%14.9% 9.3% 35.1%28.8%11.9% 8.6% 17.5%30.0%27.2%19.3%44.4%32.7%27.5%31.2%12.3%24.3%34.6%23.2%24.0%21.2%19.5%29.2%36.2%36.0%32.8%25.1%
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Q7-7 仕事への意欲が高くなった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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図表 5-3-6 仕事への満足度が高くなったか 
  
※Q7 では上記以外に「時差通勤」「給与のよい仕事に就きたいか」「人の役に立つ仕事が

したいか」などについても尋ねた。同結果については巻末の資料を参照されたい。 
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Q7-8 仕事の満足度が高くなった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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第 6 章 コロナ禍のメディア利用 

 
   橋元良明 

 
1 各種メディアへの接触時間 
 
1.1 テレビ視聴時間 

図表 6-1-1 テレビ視聴時間 
 

我々の調査では日頃のメディア接触時間についても質問している。質問文では各メディア
とも「平日」かつ「プライベートな利用」に限定した時間量を自己報告で聞いた。なお、利
用していない場合、利用時間を 0 として平均値の計算処理をした。 

図表 6-1-1 はテレビ視聴時間を示したものである。テレビ視聴時間の上位 5 カ国は①ブラ
ジル(296.4 分)、②トルコ(265.8 分)、③アメリカ(262.6 分)、④イギリス(247.3 分)、⑤南ア
フリカ(239.0 分)であり、日本は 159.7 分で第 25 位と 29 カ国中かなりの低位であった。最
下位は台湾の 109.0 分である。ちなみに総務省情報通信政策研究所と橋元らが毎年実施して
いる共同研究調査（「令和３年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」。全
国対象訪問留置法によるもので N=1500）によれば日本人（13 歳から 69 歳、平日）の 2021
年度のテレビ視聴時間平均は 146.0 分で、今回の日本の調査結果がとりわけ少ない値であっ
たわけではない。橋元編著(2021)によれば、日本人のテレビ視聴時間はこの 25 年でリニア
に減少傾向にあり、一方でインターネットの利用時間が増加しているが、今回の日本の結果
の場合、インターネットの利用時間が長いせいでその分、他国と比べテレビ視聴時間が少な
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いというわけでもない。なぜなら後述するようにインターネットの利用時間も 29 カ国中最
下位だからである。 

 
1.2 新聞閲読時間 
図表 6-1-2 は新聞の閲読時間を示したものである。新聞閲読時間の上位 5 カ国は①インド

(84.2 分)、②トルコ(76.2 分)、③ナイジェリア(73.7 分)、④メキシコ(58.6 分)、⑤アメリカ
(54.3 分)であり、日本は 12.9 分で 29 カ国中最下位であった。前述の総務省と橋元らの共同
研究調査によれば日本人の新聞閲読時間平均は 7.2 分であり、別の調査からも日本人の新聞
閲読時間は極めて少ないようである。 

 

図表 6-1-2 新聞を読む時間 
 

1.3 パソコンやタブレット端末でのインターネット利用時間 
 図表 6-1-3 はパソコンやタブレット端末でのインターネット利用時間を示したものであ

る。この時間の上位 5 カ国は①アルゼンチン(359.8 分)、②メキシコ(343.0 分)、③南アフリ
カ(332.2 分)、④チリ(328.8 分)、⑤フィリピン(325.9 分)であり、その他、ブラジル(323.2
分、6 位)などの中南米諸国において時間が長い傾向にある。日本は 152.8 分で 29 カ国中最
下位であった。前述の総務省と橋元らの共同研究調査によれば日本人の PC／タブレットに
よるインターネット利用時間の平均は 70.0 分であり、今回の調査の数値よりさらに低い。ち
なみにアメリカは 273.2 分で第 15 位である。次に述べるように日本はスマートフォンによ
るインターネット利用時間も最下位であり、「インターネット利用がもっぱらスマートフォ
ンによって行われているから PC／タブレットによるインターネット利用時間が少ない」と
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Q1-2 新聞を読む時間（紙媒体の新聞） （単位: 分）
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いうわけでもない。 
 

図表 6-1-3 パソコンやタブレット端末でのインターネット利用時間 
 
1.4 スマートフォンや携帯電話でのインターネット利用時間 

図表 6-1-4 スマートフォンや携帯電話でのインターネット利用時間 
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Q1-3 パソコンやタブレット端末（ｉＰａｄなど）での
インターネット利用時間（単位: 分）
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Q1-4 スマートフォン（ｉＰｈｏｎｅ、アンドロイド端末など）
や携帯電話でのインターネット利用時間 （単位: 分）
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図表 6-1-4 はスマートフォンや携帯電話でのインターネット利用時間を示したものである。
この時間の上位 5 カ国は①ナイジェリア(477.8 分)、②インドネシア(384.8 分)、③チリ(375.5
分)、④フィリピン(360.7 分)、⑤アルゼンチン(352.1 分)で、島嶼国家、中南米諸国において
モバイルインターネットの利用時間が長く、固定電話の電話通信網の整備状況とは反比例す
る関係にある。また、概してひとりあたり GDP の低い国においてモバイルインターネット
の利用時間が長い傾向にある。日本は 122.7 分で、PC／タブレットによるインターネット利
用時間同様、モバイル機器によるインターネット利用時間も 29 カ国中最下位の第 29 位であ
った。ちなみにアメリカは 235.1 分で第 14 位である。総務省と橋元らの共同研究調査によ
れば日本人のスマートフォンによるインターネット利用時間の平均は 109.6 分であり、今回
の調査の数値とほぼ同様である。デバイスを問わず、今回の調査で日本人のインターネット
利用時間が極めて低い値を示した理由は不明であるが、(1)「プライベートの利用」という質
問文を意識しすぎた、(2)動画やゲーム、ショッピングなどのためのアプリの利用を「インタ
ーネット利用」と認識しない人がいた、などのことがあるのかもしれない。実際、大学生に
調査をすると、「スマホの動画視聴やゲームはインターネット利用ですか？」という質問をし
てくる学生が存在する。 

 
1.5 電子機器でのゲーム時間 
 

図表 6-1-5 電子機器でのゲーム時間 
 
図表 6-1-5 は電子機器でのゲームの利用時間を示したものである。この質問は、将棋やト

ランプ、バックギャモンなどの遊具によるゲームを排したゲーム時間を問うものであり、英
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Q1-5 電子機器でのゲーム時間 （単位: 分）
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語での調査では“Time spent playing games on electronic devices”としている。この時間の上
位 5 カ国は①フィリピン(125.5 分)、②トルコ(124.4 分)、③アメリカ(119.9 分)、④ブラジ
ル(116.3 分)、⑤メキシコ(108.1 分)である。日本は 18.9 分で 29 カ国中最下位であった。総
務省と橋元らの共同研究調査によれば、質問の文言は同一ではないが「オンラインゲームの
利用時間」は 20.3 分であり、今回の調査の数値とほぼ同様である。この質問文はやや曖昧な
点があり、「電子機器」として PC やスマートフォンは含まれないと解した回答者がいた可能
性は排除できない。電子機器によるゲーム時間は若年層で長く、中高年以上では短い傾向に
あり、日本ではとくにその傾向が強いが、これは必ずしも日本に限った現象ではない。 

 
1.6 テレビでニュースを見る時間 
図表 6-1-6 はテレビでニュースを見る時間を示したものである。今回の調査であえて「ニ

ュース視聴時間」を尋ねた理由の一つは、新型コロナウイルスに対する危機感や政府に対す
る批判意識がテレビニュースの視聴の多寡と関連をもつかどうかを分析するためである。 

この時間の上位 5 カ国は①ブラジル(124.4 分)、②トルコ(109.0 分)、③アメリカ(93.9 分)、
④インド(91.0 分)、⑤フィリピン(88.2 分)である。上位 3 カ国は、図表 6-1-1 で示された「テ
レビ視聴時間」とまったく同じであるが、「テレビニュース視聴時間」が「テレビ視聴時間」
の部分集合である以上、この結果は自然である。日本は 52.0 分で 23 位であり、テレビの視
聴時間の 25 位とほぼ同様の位置にある。 

 

図表 6-1-6 テレビでニュースを見る時間 
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Q1-6 テレビでニュースを見る時間 （単位: 分）
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テレビニュース視聴時間と「不安」「政府批判」との関連であるが、日本(東京)の 1100 サ
ンプルを対象に、視聴時間と不安・政府批判関連の質問との順位相関分析を行った結果、図
表 6-1-7 に示されるように、日本では仮説通り、テレビニュースの視聴時間が長いほど、新
型コロナウイルスに対する不安が大きく、政府の対策に関するいくつかの項目の評価がマイ
ナス（批判的）であった。ニュースの内容分析データを欠くため、確定的なことは言えない
が、概してニュースでは新型コロナウイルスへの感染に注意を促し、検査対策の不備や医療
体制の逼迫を扱った内容が多いことがこの結果につながったのではないかと推察される。 

 

 
図表 6-1-7 「テレビでニュースを見る時間」と「不安」｢政府の対策評価」 

    との順位相関(ρは順位相関係数。日本[東京]、N=1100) 
 
2  SNS、ブログ、ネット記事で新型コロナウイルス関連情報に接する頻度 
 
2.1 SNSで新型コロナウイルス関連の投稿を読む頻度 
図表 6-2-1 は SNS で新型コロナ関連投稿を読む頻度を示したものである。日本調査では、

SNS について「Twitter、LINE、Facebook、Instagram など」という例示をつけているが、
他の国の調査では各国の実情に合わせ「SNS」の名称および実例をローカライズしている（た
とえば英国調査では SNS ではなく Social media とし、LINE の代わりに WhatsApp を例示し
ている)。 

 この質問は各国版とも選択肢は 5 択(日本調査では「よくある」「たまにある」「どちらと
もいえない」「あまりない」「まったくない」)であるが、このように中間項（どちらともいえ
ない）を選択肢に入れた場合、日本人の回答はその中間項に偏り、両極選択肢の回答比率が
低くなる傾向が往々にしてみられる。そのため、本章では(1)肯定的回答（「よくある」と「た
まにある」の合計。「ある」と略記）、(2)中間（「どちらともいえない」）、(3)否定的回答（「あ
まりない」と「まったくない」の合計。「ない」と略記）の 3 値に分けたデータで記述する。
なお、Q2 の回答対象者は、SNS やブログの非利用者も含め、調査対象者全体である。 

＜危機感／不安＞（「そう思う」なら係数が正） ρ p値 方向性
私が今もっとも恐れているのは新型コロナウイルスだ 0.192 <.0001 見るほど不安大
新型コロナウイルスのことを考えると不安になる 0.134 <.0001 見るほど不安大
＜政府の対策評価＞（「評価する」なら係数が正）
新型コロナウイルス感染の検査体制 -0.063 0.038 見るほど批判的
医療体制の整備 -0.079 0.009 見るほど批判的
＜政府の対策の全体的評価＞（「そう思う」が係数が正）
国の政府や自治体は、新型コロナウイルスへの十分な対策をとらなかった 0.097 0.001 見るほど批判的
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図表 6-2-1 SNS で新型コロナ関連投稿をよむ頻度 
 
「ある」の回答比率の上位 5 カ国は①インド(95.0%)、②フィリピン(94.4%)、③トルコ

(93.7%)、④ナイジェリア(92.4%)、⑤マレーシア(91.5%)であった。日本は 40.0%で 29 カ
国中第 27 位であった。反対の「ない」の比率では日本は 48.9%で第 2 位である。元の 5 値
の「よくある」だけの順位を見れば日本は 13.5%で最下位の第 29 位、第 1 位はフィリピン
の 77.3%である。ちなみに、アメリカの「ある」(3 値)の回答比率は 73.8%で第 15 位であ
る。 

Q1 によれば、日本は今回の対象国中、PC／タブレットであれ、スマートフォンであれ、
インターネット利用時間が調査対象国の他国より極めて少ない。それに連動して SNS の利
用時間自体が他国より少なく、それが結果に反映された可能性がある。また、SNS のメッセ
ージの内容分析データを欠いているために推測になるが、日本の SNS では政治的意見の交
換が少なく、新型コロナのような社会的争点に関するメッセージ自体も全体的に少ない傾向
にあり、そのことが影響しているとも考えられる。 

 
2.2 ブログで新型コロナウイルス関連の記事を読む頻度 
本項でも、(1)肯定的回答（「よくある」と「たまにある」の合計。「ある」と略記）、(2)中

間（「どちらともいえない」）、(3)否定的回答（「あまりない」と「まったくない」の合計。「な
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い」と略記）の 3 値に分けたデータで記述する。 
「ある」の回答比率の上位 5 カ国は①インド(87.6%)、②フィリピン(81.5%)、③ナイジェ

リア (71.7%)、④トルコ (70.3%)、⑤インドネシア(70.1%)であり、上位 5 位中 4 カ国が
「SNS で新型コロナウイルス関連の投稿を読む頻度」と同じ顔ぶれである。日本は 19.1%で
29 カ国中最下位の第 29 位であった。反対の「ない」の比率では日本は 67.2%で第 2 位であ
る。元の 5 値の「よくある」だけの順位を見れば日本は 5.3%で最下位の第 29 位、第 1 位は
インドの 37.7%である。ちなみに、アメリカの「ある」(3 値)の回答比率は 52.0%で第 12 位
である。 

本項に関しても、前項同様、日本のインターネット利用時間が調査対象国の他国より極め
て少ないことが影響していると考えられ、また、日本のブログでは新型コロナのような社会
的争点に関する記述自体が、ブログ全体からみれば他国と比較して少ない可能性もある。 

図表 6-2-2 ブログで新型コロナ関連の記事を読む頻度 
 
2.3 ネットのニュースで新型コロナウイルス関連の記事を読む頻度 
本項でも、(1)肯定的回答（「よくある」と「たまにある」の合計。「ある」と略記）、(2)中

間（「どちらともいえない」）、(3)否定的回答（「あまりない」と「まったくない」の合計。「な
い」と略記）の 3 値に分けたデータで記述する。 

「ある」の回答比率の上位 5 カ国は①インド(90.7%)、②フィリピン(90.0%)、③ブラジル
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(87.0%)、④インドネシア(86.8%)、⑤トルコ(86.7%)であり、上位 5 位中 4 カ国が「ブログ
で新型コロナに関連する記事を読む頻度」と同じ顔ぶれである。日本は 69.7%で 29 カ国中
第 20 位であった。反対の「ない」の比率では日本は 19.0%で第 14 位である。元の 5 値の
「よくある」だけの順位を見れば日本は 29.2%で第 20 位、第 1 位はブラジルの 62.0%であ
る。ちなみに、アメリカの「ある」(3 値)の回答比率は 71.2%で第 19 位である。 

本項に関しても、前項同様、日本のインターネット利用時間が調査対象国の他国より極め
て少ないことが関係していると考えられる。 

 

図表 6-2-3 ネットのニュースで新型コロナ関連の記事を読む頻度 
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る。SNS については、各国の実情に合わせ「SNS」の名称および実例をローカライズしてい
る（たとえば英国調査では SNS ではなく Social media とし、LINE の代わりに WhatsApp を
例示した)。 
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全体(total)では、1 位にあげられたメディアの平均比率は、多い順に(1)「テレビ」が 39.2%、
(2)「ネット記事」が 25.2%、(3)「SNS」が 19.6%、(4)「新聞」が 7.0%、(5)「ネット動画」
が 4.7%、(6)「ブログ」が 0.5%であり、マスメディアの「テレビ」が依然、役立ち度がもっ
とも高いという結果が見られる。 

 

図表 6-3-1 新型コロナウイルス感染症に関する情報を入手する際、 
もっとも役立っているメディア（SA） 
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Q3 あなたが新型コロナウイルス感染症に関する情報を入手する際、もっと
も役立っているメディアについて、次のうちからひとつお選びください。
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ネット記事 ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、
Ｆａｃｅｂｏｏｋなど）

ブログ ネット動画（ＹｏｕＴｕｂｅなど）
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テレビ 49.8 45.8 45.0 40.1 38.7 40.4 25.0 26.9 37.8 44.8 24.8 40.5 37.0 29.2 25.0 31.6 42.3 46.5 47.0 46.7 42.3 47.1 42.9 40.6 31.6 36.5 42.5 36.5 41.2 39.2 

新聞 5.9 2.5 2.7 9.1 1.1 2.6 18.8 7.1 12.7 2.5 1.4 5.4 2.4 3.4 19.1 6.1 8.8 6.9 8.9 8.8 11.4 10.2 2.5 2.0 2.4 7.2 5.9 9.3 8.2 7.0 
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ある。日本のテレビ視聴時間は、本調査では第 25 位にすぎないが、新型コロナウイルスに関
し、役立つメディアとしての評価は第 1 位であることは興味深い。 

「ネット記事」を1位とした上位5カ国は①フィンランド(43.2%)、②スウェーデン(42.3%)、
③ロシア(41.1%)、④韓国(37.7%)、⑤ドイツ(29.2%)であり、日本は 23.4%で第 17 位、ア
メリカは 24.7%で第 15 位であった。 

「SNS」を 1 位とした上位 5 カ国は①ナイジェリア (41.1%)、②マレーシア (40.1%)、③
フィリピン (35.5%)、④インドネシア (35.2%)、⑤香港(32.1%)であり、日本は 10.2%で第
25 位、アメリカは 20.3%で第 15 位であった。 

「新聞」を 1 位とした上位 5 カ国は①フィンランド(19.1%)、②シンガポール(18.8%)、③
インド(12.7%)、④イギリス(11.4%)、⑤ブラジル(10.2%)であり、日本は 5.9%で第 16 位、
アメリカは 7.2%で第 12 位であった。 

「ネット動画」を 1 位とした上位 5 カ国は①ブラジル (8.9%)、②インド(7.4%)、同率②
メキシコ(7.4%)、④台湾(6.5%)、同率④南アフリカ (6.5%)であり、日本は 2.0%で第 28 位、
アメリカが 5.8%で第 7 位であった。 

「ブログ」を 1 位とした上位 5 カ国は①イスラエル(1.7%)、②南アフリカ(1.4%)、③ロシ
ア (1.1%)、④ドイツ(0.8%)、同率で④ナイジェリア(0.8%)であり、日本は 0.5%で第 12 位、
アメリカも 0.5%で同率 12 位であった。 

 
4  各種メディアの信頼度 
 
4.1 テレビニュース 

図表 6-4-1 テレビニュースの信頼度 
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Q12-1 テレビのニュース （単位: 点）
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今回の調査では、いくつかのメディア情報および「政府の発表情報」について「次の記事、
情報について、全面的に信頼している場合は 100 点、まったく信頼していない場合は 0 点、
普通の場合は 50 点として、0 点から 100 点までの点数をご記入ください」という質問文で
信頼の度合いを評価してもらった。 

まず「テレビのニュース」に関する点数の平均値は図表 6-4-1 の通りである。点数の高い
ものから上位 5 カ国は①フィンランド(69.5%)、②フィリピン(68.4%)、③ナイジェリア
(64.5%)、④南アフリカ(61.7%)、⑤インドネシア(59.8%)であった。日本は 47.4%で第 20
位、アメリカは 44.9%で第 23 位であり、日米両国ともテレビニュースに対する信頼度はあ
まり高くない。ちなみに最下位の 29 位は 33.6%のロシアである。 

 
4.2 新聞記事 
「新聞記事」に関する点数の平均値は図表 6-4-2 の通りである。点数の高いものから上位

5 カ国は①フィンランド(61.0%)、②フィリピン(58.0%)、③シンガポール(54.5%)、④マレ
ーシア(53.6%)、⑤台湾(52.4%)であり、第 1 位と第 2 位はテレビニュースと同じフィンラン
ドとフィリピンであった。日本は 44.0%で第 16 位と 29 カ国中ほぼ中位、アメリカは 37.8%
で第 25 位と下位に属する。最下位はテレビと同様 28.7%でロシアであり、ロシアでのマス
メディアの信頼性評価は極めて低い。 

図表 6-4-2 新聞記事の信頼度 
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Q12-2 新聞記事 （単位: 点）
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4.3 ネットのニュース記事 

図表 6-4-3 ネットのニュース記事の信頼度 
 
「ネットのニュース記事」に関する点数の平均値は図表 6-4-3 の通りである。点数の高い
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(53.4%)、④南アフリカ(51.6%)、⑤フィンランド(51.5%)である。日本は 39.3%で第 22 位、
アメリカは 37.0%で第 26 位と両国とも下位に属する。最下位の位第 29 位はフランスの
31.4%であった。 

 
4.4 SNSに投稿された情報 

図表 6-4-4 SNS に投稿された情報の信頼度 
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Q12-3 ネットのニュース記事 （単位: 点）
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Q12-4 ＳＮＳに投稿された情報 （単位: 点）
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「SNS に投稿された情報」に関する点数の平均値は図表 6-4-4 の通りである。点数の高い
ものから上位 5 カ国は①ナイジェリア(47.7%)、②フィリピン(47.3%)、③インドネシア
(44.6%)、④台湾(42.4%)⑤香港(41.5%)であり、日本は 24.8%で第 23 位、アメリカは 25.3%
で第 21 位と、両国とも 29 カ国中下位に属する。 

 
4.5 新型コロナウイルスに関連する政府の発表情報 

図表 6-4-5 新型コロナウイルスに関連する政府の発表情報の信頼度 
 
「新型コロナウイルスに関連する政府の発表情報」に関する点数の平均値は図表 6-4-5 の

通りである。点数の高いものから上位 5 カ国は①ニュージーランド(69.8%)、②台湾(67.1%)、
③シンガポール(64.7%)、④インドネシア(64.6%)、⑤フィンランド(63.2%)であった。新型
コロナウイルス感染症対策が比較的良好な国において、政府情報の信頼度が高い傾向にある。
日本は 42.5%で第 24 位、アメリカは 45.5%で第 21 位と、両国とも下位に属する。最下位の
第 29 位は 37.3%のロシアであった。 
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資料１．各国サンプルの分布 

 
日本 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 50  100 
20 代 100 100  200 
30 代 100 100  200 
40 代 100 100  200 
50 代 100 100  200 
60 代 100 100  200 
合計 550 550  1100 
 
世帯年収 人数 
２００万円未満 100 
２００万円以上～４００万円未満 182 
４００万円以上～６００万円未満 182 
６００万円以上～８００万円未満 144 
８００万円以上 237 
わからない、答えたくない 255 
合計 1100 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 602 
パートタイム、アルバイト 118 
専業主婦（夫） 138 
学生・生徒 138 
無職（退職後の生活を含む） 104 
合計 1100 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 34 
高校 221 
短大・高専、専門学校 193 
大学・大学院 631 
あてはまるものはない 21 
合計 1100 
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韓国 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 26 29  55 
20 代 100 100  200 
30 代 100 100  200 
40 代 100 100  200 
50 代 100 100  200 
60 代 100 95  195 
合計 526 524  1050 
 
世帯年収 人数 
３０，０００，０００ ＫＲＷ未満 186 
３０，０００，０００ － ４４，９９９，９９９ ＫＲＷ 204 
４５，０００，０００ － ５９，９９９，９９９ ＫＲＷ 197 
６０，０００，０００ － ８９，９９９，９９９ ＫＲＷ 250 
９０，０００，０００ ＫＲＷ以上 148 
わからない、答えたくない 65 
合計 1050 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 599 
パートタイム、アルバイト 127 
専業主婦（夫） 108 
学生・生徒 127 
無職（退職後の生活を含む） 89 
合計 1050 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 10 
高校 189 
短大・高専、専門学校 115 
大学・大学院 732 
あてはまるものはない 4 
合計 1050 
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台湾 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 18 19  37 
20 代 50 50  100 
30 代 50 50  100 
40 代 50 50  100 
50 代 50 50  100 
60 代 50 37  87 
合計 268 256  524 
 
世帯年収 人数 
５００，０００ ＴＷＤ未満 94 
５００，０００ － ８９９，９９９ ＴＷＤ 117 
９００，０００ － １，２９９，９９９ ＴＷＤ 125 
１，３００，０００ － １，６４９，９９９ ＴＷＤ 84 
１，６５０，０００ ＴＷＤ以上 84 
わからない、答えたくない 20 
合計 524 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 350 
パートタイム、アルバイト 41 
専業主婦（夫） 16 
学生・生徒 55 
無職（退職後の生活を含む） 62 
合計 524 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 4 
高校 23 
短大・高専、専門学校 104 
大学・大学院 393 
あてはまるものはない 0 
合計 524 
 

  



 

- 101 - 
 

香港 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 49 50 2 101 
20 代 99 99 2 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 52 43 0 95 
合計 500 492 4 996 
 
世帯年収 人数 
ＨＫＤ ６０，０００未満 59 
ＨＫＤ ６０，０００ － ＨＫＤ １９９，９９９ 94 
ＨＫＤ ２００，０００ － ＨＫＤ ４９９，９９９ 353 
ＨＫＤ ５００，０００ － ＨＫＤ ６９９，９９９ 272 
ＨＫＤ ７００，０００以上 187 
わからない、答えたくない 31 
合計 996 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 718 
パートタイム、アルバイト 86 
専業主婦（夫） 28 
学生・生徒 115 
無職（退職後の生活を含む） 49 
合計 996 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 15 
高校 239 
短大・高専、専門学校 181 
大学・大学院 555 
あてはまるものはない 6 
合計 996 
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フィリピン 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 50  100 
20 代 100 100  200 
30 代 100 100  200 
40 代 100 100  200 
50 代 100 100  200 
60 代 23 38  61 
合計 473 488  961 
 
世帯年収 人数 
ＰＨＰ ２０，０００未満 132 
ＰＨＰ ２０，０００ － ３９，９９９ 167 
ＰＨＰ ４０，０００ － ５９，９９９ 177 
ＰＨＰ ６０，０００ － ２５０，０００ 186 
ＰＨＰ ２５０，００１以上 264 
わからない、答えたくない 35 
合計 961 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 499 
パートタイム、アルバイト 207 
専業主婦（夫） 58 
学生・生徒 116 
無職（退職後の生活を含む） 81 
合計 961 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 6 
高校 114 
短大・高専、専門学校 167 
大学・大学院 674 
あてはまるものはない 0 
合計 961 
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インドネシア 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 25 25  50 
20 代 50 50  100 
30 代 50 50  100 
40 代 50 50  100 
50 代 50 50  100 
60 代 14 28  42 
合計 239 253  492 
 
世帯年収 人数 
１５，０００，０００ ＩＤＲ未満 76 
１５，０００，０００ － ３０，０００，０００ ＩＤＲ 40 
３０，０００，００１ － ６０，０００，０００ ＩＤＲ 71 
６０，０００，００１ － １８０，０００，０００ ＩＤＲ 136 
１８０，０００，００１以上 140 
わからない、答えたくない 29 
合計 492 
 
世帯年収 人数 
１５，０００，０００ ＩＤＲ未満 76 
１５，０００，０００ － ３０，０００，０００ ＩＤＲ 40 
３０，０００，００１ － ６０，０００，０００ ＩＤＲ 71 
６０，０００，００１ － １８０，０００，０００ ＩＤＲ 136 
１８０，０００，００１以上 140 
わからない、答えたくない 29 
合計 492 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 13 
高校 113 
短大・高専、専門学校 62 
大学・大学院 301 
あてはまるものはない 3 
合計 492 
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シンガポール 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 49 49 2 100 
20 代 99 99 2 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 92 70 0 162 
合計 540 518 4 1062 
 
世帯年収 人数 
ＳＧＤ １２，０００未満 112 
ＳＧＤ １２，００１ － ３５，０００ 129 
ＳＧＤ ３５，００１ － ６０，０００ 200 
ＳＧＤ ６０，００１ － ９５，０００ 258 
ＳＧＤ ９５，００１以上 314 
わからない、答えたくない 49 
合計 1062 
 
世帯年収 人数 
ＳＧＤ １２，０００未満 112 
ＳＧＤ １２，００１ － ３５，０００ 129 
ＳＧＤ ３５，００１ － ６０，０００ 200 
ＳＧＤ ６０，００１ － ９５，０００ 258 
ＳＧＤ ９５，００１以上 314 
わからない、答えたくない 49 
合計 1062 
 
世帯年収 人数 
ＳＧＤ １２，０００未満 112 
ＳＧＤ １２，００１ － ３５，０００ 129 
ＳＧＤ ３５，００１ － ６０，０００ 200 
ＳＧＤ ６０，００１ － ９５，０００ 258 
ＳＧＤ ９５，００１以上 314 
わからない、答えたくない 49 
合計 1062 
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マレーシア 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 31 50 2 83 
20 代 100 100 0 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 78 55 0 133 
60 代 42 20 0 62 
合計 451 425 2 878 
 
世帯年収 人数 
１２，０００ ＭＹＲ未満 107 
１２，００１ － ３４，９９９ ＭＹＲ 115 
３５，０００ － ５９，９９９ ＭＹＲ 179 
６０，０００ － １００，０００ ＭＹＲ 248 
１００，００１ ＭＹＲ以上 187 
わからない、答えたくない 42 
合計 878 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 572 
パートタイム、アルバイト 108 
専業主婦（夫） 30 
学生・生徒 110 
無職（退職後の生活を含む） 58 
合計 878 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 9 
高校 139 
短大・高専、専門学校 161 
大学・大学院 562 
あてはまるものはない 7 
合計 878 
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インド 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 49 49 2 100 
20 代 100 100 0 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 87 59 0 146 
60 代 48 34 0 82 
合計 484 442 2 928 
 
世帯年収 人数 
３００，０００ ＩＮＲ未満 102 
３００，００１ ｔｏ １，０００，０００ ＩＮＲ 268 
１，０００，００１ ｔｏ １，５００，０００ ＩＮＲ 198 
１，５００，００１ ｔｏ ４，９９９，９９９ ＩＮＲ 215 
５，０００，０００ ＩＮＲ以上 112 
わからない、答えたくない 33 
合計 928 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 683 
パートタイム、アルバイト 80 
専業主婦（夫） 36 
学生・生徒 107 
無職（退職後の生活を含む） 22 
合計 928 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 19 
高校 99 
短大・高専、専門学校 18 
大学・大学院 792 
あてはまるものはない 0 
合計 928 
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トルコ 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 25 25  50 
20 代 50 49  99 
30 代 50 49  99 
40 代 50 50  100 
50 代 50 50  100 
60 代 23 18  41 
合計 248 241  489 
 
世帯年収 人数 
４，０００ ＴＲＹ 未満 95 
４，０００ ＴＲＹ － ８，０００ ＴＲＹ 166 
８，００１ ＴＲＹ － １２，５００ ＴＲＹ 114 
１２，５０１ ＴＲＹ － １５，０００ ＴＲＹ 46 
１５，００１ ＴＲＹ 以上 47 
わからない、答えたくない 21 
合計 489 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 284 
パートタイム、アルバイト 29 
専業主婦（夫） 39 
学生・生徒 73 
無職（退職後の生活を含む） 64 
合計 489 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 31 
高校 135 
短大・高専、専門学校 60 
大学・大学院 262 
あてはまるものはない 1 
合計 489 
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ロシア 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 31 
高校 135 
短大・高専、専門学校 60 
大学・大学院 262 
あてはまるものはない 1 
合計 489 
 
世帯年収 人数 
３６０００ ＲＵＢ未満 137 
３６００１ － ７２０００ ＲＵＢ 286 
７２００１ － １２００００ ＲＵＢ 293 
１２０００１ － ７２００００ ＲＵＢ 194 
７２０００１ ＲＵＢ以上 84 
わからない、答えたくない 43 
合計 1037 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 618 
パートタイム、アルバイト 153 
専業主婦（夫） 46 
学生・生徒 92 
無職（退職後の生活を含む） 128 
合計 1037 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 17 
高校 60 
短大・高専、専門学校 210 
大学・大学院 740 
あてはまるものはない 10 
合計 1037 
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イスラエル 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 49 2 101 
20 代 100 100 2 202 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 2 202 
50 代 47 66 0 113 
60 代 37 29 0 66 
合計 434 444 6 884 
 
世帯年収 人数 
６ ００００ ＩＬＳ未満 157 
６ ００００ － １２０ ０００ ＩＬＳ 246 
１２０ ００１ － １８０ ０００ ＩＬＳ 166 
１８０ ００１ － ２４０ ０００ ＩＬＳ 111 
２４０ ００１ ＩＬＳ以上 76 
わからない、答えたくない 128 
合計 884 
 
世帯年収 人数 
６ ００００ ＩＬＳ未満 157 
６ ００００ － １２０ ０００ ＩＬＳ 246 
１２０ ００１ － １８０ ０００ ＩＬＳ 166 
１８０ ００１ － ２４０ ０００ ＩＬＳ 111 
２４０ ００１ ＩＬＳ以上 76 
わからない、答えたくない 128 
合計 884 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 25 
高校 217 
短大・高専、専門学校 154 
大学・大学院 484 
あてはまるものはない 4 
合計 884 
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南アフリカ 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 25 25  50 
20 代 50 50  100 
30 代 50 50  100 
40 代 50 50  100 
50 代 47 50  97 
60 代 37 24  61 
合計 259 249  508 
 
世帯年収 人数 
ＺＡＲ ２ ４９９未満 27 
ＺＡＲ ２ ５００ －  ＺＡＲ １０ ９９９ 110 
ＺＡＲ １１ ０００ － ＺＡＲ １９ ９９９ 120 
ＺＡＲ ２０ ０００ － ＺＡＲ ４９ ９９９ 147 
ＺＡＲ ５０ ０００以上 76 
わからない、答えたくない 28 
合計 508 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 280 
パートタイム、アルバイト 98 
専業主婦（夫） 10 
学生・生徒 59 
無職（退職後の生活を含む） 61 
合計 508 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 3 
高校 143 
短大・高専、専門学校 165 
大学・大学院 193 
あてはまるものはない 4 
合計 508 
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ナイジェリア 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 25 25  50 
20 代 50 49  99 
30 代 50 50  100 
40 代 50 22  72 
50 代 18 7  25 
60 代 6 1  7 
合計 199 154  353 
 
世帯年収 人数 
₦ ２０，０００ 未満 25 
₦ ２０，０００ － ₦ ５０，０００ 50 
₦ ５０，００１ － ₦ １００，０００ 64 
₦ １００，００１ － ₦ ２００，０００ 76 
₦ ２００，００１以上 123 
わからない、答えたくない 15 
合計 353 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 181 
パートタイム、アルバイト 89 
専業主婦（夫） 7 
学生・生徒 69 
無職（退職後の生活を含む） 7 
合計 353 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 0 
高校 51 
短大・高専、専門学校 14 
大学・大学院 287 
あてはまるものはない 1 
合計 353 
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フィンランド 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 14 25 0 39 
20 代 50 50 1 101 
30 代 50 49 0 99 
40 代 48 50 0 98 
50 代 50 46 0 96 
60 代 50 50 0 100 
合計 262 270 1 533 
 
世帯年収 人数 
€１２ ０００未満 66 
€１２ ０００ － €２０ ０００ 84 
€２０ ０００ － €４５ ０００ 146 
€４５ ０００ － €７０ ０００ 107 
€７０ ００１以上 75 
わからない、答えたくない 55 
合計 533 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 241 
パートタイム、アルバイト 70 
専業主婦（夫） 4 
学生・生徒 82 
無職（退職後の生活を含む） 136 
合計 533 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 41 
高校 71 
短大・高専、専門学校 136 
Ａｍｍａｔｔｉｋｏｒｋｅａｋｏｕｌｕ ／ 職業大学 110 
大学・大学院 168 
あてはまるものはない 7 
合計 533 
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スウェーデン 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 50 0 100 
20 代 99 99 2 200 
30 代 100 99 0 199 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 100 100 0 200 
合計 549 548 2 1099 
 
世帯年収 人数 
１００ ０００ ＳＥＫ未満 65 
１００ ０００ － ３００ ０００ ＳＥＫ 220 
３００ ００１ － ５００ ０００ ＳＥＫ 268 
５００ ００１ － ７００ ０００ ＳＥＫ 170 
７００ ００１ ＳＥＫ以上 235 
わからない、答えたくない 141 
合計 1099 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 537 
パートタイム、アルバイト 164 
専業主婦（夫） 27 
学生・生徒 165 
無職（退職後の生活を含む） 206 
合計 1099 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 73 
高校 402 
短大・高専、専門学校 155 
大学・大学院 442 
あてはまるものはない 27 
合計 1099 
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ドイツ 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 28 33 2 63 
20 代 100 100 2 202 
30 代 99 96 2 197 
40 代 100 98 0 198 
50 代 100 100 0 200 
60 代 100 100 0 200 
合計 527 527 6 1060 
 
世帯年収 人数 
€１３ ０００未満 147 
€１３ ０００ － €１９ ４９９ 138 
€１９ ５００ － €３８ ９９９ 286 
€３９ ０００ － €６４ ９９９ 241 
€６５ ０００以上 174 
わからない、答えたくない 74 
合計 1060 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 567 
パートタイム、アルバイト 143 
専業主婦（夫） 37 
学生・生徒 97 
無職（退職後の生活を含む） 216 
合計 1060 
 
最終学歴 人数 
Ｇｒｕｎｄｓｃｈｕｌｅ ／ 基礎学校（小学校） 1 
Ｈａｕｐｔｓｃｈｕｌｅ ／ 基幹学校 41 
Ｒｅａｌｓｃｈｕｌｅ／Ｇｙｍｎａｓｉｕｍ ｂｉｓ ｚｕｒ １

０． Ｋｌａｓｓｅ ／ 実科学校・ギムナジウムのグレード１０まで 172 

Ｇｙｍｎａｓｉｕｍ （ｂｉｓ ｚｕｍ Ａｂｉｔｕｒ） ／ ギム
ナジウムのアビトゥーアまで 133 

Ｌｅｈｒｅ／Ｆａｃｈａｒｂｅｉｔｅｒ ／ 見習修業・職業学校 218 
Ｆａｃｈｓｃｈｕｌｅ／Ｔｅｃｈｎｉｋｅｒｓｃｈｕｌｅ／Ｈａｎｄ

ｅｌｓａｋａｄｅｍｉｅ ／ 専門学校 87 

Ｆａｃｈｈｏｃｈｓｃｈｕｌｅ／Ｓｐｅｚｉａｌｈｏｃｈｓｃｈｕｌ
ｅ ／ 単科大学・専門大学 96 

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔäｔ／Ｔｅｃｈｎｉｓｃｈｅ Ｈｏｃｈｓｃｈｕ
ｌｅ／Ｐäｄａｇｏｇｉｓｃｈｅ Ｈｏｃｈｓｃｈｕｌｅ ／ 大学・工
科大学 

300 
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あてはまるものはない 12 
合計 1060 
イタリア 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 38 0 88 
20 代 99 100 2 201 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 54 67 0 121 
合計 503 505 2 1010 
 
世帯年収 人数 
１００００ €未満 124 
１００００ － ２２０００ € 230 
２２００１ － ４４０００ € 304 
４４００１ － ７００００ € 153 
７０００１ €以上 61 
わからない、答えたくない 138 
合計 1010 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 444 
パートタイム、アルバイト 184 
専業主婦（夫） 74 
学生・生徒 160 
無職（退職後の生活を含む） 148 
合計 1010 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 64 
高校 537 
短大・高専、専門学校 0 
大学・大学院 408 
あてはまるものはない 1 
合計 1010 
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フランス 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 50 0 100 
20 代 99 99 2 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 100 100 0 200 
合計 549 549 2 1100 
 
世帯年収 人数 
€１２ ０００未満 104 
€１２ ０００ － €２０ ０００ 121 
€２０ ０００ － €４５ ０００ 272 
€４５ ０００ － €７０ ０００ 302 
€７０ ００１以上 209 
わからない、答えたくない 92 
合計 1100 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 668 
パートタイム、アルバイト 88 
専業主婦（夫） 32 
学生・生徒 126 
無職（退職後の生活を含む） 186 
合計 1100 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 668 
パートタイム、アルバイト 88 
専業主婦（夫） 32 
学生・生徒 126 
無職（退職後の生活を含む） 186 
合計 1100 
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スペイン 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 32 50 0 82 
20 代 100 98 2 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 86 83 0 169 
合計 518 531 2 1051 
 
世帯年収 人数 
€１２ ０００未満 117 
€１２ ０００ － €２０ ０００ 209 
€２０ ０００ － €４５ ０００ 428 
€４５ ０００ － €７０ ０００ 162 
€７０ ００１以上 56 
わからない、答えたくない 79 
合計 1051 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 594 
パートタイム、アルバイト 133 
専業主婦（夫） 42 
学生・生徒 131 
無職（退職後の生活を含む） 151 
合計 1051 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 67 
高校 194 
短大・高専、専門学校 195 
大学・大学院 592 
あてはまるものはない 3 
合計 1051 
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イギリス 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 49 49 2 100 
20 代 99 98 2 199 
30 代 99 99 2 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 100 100 0 200 
合計 547 546 6 1099 
 
世帯年収 人数 
￡１７，０００未満 172 
￡１７，０００ － ￡３４，９９９ 235 
￡３５，０００ － ￡５４，９９９ 221 
￡５５，０００ － ￡９９，９９９ 237 
￡１００，０００以上 106 
わからない、答えたくない 128 
合計 1099 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 571 
パートタイム、アルバイト 186 
専業主婦（夫） 41 
学生・生徒 109 
無職（退職後の生活を含む） 192 
合計 1099 
 
最終学歴 人数 
Ｐｒｉｍａｒｙ ｓｃｈｏｏｌ （ＳＡＴｓ ｏｒ １１＋ ｅｘ

ａｍ） ／ ｓｅｃｏｎｄａｒｙ ｓｃｈｏｏｌ （ＧＣＳＥｓ ｏ
ｒ ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ） ／ 小学校・中学校 

150 

Ａ ｌｅｖｅｌｓ， ＩＢ， ｏｒ ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ ／ 大
学進学準備コース・国際バカロレア 187 

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ｃｏｌｌｅｇｅ， ｔｅｃｈｎｉｃａｌ ｃ
ｏｌｌｅｇｅ， ｏｒ ｖｏｃａｔｉｏｎａｌ ｓｃｈｏｏｌ ／ 
コミュニティカレッジ・専門学校 

152 

Ｕｎｄｅｒｇｒａｄｕａｔｅ ／ ｐｏｓｔｇｒａｄｕａｔｅ ／ 
大学・大学院 595 

あてはまるものはない 15 
合計 1099 
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ブラジル 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 50 50  100 
20 代 100 100  200 
30 代 99 100  199 
40 代 100 100  200 
50 代 100 100  200 
60 代 100 100  200 
合計 549 550  1099 
 
世帯年収 人数 
１５００ ＢＲＬ未満 152 
１５００ － ４５００ ＢＲＬ 415 
４５０１ － ８０００ ＢＲＬ 239 
８００１ － １５ ０００ ＢＲＬ 155 
１５ ００１ ＢＲＬ以上 84 
わからない、答えたくない 54 
合計 1099 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 553 
パートタイム、アルバイト 218 
専業主婦（夫） 88 
学生・生徒 89 
無職（退職後の生活を含む） 151 
合計 1099 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 34 
高校 325 
短大・高専、専門学校 82 
大学・大学院 650 
あてはまるものはない 8 
合計 1099 
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アルゼンチン 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 48 35 2 85 
20 代 100 100 0 200 
30 代 100 99 0 199 
40 代 100 99 0 199 
50 代 100 100 0 200 
60 代 38 45 0 83 
合計 486 478 2 966 
 
世帯年収 人数 
１０ ０００ ＡＲＳ未満 45 
１０ ０００ ＡＲＳ － ５０ ０００ ＡＲＳ 259 
５０ ００１ ＡＲＳ － １００ ０００ ＡＲＳ 320 
１００ ００１ ＡＲＳ － ２００ ０００ ＡＲＳ 180 
２００ ００１ ＡＲＳ 以上 80 
わからない、答えたくない 82 
合計 966 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 516 
パートタイム、アルバイト 209 
専業主婦（夫） 37 
学生・生徒 130 
無職（退職後の生活を含む） 74 
合計 966 
 
最終学歴 人数 
就学前教育 1 
初等教育 13 
中等教育 297 
高等教育 653 
あてはまるものはない 2 
合計 966 
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チリ 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 27 37 0 64 
20 代 100 100 2 202 
30 代 100 100 2 202 
40 代 100 100 0 200 
50 代 55 91 0 146 
60 代 27 40 0 67 
合計 409 468 4 881 
 
世帯年収 人数 
ＣＬＰ＄ １５０．０００未満 39 
ＣＬＰ＄ １５０．０００ － ＣＬＰ＄ ３００．０００ 94 
ＣＬＰ＄ ３００．００１ － ＣＬＰ＄ ５００．０００ 169 
ＣＬＰ＄ ５００．００１ － ＣＬＰ＄ １．０００．０００ 250 
ＣＬＰ＄ １．０００．００１以上 289 
わからない、答えたくない 40 
合計 881 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 435 
パートタイム、アルバイト 188 
専業主婦（夫） 63 
学生・生徒 110 
無職（退職後の生活を含む） 85 
合計 881 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 8 
高校 206 
短大・高専、専門学校 208 
大学・大学院 458 
あてはまるものはない 1 
合計 881 
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メキシコ 
 

 

 
世帯年収 人数 
ＭＸＮ ３，７５０ 未満 74 
ＭＸＮ ３，７５０ － ＭＸＮ ７，５００ 139 
ＭＸＮ ７，５０１ － ＭＸＮ １１，２５０ 179 
ＭＸＮ １１，２５１ － ＭＸＮ ３０，０００ 333 
ＭＸＮ ３０，００１以上 204 
わからない、答えたくない 46 
合計 975 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 473 
パートタイム、アルバイト 229 
専業主婦（夫） 72 
学生・生徒 121 
無職（退職後の生活を含む） 80 
合計 975 
 
最終学歴 人数 
基礎教育 29 
後期中等教育 269 
高等教育 673 
あてはまるものはない 4 
合計 975 
 

  

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 49 49 2 100 
20 代 99 99 2 200 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 44 31 0 75 
合計 492 479 4 975 
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アメリカ 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 49 49 2 100 
20 代 99 100 0 199 
30 代 98 100 0 198 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 100 100 0 200 
合計 546 549 2 1097 
 
世帯年収 人数 
＄２５，０００未満 107 
＄２５，０００ － ＄４９，９９９ 157 
＄５０，０００ － ＄７９，９９９ 216 
＄８０，０００ － ＄１４９，９９９ 337 
＄１５０，０００以上 204 
わからない、答えたくない 76 
合計 1097 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 611 
パートタイム、アルバイト 132 
専業主婦（夫） 56 
学生・生徒 95 
無職（退職後の生活を含む） 203 
合計 1097 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 15 
高校 208 
短大・高専、専門学校 157 
大学・大学院 701 
あてはまるものはない 16 
合計 1097 
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カナダ 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 24 50 0 74 
20 代 96 99 2 197 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 100 100 0 200 
60 代 100 100 0 200 
合計 520 549 2 1071 
 
世帯年収 人数 
＄２４，９９９未満 123 
＄２５，０００ － ＄４９，９９９ 203 
＄５０，０００ － ＄７９，９９９ 229 
＄８０，０００ － ＄１４９，９９９ 312 
＄１５０，０００以上 116 
わからない、答えたくない 88 
合計 1071 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 530 
パートタイム、アルバイト 175 
専業主婦（夫） 40 
学生・生徒 101 
無職（退職後の生活を含む） 225 
合計 1071 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 16 
高校 221 
短大・高専、専門学校 248 
大学・大学院 583 
あてはまるものはない 3 
合計 1071 
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ニュージーランド 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 34 27 4 65 
20 代 100 100 1 201 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 2 202 
50 代 80 86 0 166 
60 代 70 78 0 148 
合計 484 491 7 982 
 
世帯年収 人数 
５０，０００ ＮＺＤ未満 210 
５０，０００ － ７４，９９９ ＮＺＤ 161 
７５，０００ － ９９，９９９ ＮＺＤ 155 
１００，０００ － １４９，９９９ ＮＺＤ 202 
１５０，０００ ＮＺＤ以上 123 
わからない、答えたくない 131 
合計 982 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 514 
パートタイム、アルバイト 181 
専業主婦（夫） 54 
学生・生徒 72 
無職（退職後の生活を含む） 161 
合計 982 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 6 
高校 215 
短大・高専、専門学校 209 
大学・大学院 541 
あてはまるものはない 11 
合計 982 
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オーストラリア 
 

 男性 女性 
その他・

答えたくな
い 

合計 

10 代 18 49 2 69 
20 代 84 100 0 184 
30 代 100 100 0 200 
40 代 100 100 0 200 
50 代 66 81 0 147 
60 代 100 100 0 200 
合計 468 530 2 1000 
 
世帯年収 人数 
ＡＵＤ ３０，０００未満 126 
ＡＵＤ ３０，００１ － ５９，９９９ 173 
ＡＵＤ ６０，０００ － １１９，９９９ 324 
ＡＵＤ １２０，０００ － １７９，９９９ 181 
ＡＵＤ １８０，０００以上 98 
わからない、答えたくない 98 
合計 1000 
 
職業 人数 
フルタイムで働いている 455 
パートタイム、アルバイト 222 
専業主婦（夫） 65 
学生・生徒 70 
無職（退職後の生活を含む） 188 
合計 1000 
 
最終学歴 人数 
小学校・中学校 26 
高校 247 
短大・高専、専門学校 245 
大学・大学院 480 
あてはまるものはない 2 
合計 1000 
 
 

  



 

- 127 - 
 

資料２．単純集計グラフ 

本文で参照していない項目について、各国の集計結果を列挙する。 
  

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

そう思わない 4.8% 1.8% 3.2% 3.6% 8.4%13.8%2.8% 5.0% 6.5%11.0%1.9% 5.5% 5.9% 7.9% 4.3% 5.2% 4.6% 3.9% 4.5% 5.0% 3.6%43.1%12.6%16.3%17.1%4.5% 5.3% 3.6% 4.2% 7.6%

あまりそう思わない 10.4%14.6%12.6%10.0%16.5%17.1%9.2% 8.7% 8.0%18.6%6.3%13.3%11.6%15.3%6.6%11.0%9.4%12.5%10.5%10.0%9.8%32.9%13.1%16.9%18.7%11.1%11.8%7.0% 8.8%12.4%

どちらともいえない 48.7%38.1%36.3%37.3%32.0%40.9%38.8%39.1%21.3%22.9%35.7%29.3%27.4%27.5%35.6%23.7%41.5%35.4%44.0%31.5%32.4%9.7%26.1%26.0%21.2%30.9%38.4%30.1%31.0%32.4%

ややそう思う 21.2%34.6%33.2%33.4%29.1%13.0%37.0%31.0%34.8%24.7%34.5%33.7%32.5%31.7%30.2%26.6%22.1%30.3%24.8%25.3%32.6%9.5%20.2%21.3%22.2%29.8%28.6%35.0%37.3%28.3%

そう思う 14.9%11.0%14.7%15.6%13.8%15.2%12.1%16.3%29.4%22.7%21.6%18.1%22.6%17.6%23.3%33.5%22.4%17.9%16.2%28.2%21.6%4.7%28.0%19.4%20.8%23.7%16.0%24.2%18.7%19.4%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q5-7 自分が新型コロナウイルスに感染したとしても自分のせいでは
ない

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

そう思わない 7.0% 1.6% 0.8% 4.8% 2.1% 2.0% 2.0% 0.6% 1.5% 3.3%10.1%5.1% 4.1% 1.1% 3.2% 3.5% 5.1% 5.3% 7.7% 8.6% 4.0% 2.8%17.3%8.5% 8.2% 5.5% 4.4% 2.2% 2.8% 4.9%

あまりそう思わない 9.5% 7.3% 2.7% 8.0% 5.3% 4.9% 4.2% 2.1% 3.0% 4.3%12.6%10.2%4.7% 4.2% 3.2% 5.7% 4.4%10.0%7.6% 9.8% 4.5% 2.5%17.1%9.0% 9.8% 6.6% 5.8% 3.5% 5.1% 6.7%

どちらともいえない 28.7%24.4%11.5%25.6%12.5%15.7%13.9%10.9%6.6% 6.1%21.4%17.8%7.9% 9.6% 8.3% 7.9%16.3%8.8%17.1%13.6%11.3%3.3% 9.6% 8.7%10.7%11.1%9.5%10.5%10.8%13.2%

ややそう思う 38.7%55.7%60.5%45.5%34.5%31.5%56.1%50.3%39.5%29.4%41.6%43.0%42.3%42.8%34.1%36.4%31.4%42.8%40.4%44.1%42.9%20.7%32.4%33.9%38.8%36.5%40.6%45.4%45.7%40.6%

そう思う 16.1%11.0%24.6%16.1%45.6%45.9%23.7%36.1%49.4%56.9%14.3%24.0%40.9%42.2%51.2%46.5%42.7%33.1%27.2%23.9%37.2%70.7%23.6%39.8%32.5%40.4%39.7%38.4%35.6%34.5%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

Q5-1 ウイルスの拡散防止に役立つならば、
自分の自由をある程度犠牲にしてもかまわない

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

そう思わない 4.2% 6.8% 3.4% 8.5%11.0%18.3%8.4% 9.3% 9.8%33.1%18.7%14.8%22.8%9.3%33.4%35.2%27.5%30.3%12.5%22.1%20.8%51.0%40.6%30.8%36.1%20.8%17.1%12.1%13.9%20.2%

あまりそう思わない 8.2%22.1%15.1%22.7%19.4%22.2%16.8%14.7%12.4%20.2%32.5%18.4%21.1%21.8%18.4%16.0%15.8%22.5%10.7%16.1%18.7%13.8%12.5%14.3%13.0%18.8%20.7%15.5%17.3%17.4%

どちらともいえない 40.1%32.0%34.4%37.2%29.9%33.7%34.7%34.5%21.1%19.2%32.0%30.5%21.3%23.2%25.1%22.7%29.4%22.5%27.7%27.8%31.3%19.5%21.0%20.9%20.9%28.4%29.9%32.6%30.6%28.4%

ややそう思う 29.5%32.4%35.3%23.1%27.4%16.5%29.6%29.2%31.8%13.5%12.0%27.6%23.0%29.5%15.8%16.2%16.4%16.8%26.8%18.9%20.9%9.2%13.4%16.3%17.6%20.0%22.6%27.2%27.1%22.1%

そう思う 18.1%6.8%11.8%8.4%12.4%9.3%10.5%12.3%24.9%13.9%4.8% 8.6%11.8%16.1%7.3% 9.8%10.8%7.9%22.2%15.1%8.2% 6.5%12.5%17.7%12.3%12.1%9.7%12.6%11.1%11.9%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q5-9 自分が新型コロナウイルスに感染した場合、他人から批判され
たら、

がまんならない

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 44.7%30.4%28.9%20.3% 8.5% 7.9% 14.4%11.2% 2.4% 2.2% 15.4%10.6%15.9%10.4%23.5%21.1%15.8%15.1%14.0%14.3%16.0% 5.2% 10.8%11.4%11.0%15.2%15.6%25.8%23.8%16.1%

もともとそうだった 7.2% 5.0% 10.0%10.0% 4.7% 5.9% 10.5% 9.9% 4.2% 7.0% 5.8% 13.2% 9.3% 8.5% 14.5% 8.3% 7.5% 6.4% 4.6% 6.6% 12.4% 3.1% 7.7% 4.0% 7.3% 9.7% 10.1%15.3%10.8% 8.1%

そう思わない 16.7%26.0%19.4%25.2%12.7%11.5%17.6%19.7%24.4% 9.9% 24.9%29.1%13.8%21.1%10.6%22.0%13.1%27.9%30.4%23.9%17.0% 8.8% 19.9%27.9%15.8%20.1%17.3%20.7%23.5%20.2%

そう思う 31.4%38.6%41.7%44.5%74.1%74.7%57.5%59.3%69.1%80.8%53.8%47.2%61.1%60.0%51.4%48.6%63.7%50.6%50.9%55.2%54.6%82.9%61.7%56.7%66.0%55.0%57.0%38.3%41.9%55.6%
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20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q7-2 以前より遠隔勤務が増えた

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 26.7 12.7 14.6 9.1%3.8%5.1%4.9%5.1%3.1%7.0% 15.2 5.8%7.1%2.6%6.4%8.0% 26.2 6.7% 14.6 16.1 6.9%9.1% 13.1 10.9 15.7 8.6%5.4%6.5%6.9% 10.2

もともとそうだった 15.0 19.0 18.7 22.1 11.0 9.0% 27.3 18.4 11.7 11.5 13.4 27.4 19.6 13.0 41.5 29.8 19.2 18.9 11.4 15.3 30.3 13.0 11.0 10.0 10.5 26.1 32.5 28.8 27.0 19.4

そう思わない 27.4 22.9 14.1 33.0 7.9%9.8% 12.6 14.9 18.7 39.0 32.7 19.1 10.1 8.1% 14.8 19.3 32.7 37.9 38.4 38.5 19.8 12.8 29.1 25.4 25.5 22.9 17.0 18.0 19.4 22.8

そう思う 31.0 45.5 52.7 35.8 77.2 76.1 55.1 61.6 66.4 42.5 38.8 47.7 63.2 76.3 37.3 42.9 22.0 36.5 35.7 30.1 43.1 65.1 46.8 53.8 48.3 42.4 45.1 46.8 46.7 47.6

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q7-9 より給料のよい仕事に就きたいと思うようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 47.1 37.7 21.7 19.5 10.9 9.8% 12.8 15.7 2.6%2.2% 17.6 13.6 17.5 11.9 24.8 26.2 17.3 25.3 14.3 21.5 22.1 27.2 21.5 17.3 17.7 18.2 22.0 24.0 22.9 20.0

もともとそうだった 9.6%8.1% 15.1 13.9 8.6%7.3% 15.4 15.1 9.3%9.6%8.4% 21.8 15.6 9.6% 31.8 10.6 12.8 6.4% 11.9 13.5 22.5 5.2% 10.8 9.1%9.7% 16.3 21.8 22.2 16.2 13.2

そう思わない 16.9 28.8 26.1 18.0 13.2 7.9% 17.7 16.3 18.9 15.3 25.7 28.7 18.3 17.8 18.6 38.2 19.6 41.4 28.2 32.7 25.4 17.0 27.0 31.9 25.4 25.3 24.1 23.9 23.9 23.7

そう思う 26.4 25.3 37.1 48.5 67.3 75.0 54.2 52.8 69.2 72.8 48.2 35.8 48.7 60.7 24.8 25.0 50.3 26.9 45.6 32.3 30.1 50.6 40.7 41.6 47.3 40.2 32.1 29.9 36.9 43.1

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q7-3 時差通勤を積極的に取り入れるようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 28.9 16.7 12.5 7.8%2.5%3.4%4.6%4.9%2.5%4.8% 17.3 8.2%5.8%3.3%6.1% 10.1 27.7 9.7% 14.7 16.1 6.6%6.4% 12.7 9.6% 13.4 5.8%4.5%5.3%6.1% 10.0

もともとそうだった 22.4 20.4 20.2 24.5 12.6 7.3% 29.4 20.1 11.3 16.3 16.1 31.9 27.2 9.3% 45.3 34.7 19.3 15.3 14.2 13.6 35.9 11.3 12.4 9.8%8.8% 28.9 39.4 39.7 29.4 21.7

そう思わない 24.3 26.0 12.0 29.7 5.1%4.2% 10.0 10.0 15.7 19.8 27.2 23.3 10.6 4.1% 19.0 26.0 34.5 44.4 39.4 38.1 23.8 4.4% 34.8 31.9 27.1 18.3 16.6 16.5 19.6 22.3

そう思う 24.4 36.9 55.2 37.9 79.7 85.1 56.1 65.0 70.5 59.1 39.4 36.6 56.3 83.3 29.6 29.2 18.5 30.6 31.7 32.2 33.7 78.0 40.1 48.6 50.7 47.0 39.4 38.4 44.9 46.0

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q7-10 より人の役に立つ仕事がしたいと考えるようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 28.8 16.4 4.6% 4.5% 1.0% 1.1% 3.5% 2.4% 0.8% 1.9% 12.7 5.5% 4.5% 0.4% 7.7% 9.7% 20.8 4.1% 16.3 8.7% 5.9% 8.9% 6.5% 3.9% 5.6% 4.6% 4.8% 5.3% 5.8% 7.6%

もともとそうだった 16.8 15.4 16.9 24.9 7.4% 7.3% 21.9 11.9 8.1% 11.8 15.4 28.4 16.9 4.1% 40.5 35.2 19.6 23.9 9.8% 18.8 33.7 8.8% 14.1 13.2 13.5 25.6 33.5 33.7 28.4 19.6

そう思わない 21.7 15.6 5.6% 18.9 2.3% 4.5% 8.4% 7.2% 10.6 16.3 18.4 16.7 6.6% 3.0% 18.6 23.1 28.0 30.9 40.5 31.6 19.4 6.1% 18.8 18.9 13.5 17.9 14.5 13.5 16.8 16.9

そう思う 32.8 52.6 72.9 51.7 89.4 87.1 66.2 78.5 80.5 70.0 53.4 49.4 72.0 92.6 33.1 32.0 31.5 41.1 33.5 40.9 41.0 76.1 60.7 64.0 67.4 52.0 47.2 47.5 49.0 55.9
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20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

Q7-11 情報処理スキルを高めたいと思うようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 27.4 16.75.9%3.4%0.6%2.0%3.5%2.9%0.4%2.6%12.66.6%4.8%0.7%6.8%9.7%17.55.4%14.78.4%6.3%9.2%6.6%5.1%5.7%4.2%4.3%5.8%6.6%7.5%

もともとそうだった 16.4 15.2 16.1 22.36.2%6.5%19.6 11.36.9%12.8 15.3 27.1 15.63.3%40.5 33.7 21.3 21.2 10.6 16.5 31.79.5%13.78.8%10.7 24.9 31.3 32.2 27.5 18.5

そう思わない 20.6 14.96.6%18.21.8%3.4%8.4%6.2%12.6 12.1 17.0 18.95.3%2.6%14.1 22.7 23.7 25.0 39.4 32.2 18.14.5%23.9 25.0 14.4 16.0 12.9 15.1 16.7 16.5

そう思う 35.7 53.3 71.4 56.2 91.4 88.2 68.5 79.6 80.1 72.5 55.1 47.4 74.3 93.3 38.6 34.0 37.6 48.4 35.3 42.9 43.9 76.8 55.9 61.0 69.2 54.9 51.5 46.9 49.2 57.5
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30%
40%
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60%
70%
80%
90%

100%

Q7-12 情報セキュリティ対策能力を高めたいと思うように
なった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 15.5%5.1% 3.8% 2.5% 0.2% 1.6% 0.7% 0.9% 0.5% 1.4% 3.8% 1.9% 1.8% 1.1% 3.8% 4.2% 7.2% 1.3% 3.8% 2.0% 2.5% 2.0% 2.2% 0.6% 1.2% 2.0% 1.6% 1.4% 2.0% 2.9%

もともとそうだった 33.0%31.5%23.5%28.9%6.2%12.4%19.6%12.9%6.9%16.2%38.5%24.0%13.2%9.6%42.6%40.2%48.3%49.2%28.0%38.6%25.1%23.4%34.4%29.4%24.1%21.1%27.3%27.2%25.3%27.4%

そう思わない 14.4%7.8% 2.3%13.7%1.9% 1.4% 6.4% 4.1% 5.5%16.4%6.7% 8.0% 4.5% 3.4% 5.3%13.6%11.7%5.5% 7.6%10.6%8.0% 1.9% 7.1% 6.4% 6.4% 6.8% 6.4% 4.9% 6.6% 7.3%

そう思う 37.2%55.5%70.4%54.9%91.7%84.6%73.4%82.1%87.1%66.1%51.1%66.1%80.5%85.8%48.4%42.0%32.8%44.0%60.5%48.8%64.4%72.7%56.3%63.7%68.3%70.0%64.7%66.5%66.1%62.4%
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40%
50%
60%
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80%
90%

100%

Q8-1 家族と過ごす時間が大切だと思うようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 13.5%2.8% 2.1% 2.2% 0.4% 2.8% 0.9% 0.9% 0.5% 1.6% 4.2% 2.0% 3.0% 1.1% 1.1% 2.5%10.0%1.1% 2.3% 2.4% 0.8% 2.5% 2.0% 1.1% 1.8% 2.0% 2.0% 1.5% 2.1% 2.7%

もともとそうだった 41.5%35.0%35.9%30.6%7.6%12.2%21.9%14.5%8.3%16.0%35.7%26.9%16.1%6.2%44.1%40.1%38.1%42.2%28.5%34.3%30.7%23.1%31.1%27.0%22.6%24.9%28.8%29.3%27.9%28.0%

そう思わない 16.7%17.0%5.5%16.6%6.9% 6.7% 9.3%11.4%17.7%26.4%20.0%16.6%11.8%14.2%17.8%27.8%29.8%14.2%15.2%14.5%17.8%3.5% 8.9% 8.5% 8.7%13.3%12.9%11.1%14.7%14.5%

そう思う 28.4%45.2%56.5%50.6%85.1%78.3%67.8%73.2%73.5%56.0%40.1%54.4%69.1%78.5%37.0%29.7%22.1%42.6%54.1%48.9%50.7%70.9%58.1%63.3%66.9%59.8%56.4%58.0%55.3%54.9%
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100%

Q8-2 家で過ごす時間の楽しさがわかった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 19.1%4.9% 3.8% 2.8% 1.4% 5.3% 2.5% 2.1% 1.2% 2.9% 4.1% 3.5% 3.3% 2.3% 2.6% 4.2% 9.2% 0.6% 3.1% 3.0% 2.2% 3.1% 2.8% 1.0% 2.1% 2.7% 2.4% 2.0% 2.2% 3.6%

もともとそうだった 33.8%35.1%42.4%32.0%8.1% 9.3%27.9%19.0%9.4%17.8%30.1%28.2%19.7%13.0%65.7%44.9%56.9%61.3%29.6%42.0%34.3%22.5%39.2%34.8%30.7%30.4%33.7%39.8%33.8%32.8%

そう思わない 19.7%15.6%7.6%23.3%5.1% 8.1%12.7%10.9%12.5%16.8%23.3%20.2%8.7%11.0%8.1%21.5%14.6%8.7%26.9%18.8%20.1%7.3% 9.9% 9.2% 7.8%15.9%14.8%15.2%15.6%14.8%

そう思う 27.4%44.4%46.2%41.9%85.4%77.2%56.9%68.0%76.9%62.6%42.4%48.1%68.3%73.7%23.6%29.4%19.3%29.4%40.4%36.2%43.4%67.2%48.0%54.9%59.5%51.0%49.1%43.0%48.4%48.8%
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Q8-3 家事に積極的に取り組むようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 64.4%57.8%45.0%46.7%24.9%23.6%42.9%33.5%15.7%21.3%26.6%25.7%35.4%25.8%54.8%47.5%57.4%40.7%42.8%41.9%52.6%36.8%36.5%28.8%26.2%40.2%49.4%43.1%41.2%40.1%

もともとそうだった 16.9%15.0%21.0%16.8%7.0% 9.6%15.8%11.4%9.4%14.1%28.9%24.9%13.0%8.2%27.0%25.1%22.5%37.2%19.2%26.1%15.7%18.4%29.8%26.6%26.7%16.1%18.2%21.5%19.8%19.9%

そう思わない 11.0%10.8%6.7%16.2%2.7% 9.1% 6.8% 5.1%13.7%20.0%12.1%13.3%5.1% 6.8% 6.8%10.9%10.9%5.4%14.4%12.5%8.6% 3.3%10.0%11.7%8.0%10.4%6.1% 8.5% 9.2% 9.6%

そう思う 7.7%16.5%27.3%20.4%65.5%57.7%34.5%50.0%61.2%44.6%32.4%36.1%46.5%59.2%11.4%16.5%9.2%16.6%23.6%19.6%23.2%41.6%23.6%32.9%39.2%33.3%26.3%27.0%29.8%30.5%
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Q8-4 育児に積極的に取り組むようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル
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イン
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ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 16.5%7.0% 6.3% 2.9% 1.8% 2.2% 3.4% 6.5% 1.2% 2.5% 4.5% 3.5% 3.7% 2.0% 3.6% 4.9% 7.5% 2.9%14.8%5.2% 3.9% 4.5% 4.2% 2.6% 3.5% 3.7% 3.1% 4.1% 4.1% 5.0%

もともとそうだった 31.1%22.4%34.5%31.1%9.9%11.2%28.7%19.7%11.2%14.7%38.2%29.9%22.8%11.3%47.5%44.6%43.8%40.3%17.4%28.7%37.7%22.4%26.2%21.9%19.9%31.7%37.4%38.3%34.8%28.8%

そう思わない 15.6%17.0%5.2%18.6%2.5% 7.7% 7.2% 4.3%10.8%17.2%11.3%15.0%4.3% 2.8% 6.0%11.7%13.7%19.1%28.6%17.7%10.0%6.5%13.9%13.4%11.1%11.5%7.9% 7.7%10.0%11.9%

そう思う 36.7%53.7%54.0%47.4%85.8%78.9%60.7%69.5%76.8%65.6%46.0%51.6%69.1%83.9%43.0%38.8%35.1%37.7%39.2%48.3%48.4%66.6%55.7%62.1%65.5%53.1%51.5%49.9%51.1%54.3%
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Q8-7 人間関係を良好にしたいと思うようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない

日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
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ン
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ツ
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イン
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ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 45.6%20.8%20.4%15.9%9.1%17.1%21.0%15.3%5.1% 6.5%14.5%11.7%16.9%14.2%21.6%17.1%35.7%15.7%15.9%18.6%15.1%25.8%16.7%12.3%22.1%17.9%17.8%16.9%18.5%18.5%

もともとそうだった 8.9% 8.5% 8.8%16.1%17.0%4.7%24.5%20.2%12.1%13.3%11.9%28.1%25.4%13.0%27.0%27.4%15.3%17.2%13.5%13.8%28.4%4.9%11.4%11.8%6.5%24.3%29.4%29.5%26.5%17.5%

そう思わない 34.5%53.5%50.4%46.8%30.4%42.1%28.6%32.7%30.0%32.9%33.3%33.1%30.1%50.1%33.6%36.7%34.3%42.1%43.4%37.3%28.2%38.9%38.0%31.0%39.0%29.7%27.5%28.2%29.0%35.6%

そう思う 10.9%17.2%20.4%21.3%43.6%36.2%25.9%31.9%52.9%47.2%40.4%27.1%27.6%22.7%17.8%18.8%14.7%25.0%27.3%30.4%28.3%30.3%34.0%44.9%32.5%28.1%25.2%25.4%26.0%28.4%
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100%

Q8-5 会社から遠くなっても、郊外や地方に転居したくなった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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日本 韓国 台湾 香港
フィ
リピ
ン

イン
ドネ
シア

シン
ガ

ポー
ル

マ
レー
シア

イン
ド

トル
コ

ロシ
ア

イス
ラエ
ル

南ア
フリ
カ

ナイ
ジェ
リア

フィ
ンラ
ンド

ス
ウェ
ーデ
ン

ドイ
ツ

イタ
リア

フラ
ンス

スペ
イン

イギ
リス

ブラ
ジル

アル
ゼン
チン

チリ
メキ
シコ

アメ
リカ

カナ
ダ

ニュ
ー

ジー
ラン
ド

オー
スト
ラリ
ア

TOT
AL

あてはまらない 27.7%17.3%11.8%6.1% 2.0% 5.3% 2.9% 3.9% 0.4% 3.5%14.1%2.6% 4.3% 0.6% 4.9% 4.1%14.6%5.7%13.7%6.7% 2.8% 5.1% 6.8% 3.9% 4.7% 3.6% 2.7% 4.2% 3.5% 6.9%

もともとそうだった 24.2%20.4%33.4%29.2%11.8%12.4%34.9%27.2%8.6%17.4%28.6%36.8%25.6%8.2%53.3%48.3%39.9%45.3%20.2%31.4%44.5%28.6%29.6%25.8%20.8%36.2%43.8%42.9%41.0%31.0%

そう思わない 21.6%27.0%6.3%24.8%3.5% 6.3%10.5%6.9%10.9%12.9%18.9%17.8%4.9% 2.3%14.3%16.4%20.8%21.5%32.6%23.9%14.5%5.1%23.5%18.2%16.8%12.6%9.9%12.5%12.2%15.8%

そう思う 26.5%35.2%48.5%39.9%82.7%76.0%51.7%62.0%80.1%66.3%38.4%42.9%65.2%89.0%27.6%31.2%24.7%27.4%33.5%38.1%38.2%61.2%40.1%52.2%57.6%47.7%43.6%40.4%43.3%46.3%
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100%

Q8-8 社会貢献したいと思うようになった

そう思う そう思わない もともとそうだった あてはまらない
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Q9-1 新型コロナウイルス感染拡大前と変わらず、友人・知人と顔を合
わせて

飲食している （単位: ％）
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TAL

Q9-2 人と会う時はある程度の距離を空けている （単位: ％）
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TOTAL

Q9-5 頻繁にアルコール消毒している （単位: ％）
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TOTAL
Q9-7 人が集まる場所を避けている （単位: ％）
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TOTAL

Q9-8 外での飲食を控えている （単位: ％）
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Q9-9 旅行を控えている （単位: ％）
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Q10-4 新型コロナウイルスにかかった場合の後遺症が不安だ
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Q13-4 今回の新型コロナウイルスは中国の研究所から漏洩拡散したも
のだ（単位:％）
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Q15-4 病院に通院できないことによる健康状態の悪化 （単
位: ％）



 

- 141 - 
 

 

9.5 8.1 8.6
12.8

57.1

28.3
21.1 24.0

30.3 27.4

13.1 13.5

37.2

60.1

15.8
8.7

15.9
12.1 11.5

19.7
12.6

43.2

30.7
39.2 37.3

18.8 20.3 20.7
16.3

21.9

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0

日
本

韓
国

台
湾

香
港

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

ト
ル
コ

ロ
シ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

南
ア
フ
リ
カ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
ギ
リ
ス

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
リ

メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

TO
TAL
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Q15-6 子どもの学習時間の減少 （単位: ％）
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Q15-7 電子機器によるゲームの利用時間増加による健康への悪影響
（単位: ％）
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Q15-8 家族関係の悪化 （単位: ％）
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Q15-10 人々の外出が増えていることによる感染の拡大 （単
位: ％）
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Q15-9 会えないことによる友人・知人・恋人との関係の悪化 （単
位: ％）



 

- 143 - 
 

  

21.520.9
12.2

17.7

62.1

34.3

22.7

34.7
41.8

23.3

37.3
30.9

52.2
57.8

34.3
28.3 29.229.3

35.3
28.731.2

46.5

26.7
34.4

28.431.534.534.4
24.8

32.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

日
本

韓
国

台
湾

香
港

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド

ト
ル
コ

ロ
シ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

南
ア
フ
リ
カ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン

イ
ギ
リ
ス

ブ
ラ
ジ
ル

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
リ

メ
キ
シ
コ

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

TO
TAL

Q15-11 離れて暮らす身内の安否 （単位: ％）
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Q15-13 あてはまるものはない （単位: ％）
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Q16-3 休業した （単位: ％）
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TAL

Q17-3 プライベートで電子会議システム（Ｚｏｏｍなど）を使った
（単位: ％）
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Q17-2 学習で電子会議システム（Ｚｏｏｍなど）を使った （単
位: ％）
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Q17-4 あてはまるものはない （単位: ％）
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そう思わない 10.5%3.5% 1.5% 5.4% 3.5% 7.7% 2.4% 0.9% 1.4% 3.5%10.0%6.1% 7.1% 4.5% 3.4% 5.7% 7.4% 4.0% 8.5%10.4%5.3%12.0%26.4%10.4%10.9%7.6% 5.2% 3.2% 3.8% 6.9%
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Q19-2 ウイルスの拡散防止に役立つならば、
他人の自由をある程度犠牲にしてもかまわない
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Q19-7 新型コロナウイルスに感染するのは、感染した人のせいだ
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Q19-8 新型コロナウイルス感染者は、敬遠されたりいやがらせされ
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Q19-9 新型コロナウイルスの感染者は批判されて当然だ

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない
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TOTAL

Q21-1 感染拡大防止に寄与できると思うから （単位: ％）
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アプリを

自分のスマートフォンで使用していますか。あてはまるものを答え
てください。

使用している 使用していない そのようなアプリはない わからない
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TOTAL
Q21-2 自分が感染したとき、接触した人にすばやく通知を送るこ

とができるから （単位: ％）
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TOTAL

Q21-3 自分の感染を防げそうだから （単位: ％）
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TOTAL

Q21-4 陽性者との接触の可能性があったときは早く知りたいから
（単位: ％）
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TOTAL
Q21-5 使い勝手を試してみたかったから （単位: ％）
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TOTAL

Q21-6 まわりの人・信頼できる人が利用していたから （単
位: ％）
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TOTAL

Q21-7 まわりの人に勧められたから （単位: ％）
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Q21-8 勤め先や学校などで利用するように言われたから （単

位: ％）
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TOTAL

Q21-9 旅行・飲食・出勤などの外出をするにあたって、利用して
いた方が安心だから （単位: ％）
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Q21-10 アプリを使うことで時流に乗れているように感じられるか

ら （単位: ％）
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Q21-11 あてはまるものはない （単位: ％）
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TOTAL

Q22-1 接触可能性を通知してほしいと思わないから （単位: ％）
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Q22-2 ほとんど外出しないから （単位: ％）
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TOTAL

Q22-3 ほとんどの人が使っていなくて意味がないと思うから （単
位: ％）
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TOTAL
Q22-4 自分のデータがいつか政府に渡ってしまわないか不安に思

うから （単位: ％）
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TOTAL

Q22-5 個人情報の扱いやプライバシーの不安があるから （単
位: ％）
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Q22-6 感染拡大防止に意味をなさないと考えているから （単

位: ％）
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Q22-7 陽性者登録しなければならなくなったとき、知り合いに自
分の感染を知られるのが怖いから （単位: ％）
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Q22-10 端末・ＯＳが対応していないから （単位: ％）
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Q22-13 インストールのやり方がわからないから （単位: ％）
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Q22-15 よくわからないから （単位: ％）
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Q22-16 面倒くさいから （単位: ％）
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Q23-6 身近に新型コロナウイルスに感染したことがある
人はいない（単位：%）
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